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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その夜、東ひがし鬼おにと西鬼の里境にほど近い一つの村は静せい寂じやくに包まれていた。

　農作や狩かりで生計を立てる村人は朝早くに起きて仕事に取り掛かかり、夜が更ふける前に就しゆう寝しんするのが日常だった。

　今この時も住人は眠ねむっているらしく、人の声はむろんのこと一筋の灯明あかりも洩もれていない。

　しかし、そんな風に静まり返った村の中を徘はい徊かいする一人の男の姿があった。

　名前は平へい吉きちといい、濃こい眉まゆとぎょろりとした目が特とく徴ちよう的な中年の男だ。

　いつもは平吉も夢の中なのだが、昨日は雨のせいで畑仕事も少なく暇ひまな時間ができた。その時間に昼ひる寝ねをしてしまったのがいけなかったのか、夜中に目を覚ましたのである。

「（仕方ねぇ、少し外の空気でも吸ってくるか）」

　そんな軽い気持ちで家を出た平吉は、村の広場へ足を運んだ。

　広場と言っても、村人達で共有している井い戸どがあるだけの開けた場所。普ふ段だんは洗せん濯たくをしに来た女性達の井い戸ど端ばた会議の場となっており、数か月に一度くらいの頻ひん度どで村むら長おさが集会を開く程度だ。

　夕方まで降り続いた雨のせいで水たまりや地面のぬかるみが残っている。それらを避よけて進みながら、平吉は静まり返った広場を見み渡わたしていた。

「（昼間の騒さわがしさが噓うそみてぇだ──っ!?）」

　直後、平吉はギョッとして足を止めた。

　平吉のいる位置から井戸を挟はさんだ反対側に、青白い明かりがふわふわと揺ゆれて動いたのだ。

　硬こう直ちよくしたまま目を凝こらせば、光の正体は火の玉──鬼おに火びだと気付いた。しかし平吉は青白い鬼火なんて一度も見たことがないし、想像もしていなかった。火というからには、色は赤だと思い込んでいたからだ。

「（ひぇぇ、奇き妙みようなこともあるもんだな……）」

　幼い頃ころ、鬼火は人の魂たましいだと聞いた覚えがある。だから平吉はこの鬼火を、先日亡なくなった向かいの老人の魂だと思った。

　両手を合がつ掌しようさせて南な無む南無と心の中で呟つぶやく。平吉は老人の魂が無事に黄泉よみへ向かってくれるよう祈いのることにした。

　だがそんな平吉の思いも虚むなしく、鬼火は消えるどころかポツ、ポツと増えはじめた。

　闇やみの中にいくつもの鬼火が飛び回り、平吉の目には火が蠢うごめいているように見えた。

　あまりの異常さに、平吉はようやく鬼火が人ひと魂だまなんて物でないことを理解した。もっと禍まが々まがしく、危険な物に違ちがいないと。

　その考えを肯こう定ていするかの如ごとく、数を増やした鬼火が平吉を囲むようにしてこちらへ迫せまってくる。それを目にした平吉の全身は激しく震ふるえだし、恐きよう怖ふが頭の中を真っ白にした。

　助けを呼ぼうにも喉のどが引き攣つって声が巧うまく出ない。平吉は顎あごをガクガクと震わせたまま、その場にへたり込んでしまった。腰こしが抜ぬけたらしい。水みず捌はけの悪い広場の土が濡ぬれたままだったので、平吉の着物が泥どろで汚よごれた。

　そんな平吉の周りで妖あやしく揺れる青白い火。そして、ふいに現れた黒い影かげ。

　ぼんやりと浮うかび上がるように現れた影は人ひと形がたで、ゆらりと揺れた次の瞬しゆん間かんには平吉の目の前に迫っていた。

「ひぃっ!!」

　恐怖に顔を引き攣らせながらやっと絞しぼり出した悲鳴は平吉以外の村人の耳へは届かない。

　いつの間にか鬼火は平吉の退路を断たつように周りを取り囲んでおり、少しでも動けば肌はだを焦こがしそうだった。

　見上げた平吉の目に映ったのは、青白い火の玉に照らされた人。性別は男だった。

　全身黒ずくめで口布によって顔を隠かくした男の表情は窺うかがえない。けれど平吉は、射い貫ぬくような鋭するどい眼めから男が味方でないことを悟さとった。

「た、助けてくれっ……！」

　平吉は再度か細い悲鳴を上げながら、両手をバタバタとさせて何とか黒ずくめの男から逃にげようとした。

　鬼火に手が触ふれたが熱は感じなかった。感じる余よ裕ゆうなどなかったのかもしれない。

　それでも平吉は力の入らない下半身を引き摺ずって、ぬかるんだ地面の中を搔かき泳ぐかの如く少しでも遠くへ行こうとする。その身は更さらに泥で汚れていった。

「哀あわれな。眠っていれば恐怖を感じずにいられたものを」

　男の呟きと微かすかな衣きぬ擦ずれの音に、平吉が反応して振ふり返った。

　刹せつ那な、迫って来る鬼火が視界を支配した。それが平吉の意識がなくなる直前の記き憶おくであった。







　着物を泥だらけにして横たわる平吉を、黒ずくめの男──西鬼の忍しのびである紫雨しぐれは無感情な目で見下ろしていた。

　平吉は四し肢しを微かに痙けい攣れんさせているが、悲鳴も呻うめき声も聞こえなかった。単に気絶しているだけなのか、それとも事切れようとしているのか。

　傍はた目めではその判断は難しいのだが、紫雨はさして気にした様子もなく平吉に向かって手を翳かざした。

　すると、ずるりと嫌いやな音を立てて平吉の身体からだから〝何か〟が抜け出てきた。

〝何か〟とは、平吉が意識を失う寸前に彼の目の前まで迫った鬼火であった。しかし平吉の身体から出てきた鬼火には大きな変化が起こっていた。色が青から赤に変わっていたのだ。

　いくつもの青白い鬼火が浮く中に、一つだけ赤いそれが交ざる。

　赤い鬼火を見つめた紫雨は再び平吉へ視線を戻もどし、翳したままだった掌てのひらを上に向けた。続けて人差し指だけを動かせば、平吉の身体がピクリと動く。

　そして暫しばし微び動どうを繰くり返したかと思っていると、何故なぜか平吉が急に起き上がった。

「成功したか」

　口布のせいで紫雨の声はくぐもっていた。

　だがその声こわ色いろには微かな歓かん喜きの情が含ふくまれている。隠された口元は恐おそらく弧こを描えがいているのだろう。

　そんな嬉き々きとした空気の中、紫雨は実に楽しげに己おのれの手を振った。左に振れば同じ方向に平吉が動き、右に振ればこれまた同じように。

　ガクンと首を揺らし、死んだ魚のような目をした平吉は紫雨の動きに従い続けた。それはまるで、操あやつり糸で遊ばれる傀かい儡らいの如く。

「問題はなさそうだな。では次に……」

　紫雨は平吉を操っていた手を止めて、無数に浮かんでいる青白い鬼火と村人達が住む家々を見み据すえた。

　その一いつ拍ぱく後。愉ゆ快かいそうに細められた紫雨の目の指示に従って、青白い鬼火が動き出した。

　先さき程ほどまでの頼たよりなさそうな浮ふ遊ゆうとは違い、真っ直すぐに目的の場所──村人が住む民家を目指した鬼火は、家の壁かべや戸に溶とけ込むようにして中へ侵しん入にゆうを果たした。

　間を置いて聞こえてきたのは女の甲かん高だかい悲鳴と、子供の泣き声。男の怒ど声せいや物が倒たおれる音がした。それを皮切りに、村のあちらこちらで一いつ斉せいに人声が起こって騒がしくなる。

　開いた板戸から飛び出て来た男は必死の形相で逃げようとするが、その背中には中程まで沈しずみ込んだ青白い鬼火があった。

　ギャッと叫さけんで男が背に手を伸のばすも、鬼火は容よう赦しやなく男の身体に沈んで意識を奪うばう。そして最後には、平吉の時と同じく痙攣して気絶した。

　生ぬるい風が村の中を吹ふき抜けた。その風に乗り、恐怖や嫌けん悪おから発せられる悲鳴や人が逃げ惑まどう音が次し第だいに小さくなっていく。

「くくっ」

　押し殺したような嗤わらいが紫雨の喉から漏もれた。

　静まり返った村の広場に立っているのは紫雨と死人のような目をした平吉の二人。その周りには、いつの間にか戻ってきた赤い鬼火が無数にある。

　火を搔き集めるように大きく腕うでを旋せん回かいさせれば、つられて赤い鬼火が動き──ふらふらとした頼りない足取りで村人達が民家から出てきた。

　最近夫婦めおとになったばかりの若い男女に、ふっくらとした体形の中年の女や少年少女。年老いた老人も逞たくましい肉体を持った男も、母親らしき女に抱だかれている赤子さえも。その目には意思や生命の光が宿っておらず、濁にごりきっていた。

　まるで紫雨の操り人形のようになってしまった彼らの背後では、いつのまにか民家が炎ほのおに包まれて黒こく煙えんを上げている。

　こうして、たった一人の手で一つの村が滅ほろんだのだった──。
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「まずは大おお掃そう除じからじゃ」

　事の始まりはそんな一言からだった。

　現代から戦国時代の日本によく似た異世界へトリップしてしまった俺──藤ふじ見み恭きようは、雑ぞう巾きんを片手に絶賛掃除中だ。

　現在の俺は、同どう姓せい同名且かつ全く同じ容姿を持つ「鬼おに」と呼ばれる種族の青年の身体に魂たましいだけが入り込んでしまっている状態らしい。

　その状じよう況きようを打破して現代へ帰るために、「封ふう移い師し」と呼ばれる鬼道術の使い手に会わなければならないと身体の持ち主──東鬼一族の名家「藤見家」の四男のキョウ様に言われた。

　藤見の地から、東鬼一族を統すべる長おさの住む東とう条じようの地まで旅をし、やっとの思いで封移師、裡り念ねんさんの弟で子しになることができた。

　それが何故、雑巾を絞って床ゆかや棚たなを拭ふいているのか。その理由は師となった裡念さんの方針にあった。

　裡念さん曰いわく「術の乱れは気の乱れ。気の乱れは生活の乱れ」らしいので、俺は従者を務めてくれている赤毛の少年「篠しの崎ざき陽よう太た」と共に、これからお世話になる裡念さんの家を大掃除する運びとなったのだった。

　東条の城下町は三つの大きな通りから成っている。その通りの一つ、武家の屋や敷しきや町人の住む長屋がある通りの中ほどに、裡念さんの持家はあった。

　屋敷や長屋と違ちがってこの家は仕舞しもた屋やだ。武家には劣おとるが長屋より立派でそれなりに広い。

　板張りの玄げん関かんに続いて襖ふすまで閉とざした取次の間らしい座ざ敷しきがあり、その脇わきに奥へと続く廊ろう下かがある。

　廊下に沿った部屋の数は三。六畳じよう間まが二、八畳間が一といった内訳だ。他ほかには台所や風呂ふろ、内庭といったものがある。

　一番広い八畳間は家主である裡念さんが使っており、俺は陽太と共に六畳間を一部屋借りて寝ね泊とまりさせてもらっている。

　相部屋なのは、客人用に一間は必ず開けておかなければならないことが理由だ。陽太は主あるじである俺と同室であることに畏い縮しゆくしていたけれど、すぐに慣れると思う。

　そんな家の間取り図を頭に思い浮うかべながら、棚の汚よごれをふき取って雑巾を洗いに向かった。

　玄関に置いた手て桶おけには水が張ってあり、使い古された手て拭ぬぐいから作った雑巾が浮かんでいた。

「ま、こんなもんかな？」

　使い終わった雑巾を洗い、周りに汚れが残っていないか確かく認にんするために見回す。

　和服での掃除なんて慣れていなくて大変だと思ったが、小こ袖そでの両袖を邪じや魔まにならないよう襷たすきで絞しぼれば、予想以上に動けるものだ。

　今回の掃除で俺が担当したのは玄関と座敷だ。面積はさほど広くなく、他の三部屋を掃除している陽太と比べるとかなり負ふ荷かが少ない。

　もちろんそれでは不公平なので、早く終わった者が風呂場や台所などの別の箇か所しよを掃除しようと提案した。

「次は風呂場の掃除に行くか」

　なんて独り言を呟つぶやいたと同時に、玄関の板戸がガラリと開いた。

「おお、なかなか綺き麗れいになっておるのぉ」

　そこから姿を見せたのは、この家の持ち主である裡念さんだった。

　初対面の時や公おおやけの場では少し堅かた苦くるしい口調だったが、弟子になることが決まってからは口調も随ずい分ぶんと砕くだけたものに変化した。今では人前以外であれば俺達のことを呼び捨てだ。

　もちろん、俺達も裡念さんの呼び方が変わった。

　陽太は裡念さんのことを「先生」と呼んでいる。俺と一いつ緒しよに修しゆ行ぎようを受ける予定だが、封移術を伝授するのは基本的に一人なので、裡念さんと陽太は師し弟てい関係と少し違うらしい。

　俺には知識と術を教えるが、陽太には術ではなく心得を教えるという感じだ。弟子が俺で、生徒が陽太と言えば分かりやすいかもしれない。

　そして肝かん心じんの俺だが、俺は裡念さんのことを「師し匠しよう」と呼ぶことになった。

　最初は少し気き恥はずかしかったが、慣れてしまえば逆にこっちの方が呼び易やすい気もする。

「お帰りなさい、師匠。いつの間に出かけられたのですか？」

　家主である師匠は掃除には参加せず自室で休んでもらっていた。

　それが外から帰宅したということは──。

「陽太が部屋を掃除してくれると言うのでな。邪魔な年寄りは裏口から出て近所を散歩してきたというわけじゃ」

「あはは、これは綺麗にしておかないとやり直しになるかもしれませんね」

「ほっほっほ、そうじゃな」

　やはり陽太が部屋を掃除するために時間を潰つぶしてきてくれたらしい。顎あごから伸びた長めの髭ひげを撫なでながら、師匠は俺の軽い冗じよう談だんに頷うなずいている。

　座敷の方へ上がってぐるりと室内を見回している師匠を見た後、俺は水みず桶おけを片付けるべく動こうとした。

　が、そんな俺の視界に入ったのは、少し前に拭き終わった行あん燈どんの縁ふちを人差し指でゆっくりなぞる師匠の姿。

　師匠はじっと自分の指先を見つめたと思えば、次いで俺へと目を向ける。そして、指についた埃ほこりをフッと吹ふいた息で飛ばし、ニッコリと笑って言い放った。

「その前にお前さんの方がやり直しじゃ」

「……」

　何それ嫌いやがらせ？　どこの姑しゆうとめさん？　今時そんな風に汚れが残っていないか点検する？　もしかしてこれは弟子が受けるべき試練なのだろうか。

　試練にしては地味だが精神的にジワジワとくるので止やめて欲しい。部屋の隅すみで三角座りして泣きたくなってくる。

　師匠の思わぬ「姑チェック」に頰ほおを引き攣つらせながら、俺は絞り終わっていた雑巾を手にして師匠の前まで重い足取りで歩いていく。

「お主は器用そうじゃのに少し詰つめが甘いところがあるのぉ。陽太が掃そう除じした部屋を出で掛かけに確認したが、完かん璧ぺきに掃除しておったぞ？　手て際ぎわも良いようじゃから今いま頃ごろは風呂場や台所の掃除まで終えてそうじゃな」

　なんてこったい。俺がちまちま掃除している間に陽太は自分の担当箇所を終えて他の場所も請うけ負っているだなんて。俺ってば役立たずすぎるっ！

「……精しよう進じんします」

「うむ、言い訳をせず前向きになるのは良いことじゃ」

「（次こそは見落とさないように気を付けないと）」

　そう思いながら師匠の真似まねをして行燈の縁に指を這はわせて汚れが残っていないか確認してみる。うん、どうやら問題ないようだ。

　念のため他の行燈や埃がたまりそうな場所を再度確認した。

　師匠はそんな俺の姿を見て満足そうに頷いた後、玄関と座敷の掃除は合格だと告げてくれた。







　しっかり掃除も終え、俺は師匠と共に陽太を休きゆう憩けいに誘さそうため捜さがしていた。

　師匠も一緒に捜してくれているのは、二人の方が早く陽太を見つけられるだろうという単純な理由からだ。

　とりあえず近くの部屋から捜すことにして、一度自室へ戻もどるという師匠と別れる。遠ざかっていく師匠の背中を暫しばし見送ってから、俺はとある部屋の前に立った。

　陽太が掃除した部屋がどんな状態なのか少しワクワクしながら、俺は腰こし高だか障しよう子じを開けた。

「わぉ」

　その部屋は俺と陽太が使うようにと師匠から借りた一室なのだが、俺の記き憶おくとは明らかに違っていた。

　もっと部屋全体もくすんだ色合いだったのに、射さし込む陽ひのおかげで明るく清潔感がある。

　埃を被かぶって黒ずんでいたはずの簞たん笥すは位置を移され、焦こげ茶色で上品な元来の姿を取り戻している。文ふ机づくえや本ほん棚だなも部屋が狭せまく感じないようレイアウトされていて、別の部屋なのかと疑ってしまった。

　腰高障子の取っ手部分さえピカピカになっているなんて、何だこの掃除スキルは。

　思い返せば陽太は洗せん濯たくもできると言っていた気がする。駄だ目めだ、女子力では陽太に勝てない。いや、俺は男だから女子力なんていらないんだけどね。

　とにかくこのままでは危険だ。陽太は良い子、凄すごい子、可愛かわいい子！　と思われるが何の取り得もない俺は駄目な者だと思われてしまう。

　急いで女子力とは逆の男らしさで俺の良い部分をアピールしなくては。男らしさと言えば力仕事！　俺でも出来そうな仕事は……そうだ、薪まき割わりだ!!

　これ以上陽太に遅おくれを取るわけにはいかないと考えつつ、俺は陽太の捜そう索さくを続けた。

　程ほどなくして見つけた陽太は師匠と一緒だった。どうやら師匠が向かった方が当たりだったらしい。

「恭様、お疲つかれ様です！」

「陽太もお疲れ。さっき部屋を覗のぞいたんだが随分と綺麗になってたなぁ。さすが陽太だ」

「本当ですか？　頑がん張ばって良かったです」

　褒ほめられたのが嬉うれしいのか、へにゃっと締しまりのない顔で笑った。そんなに素す直なおな反応を返されると、さっきまで僻ひがんでいた自分が情けなくなって苦笑いになる。

　これは俺も負けていられないな、と気合いを入れ直して俺達を微笑ほほえましそうに見ていた師匠へ向かって姿勢を正した。

「師匠、陽太が掃除を頑張ってくれたので俺は薪割りでもしてきます」

「えっ」

「えっ」

　キリッとした顔で薪割り宣言をしたのだが、陽太が妙みような声を上げた。嫌な予感がする。

　何かを言い難にくそうな表情をしながら、陽太は眉まゆをハの字形に下げて言葉を詰まらせている。いつもは的確なことをズバズバ口にする彼がこうなっている原因は……。

　これはアレだ。掃除を早くに終わらせた陽太が薪割りも済ませてしまったパターンだ。

　俺に気を遣つかって言い出せずにいる陽太を見ていると、申し訳ない気持ちになった。同時に自分の無能さが浮うき彫ぼりになって虚むなしい。

　師し匠しようは俺と陽太の微び妙みような視線での会話を見て、これまた何とも言えない目をしている。ヤバイ、早く薪割りに変わる仕事を提示しなくては！

　俺にもできる仕事……。他ほかに残っている仕事と言えば……そうだ!!

「雑草を刈かってきます」

　再びキリッとした顔で雑草抜ぬきを宣言したのだが、それが失言だったと気付いた時には既すでに手て遅おくれだった。

　師匠の視線が滅め茶ちや苦く茶ちや痛い。無言だが「コイツ役に立たねぇな」と目で語っている。

　そんな居た堪たまれない空気を破ったのは、トントン、と扉とびらを叩たたくような音だった。

　方角からして玄げん関かんではなく裏口なのだけど、お客さんでも来たのだろうか。特に来訪者の予定は聞いていないけれど。

　確かく認にんするように師匠へ視線を向けたが、心当たりのない師匠は首を横に振ふった。

　結局三人で首を傾かしげながらその場に向かうことにしたのだが、そこには二十代後半くらいの狐きつね顔がおの青年が待っていた。

　俺達の姿を見るなり、細めの目を更さらに細めてにっこりと笑った青年は見覚えがある。キョウ様の兄である隆たか哉やさんと直なお哉やさんのどちらかだ。

　双ふた子ごなのでこの人が二人の内のどちらであるか不明のため、どう声を掛かけるべきか、彼を見たまま思案してしまう。
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　すると、隣となりにいた陽太が口を開いた。

「なるほど、来訪者は直哉様の影かげ獣ものだったのですね」

　彼を見てすんなり頷いている陽太の言葉に驚おどろいた。

　え、どういうこと？　もしかしてこの人、直哉さん本人じゃなくて影獣なの？

　思わず凝ぎよう視ししてしまった俺の視線と、陽太の言葉に反応した直哉さん（？）は降参とばかりに両手を軽く上げた。

　そして誰だれにも見られないよう裏口の戸を閉めて数歩進んだ後、ぽふん……と妙に可愛らしい音がしたと思ったら、青年がいた場所に一いつ匹ぴきの狐が現れた。

　ヒラリと一枚の枯かれ葉が地面に落ち、数秒後に消えるのを目にして、俺は衝しよう撃げきを受けた。

　ま、まさか葉っぱを使って変へん化げするという古風な術を使うとは……！

「ほほう、やはり藤見の影獣ともなると〝変化〟ができるんじゃな。ここへは〝影かげ飛とび〟で参ったのかのぉ？」

「そうですね、変化はどの影獣でも可能ですが、今のところ影飛びができるのは直哉様の影獣のみですので」

　師匠の質問には陽太が答えてくれているので俺が口を開く必要はない。

　だが俺の耳に聞き慣れない単語ばかりが入り、ますます目の前の事態に追いつけない。

　師匠がまじまじと直哉さんの影獣を見つめていると、少し居い心ごこ地ちが悪そうな反応をした狐が建物の影に身を沈しずめたかと思うと、すぐに陽太の影からぴょんっと現れた。

　うおおおおっ、何それ凄い！　影飛びって影を使って移動しまくる術？　も、もしかしてユキちゃんもできるのかな？　やってやってー！　お願い今すぐやって見せて！

　そんな俺の感動をよそに、しゃがんだ陽太は狐が背負っていた風呂ふろ敷しき包づつみに手を伸のばすと、それから黒い箱のようなものを取り出して俺へ差し出した。

「文ふ箱ばこの絵え柄がらを見る限り、差出人は直哉様で間ま違ちがいないようですね。線も三本ありますし」

「藤見は文箱の柄で兄弟の見分けがつくようにしておるのか？」

「ええ。絵柄の中に何番目の子かを示す線が描えがかれています。今回は三男の直哉様からの文ふみですので、文箱の線が三本ですね」

　陽太の解説を聞きながら、俺は手元の箱へ視線を落とした。

　確かに陽太の言葉通り、藤ふじの花が描かれた黒光りする上品そうな箱の下方部に三本のラインが引かれている。

　またひとつ藤見家のことを知ることができた、と少し上じよう機き嫌げんになりながら箱の紐ひもを解いて蓋ふたをあけると、中には一通の手紙が入っていた。

　俺はそれを手に取ってその場で内容を確認する。

　達筆だが読めないほど崩くずされているわけではないので、読み違ちがえないよう慎しん重ちように一文字ずつ目で追った。

　その手紙の内容を要約すると、『隆哉が東条の土産みやげ物が到とう着ちやくしないって暴れてるんだけど、土産と報告まだ？』だった。えええ……。

　確かに藤見から東条へ向かう時、長おさへの手紙の他に東条の地で行う調査書のようなものを渡わたされた。

　リストアップされた調査内容には明らかに個人用だと思われる特産品の購こう入にゆう指定等があったけれど、一体どれだけ楽しみにしているのだろう。

　普ふ通つうは弟が無事に辿たどり着けたか、元気にしているか、等の気き遣づかいをするものだと思うのだが。

「（こういうところがキョウ様に嫌きらわれるんだよ……）」

　と心の中で毒づき、俺は大きな溜ため息いきを吐ついた。

　しかし、東条での出来事や滞たい在ざい期間等の報告を怠おこたっていたのは事実だ。

　わざわざ直哉さんが影飛びのできる影獣を寄よ越こしてくれたのも、俺達の報告がこれ以上遅れないよう気遣ってくれたからなのかもしれない。

「陽太、兄上への返事を──」

「もちろん、ご用意できております。指定された調査の報告の他に、暫しばらく封ふう移い師しである先生のところでお世話になることを認したためておきました。土産物等は既に購入して送っておりますので、数日中に藤見へ到着するかと」

　おおう、さすが陽太だ。俺が何も頼たのまなくても漏もれなく準備をしてくれるとは。

　そう感心していると、陽太は懐ふところから取り出した手紙を箱に入れ、大人しく座って待っている直哉さんの影獣の背中へ再び文箱を包んだ風呂ふろ敷しきを背負わせた。

　荷物の位置に満足できなかったのか、もぞもぞと何度か身体からだを動かして位置を調整した狐は最後に俺達を見上げてから、その辺の影へと消えた。

　どのくらいの時間で藤見の地へ着くのかは分からないけれど、俺が船ふな酔よいと格かく闘とうしながら移動した日数よりは短いだろう。

　手紙も咎とがめられるほど遅おそくはならないと思うから一安心──って、あれ。俺って全然役に立ってなくね？

　結局、俺がしょんぼり落ち込みながら休きゆう憩けいを取り、その後我が武む者しや羅らになって雑草刈りをしたことは言うまでもない。ああ、俺って本当に駄だ目めな男……。
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　既に陽ひは沈み、城下町は暮れ色に染まっていた。

　昼間は人の行き交かいが激しい通りも今は落ち着いており、仕事を終えた店たな者ものや棒ぼ手て売ふりなどが足早に通り過ぎていく。

　多くの家では食事を囲んで話に花を咲さかせている時刻だ。もちろん、俺達も例外ではない。

　今日の夕ゆう餉げは隣となりの長屋に住んでいる竹細工師の妻──お菊きくさんが拵こしらえてくれた。

　もともと師匠は近きん隣りんの奥様方に金銭を渡して家事を頼んでいたらしく、今日の分もお菊さんにお願いしたようだ。

　献こん立だては魚の塩焼き、野菜の煮につけやおひたし、米と味噌みそ汁しるに漬つけ物もの。

　現代の感覚だと成人男性には少ないと感じるものかもしれないけれど、この世界の人達からすると随ずい分ぶんと豪ごう勢せいな食事だという。

　お菊さんの話によると、師匠の食事を用意する時は自分達の分も豪ごう華かになるので嬉うれしいそうだ。野菜の煮物なんかが良い例だろう。

　余った分をお菊さん達で食べて良いことになっているので、食費として渡している金額内で巧うまくやりくりすれば懐も腹も膨ふくれる。もちろん、それは師匠も容よう認にんしていることだ。

　と言っても、それは今までの話だ。俺の弟で子し入りにより定住することとなったため、毎回奥様方にお願いするのも気が引ける。

　なので、今後は俺と陽太で食事も用意しなくてはならない。今はまだ台所に調理器具や調味料が揃そろっていないので料理は難しいが、近々挑ちよう戦せんの予定である。

　当然、ここで頼たよりになるのが女子力の高い陽太だ。

　特に本人への確かく認にんはしていないが、あの掃そう除じスキルであれば他ほかの家事もそつなくこなしてくれるに違いない。

　俺は何もしないのかって？　ふふん、自じ慢まんじゃないが俺は料理なんてカップラーメンにお湯を注いだり、カレー用の野菜を乱雑に切ったりしたことしかない。全くの戦力外だ！

　というわけで、陽太くん今後もよろしくお願いします。なんちゃって。







　夕餉の後は空いている部屋で師匠の授業が始まった。

　俺と陽太が横に並び、大きな長方形の机を挟はさんで師匠と向き合っている。

「さて、今日は術の仕組みを学び直してもらおうかの」

　と言いながら、師匠はコホンと改めるような咳せきを一つした。どうやら実じつ践せんではなく座学から入るらしい。

　机の上にはメモ書き用の紙や硯すずりと筆のセットが各自の前にある。教科書はなく、師匠が口にしたことを暗記やメモを取って覚えるようだ。

「修しゆ行ぎようというからには、鬼道術を使った実践ばかりだと思っていました」

「当面は知識を増やしてから基き礎そ練習を繰くり返すのじゃ。基本ができておらねば、大きな術は使えんからな」

　基本を大事にするのは現代でもよくある話だ。俺にも馴な染じみ深い考え方だし、何より術の使い方を全く知らないので非常に有り難がたい。

　いきなり鬼道術を使えと無む茶ちや振ぶりされた時の言い訳をどうするか、未いまだ決まっていなかったのだ。ちなみに最有力候補は腹痛だ。

「既すでに知っておると思うが、結界は大きく分けて二種類ある。一つは術者の周りを囲むもの」

　師匠が筆を手に取り、術者に見立てた棒人間を描いてその周りを丸く囲った。これが、術者の周りを囲む方の結界らしい。

「もう一つは術者が何らかの対象に結界を施ほどこすものじゃ」

　次に先さき程ほどと同じように人ひと形がたの棒人間と、そこから離はなれた場所に黒い点を描えがき、丸く囲った。

　この黒い点が結界を施した対象物ということなのだと思う。

「結界術は鬼道術であるが守るために用いられる。お主らは戦せん闘とう用の術には長たけておるようじゃが、防衛の方は心こころ許もとなさそうに見えるのぉ」

　師し匠しようの指し摘てきにどう答えれば良いか分からなかったけれど、あながちハズレではない。

　藤見の地にある土地神の森で敵の忍にん者じや達と戦った時、相手を圧あつ倒とうする戦い方だったからだ。

　相手の強さにもよるが、キョウ様の戦いは防ぼう御ぎよや援えん護ごに頼るより、迅じん速そく且かつ的確に相手を倒たおすことに特化していると思った。

　陽太は弓を扱あつかうので後方で戦えるが、以前見せてもらった鬼道術は殺傷能力の高そうな技わざだったので支し援えんタイプではないと言える。

「今までどんな目的で戦いの最中に鬼道術を使っておったんじゃ？」

「オレは周りの邪じや魔ま者ものを排はい除じよするか、遠方の者を一いち撃げきで仕留める場合に使用しますね」

「まぁ、数で不利な場合は正解じゃな。では数で劣おとる上に敵の鬼道術による攻こう撃げきが目前まで迫せまっている時、どのように対処すべきか。恭、答えてみよ」

「相そう殺さい目的で鬼道術を使って攻撃、でしょうか」

「なるほど、こちらの威い力りよくが高ければ返り討うちにできますよね。さすが恭様です！」

「何がさすがじゃ！　威力で押し負けたり術後の追つい撃げきを受けたりするかもしれんわ!!」

　師匠のこの怒いかりよう……どうやら不正解だったらしい。

　ファンタジー映画で魔ま法ほうと魔法のせめぎ合いがよくあるから間ま違ちがいないと思ったのに。

「先生、同じ場所になど留とどまらないのでそのご心配は不要かと」

「それはお前さん達が目まぐるしく動き回って戦うからじゃろう。毎回その戦法が敵かなうと思わぬことが大事じゃ」

　はぁ、と呆あきれたような息を吐いた師匠は思案顔で俺達への言葉を選んでいる。

「相殺用の鬼道術は間に合わぬ、陽太の後ろに傷で動けぬ者……恭がおる、という場合に同じ行動をとれるか？」

「この身を盾たてにしてでもお守り致いたします」

「……従者の鑑かがみじゃな」

　凜り々りしい表情で迷いなく答えた陽太に師匠は苦笑いだ。

　陽太は胸を張って誇ほこらしげな顔をしているけど、それ褒ほめられてないからね。

「しかし更さらにその後は如何いか様ように敵を退ける気じゃろう。お主が倒れてしまえば手負いの恭の危機的状じよう況きようは変わらぬまま。それで恭を守ったと言えるかのぉ」

「それは……」

　口を噤つぐんだ陽太は、倒れた後のことをどうできるかなんて答えが見つからないのだろう。

　師匠の陽太への目が完全に孫に向けるものだけど、蚊か帳やの外にいる俺に口を挟む権利なんてない。師匠と陽太の想像の中で俺は怪け我が人らしいし。

「そんな誰だれかを守るべき時に、結界術が役に立つのじゃよ」

　師匠は柔やわらかな口調でそう言いながら、懐ふところから取り出した一枚の符を机の上に置いた。模様なのか文字なのかよく解読できないものが書かれた符だ。

　するとその符から薄うすい膜まくのようなものが広がって俺達三人を囲む大きさになった。おお、これが結界か。

　そういえば藤見の地にある土地神の森でキョウ様が作った結界札を大木に貼はり付けたことがあったな、と記き憶おくを掘ほり返した。

　あの時は膜なんて目に見えるものに覆おおわれなかったけれど、今回の結界は俺達が実感しやすいように、師匠がわざと膜を消さないままにしてくれてたのかもしれない。

　へぇ～、という顔をしながら頭上に広がった結界の膜を見る俺達に、師匠は小さな笑いを漏もらした。

「結界は使用する者の数だけ使い方がある。術者の腕うでにかかっておるが、玄くろう人とともなればこんなこともできるぞい？」

　得意顔になった師匠は、俺達の頭上にあった膜の範はん囲いを更に広げたり、逆に符だけを覆う程度に狭せばめたりして操あやつって見せてくれた。

「伸しん縮しゆくが自由自在なのですね。便利そうです」

「そうじゃろう、そうじゃろう。他にもこんな使い方もできるんじゃぞ」

　俺達の興味を引けたのが嬉しかったらしく、師匠はまた懐から符を取り出して自分の左ひだり腕うでに貼り付けた。

　書かれた模様を見る限り、机き上じように置かれたものと同じようだ。ちなみに机上の符から出ていた膜はいつの間にか消えている。結界を解除したようだ。

「お主らは血気盛んのようじゃから、こちらの方が馴染みやすいかもしれんな」

　師匠の左腕に貼られた符が微かすかに光ると、肘ひじから先を守るようにして薄い膜が楕だ円えん形に作り上げられた。

「先生、それは一体どんな用よう途とがあるのですか？」

「結界術は鬼道術や武器の攻撃から身を守る。それを腕に施したということは、腕に攻撃を受けてもある程度なら持ちこたえるんじゃよ」

　おお～、盾みたいな役割か。術者のレベルや結界の効果に左右されそうだけど、生身で戦うことが当たり前なこの世界では防具と同じなのかもしれない。

「結界で守られて損傷しないなら肉体強化に近いな。陽太、接近戦で役立ちそうか？」

「武器が手元にない時に有効利用できそうです。結界術が施された腕や脚あしなら自分への身体的な負ふ荷かを考えずに思い切りの良い攻撃が可能かと」

「……何故なぜそのような物ぶつ騒そうな話になるんじゃ」

　えっ。俺は片手を盾みたいに使って戦えるよねって陽太に確かく認にんを取ったつもりなんですけど。

　何故か俺も「戦闘大好き」な人を見るような目を向けられている。やだ師匠、誤解です。

　俺は慌あわてて陽太と同類でないことを主張すべく口を開こうとしたが、先に師匠に目を逸そらされてしまった。酷ひどい。

「とにかく、結界術を応用し極きわめることが封ふう移い師しになる条件のひとつじゃな」

　ゴホン！　と大きな咳をした師匠は説明を先へ進める。

「もちろん応用とはこの結界の伸縮だけではない。今のは符を一枚だけ用いた術じゃったが、大規模なものや強力な結界ともなると、複数の符が必要となる。例えば……どんな物が該がい当とうするか分かるかの、陽太や」

「城下町や城にある結界がそれにあたると思います」

「うむ、正解じゃ。東条は東鬼一族にとって要かなめとなる場所。それだけに大規模で強力でなくてはならぬ。故ゆえに、結界を強化し継けい続ぞくさせるには術者が近くにいることが条件となる」

「だから結界の術者である先生が城下町や東条の地にずっとお住まいなのですね」

「そうじゃな。ここで更に気を付けねばならぬのが、東条にある結界のような大規模な結界が破られた場合、術者が呪じゆ術じゆつ返しを受ける点じゃ。まあ、わしが張った結界は結界用の符が多いのでそう簡単には呪術返しなどという事態にはならんがのぉ」

　呪術返しと聞いて浮うかんだのは、大きな術の使用に失敗して俺をこの世界へ呼び込むことになったキョウ様のことだ。

　確か鏡かがみ社やしろと呼ばれる神社でキョウ様から聞いた話によると、禁術を失敗したため死にかけて俺の魂たましいを召しよう喚かんしたのだと言っていた。

　キョウ様が使った禁術は結界術とは違ちがう気がするけれど、大きな術が失敗したり破られたりした時の反動が呪術返しだということだろう。

　場合によっては、術者を死に至らしめるほど強力な……。

「最初はそう気難しく考えん方が良い。符で囲った入れ物を作るような感覚でやりなされ」

　急に黙だまり込んだ俺が怖おじ気けづいてしまったと思ったらしく、師匠はわざと明るい声を出した。

　じっとりと手に汗あせをかいているのを隠かくして、俺も師匠の授業へ集中する。

「入れ物ですか。うーん……大事な物を仕し舞まい込むような感じでしょうか」

「堅かたいのぉ。もっと気軽な用途で良いんじゃぞ？　わしの若い頃ころは釣つった魚を入れる目的で結界を作ったものよ。ほっほっほ」

　おお、確かにそれは便利かもしれない。

　上じよう機き嫌げんな様子で笑い声を上げた師し匠しようは、当時のことを思い出しているようだ。

　現代で釣りに行った時、やっとの思いで釣った魚がバケツから大ジャンプで脱だつ出しゆつした時のあの悲ひ愴そう感。決して忘れない。

　結界なら術者が解こうとしない限り消える心配もないからな。是ぜ非ひ参考にさせてもらおう。

「行く行くは……そうじゃな、一人前になれば符や媒ばい体たいを使わずとも結界を施ほどこせるようになるじゃろう」

「はぁ、一人前ですか。その基準はあるのですか？」

「封移師が学ぶ術を全すべて使いこなし、わしの課す試験に合格できれば一人前じゃな。ちなみに今まで一人前まで成長した者はおらん」

　ですよねぇ。師匠以外に東ひがし鬼おに一族では封移師がいないのだから、誰もそこまで成長しなかったってことだもんね。

　現代へ帰るためには封移師の存在が重要なようだけど、これはかなり難しくて先が長そうだと思った。

　俺じゃなくてキョウ様本人が弟で子しならとんとん拍びよう子しで事が運びそうなのだけれど。

「符を使わず結界を自在に操る。これが封移師の『封』ということじゃ」

　胸を張った師匠の言葉を耳にして、何故かカッと胸の奥が熱くなるのが分かった。

　キョウ様が求めているのは、この先だ。

「『移』についてはご説明頂けないのでしょうか」

　陽太が首を傾かしげて質問する。

「『封』もできておらぬ若じやく輩はい者に聞かせる話などないわ。まぁ、お主らはなかなか優ゆう秀しゆうじゃから、基本を学び直し、新しい符でも書けるようになれば教えてやるかもしれん」

「基本ですか。一体何をもって基本とするのでしょう？」

「暫しばらくは符の読み書きかのぉ。聞けば恭は符を作れるようじゃが、陽太はどうなんじゃ？」

「いえ、符の使用は可能ですが自分で作ったことはありません」

　あれ、そうだったの？　キョウ様が書いた符の効果を読み解いていたから作れるものだと思い込んでいた。使用と作成は別物ってことか。

「そうかそうか、では説明しておこう。恭はおさらいとして聞いておきなさい」

　師匠が白紙の符を自分の前に置き、筆に墨すみを馴な染じませて説明を始めた。

「符の利点は既すでに力が込められておるので発動の時間と体力の消費が抑おさえられることじゃ。まぁ一部例外もあるが、一いつ般ぱん的な符はそうなっておる」

　それは分かる。キョウ様が作った符を陽太が使用することができていた。

　ふむふむと興味深く頷うなずく陽太の視線は、さらさらと白紙の符に筆を走らせる師匠の手元へ注がれている。

　俺も同じようにそれを眺ながめていると、不思議なことに符に文字が一文字書かれるごとに光を纏まとい始めた。

「重要なのは術に必要な力を文字の分だけ均等に割り振ふることじゃな。この均きん衡こうが崩くずれると符として成り立たん」

　どうやら今のは、師匠が符に術を込めているために生じた現象のようだ。

　説明によると文字全体に術の力を分配しなくてはならないらしい。簡単そうに聞こえるがなかなかに難易度が高そうだ。

「ほれ、やってみるんじゃ。恭は……そこの符を仕分けでもしておれ」

　指がさされた方へ目を向けると、そこには適当に重ねられた白紙の符があった。

　数枚を手に取って確認してみると、符の大きさには複数の種類があるのだと初めて気付いた。

　キョウ様が持っていた符は現代で使用されている一万円札ほどの大きさなので、この大きさが当たり前だと思っていたのだ。

　よく確認してみると、符の大きさは三種類あった。

　千円札ほどの大きさのものが一番小さく、それを一回りほど大きくしたものが中間。そして中間を更に一回り大きくしたものが最大なのだと理解できた。

　そんなわけで、俺は暫く大きさ別に符を分けるという地味な作業に勤いそしむことになった。

　ちなみに陽太は「ぐぬぬ」という顔をしながら筆を動かしている。どうも均衡に力を注ぐことが難しいらしく、書かれた文字の光に強弱が出ているようだ。

　何でもスムーズにこなす陽太が苦戦している姿は珍めずらしく、表情も普ふ段だんより子供っぽくなっている。

　それが面おも白しろくて、俺は「どれどれ？」という軽い気持ちで陽太の隣となりから符を覗のぞき込んでみた。

　が、そこに記されていた文字は「爆ばく炎えん」。達筆だが師匠の符のような読み解けない文字ではないので読めたのだが、意味が怖こわすぎる。

　ピシッ、と固まった俺に気付いた師匠も、同じように陽太の手元を覗いて盛大に頰ほおを引き攣つらせた。

　直後、陽太は机の向こう側から師匠に頭をベシッと叩たたかれていた。

「馬ば鹿か者っ、こんな上位鬼道術を符に込めおって！　術が漏もれたらどうするつもりじゃ！」

「うっ……大きな術の方が格好良いと思ったのです」

「最初は簡単な術で練習するものじゃぞ。まったく……」

　師匠にお小言をもらいながら引き続き符の作成を続ける陽太だが、実はそれ以上に問題なのは俺だった。
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　何せ俺は鬼道術の使い方や力の加減なんて全く知らないのだから。たとえそれが可能だったとし、陽太と同じ初心者レベルの符を作っても師し匠しようは満足してくれないと思う。

　今日は符と格かく闘とうする陽太の隣で白紙の符を十枚ずつの束に分けるという地味な作業を行ったが、今後は勉強についていける気がしない。

「（これはかなりヤバイな……）

　そんな不安と焦あせりを胸に、俺は誰だれかに相談ができないか、何か対処法がないかと悩なやみ続けた。

　結局、陽太もコツを摑つかむには時間が必要なようで、今日は初日ということもあり勉強会はお開きとなった。







　勉強会後、陽太が風呂ふろの準備をしてくれるというので室内には俺と師匠が残った。

　勉強会の前に一度沸わかしていたらしく、温め直すだけだと言っていたがそれなりに時間が掛かかると思う。

　その待ち時間で、俺は師匠に明日からの予定を聞かされていた。

「朝は克かつ彦ひこ様の執しつ務むを手伝う予定じゃから、お前さん達と顔を合わせるのは昼ひる頃ごろかのぉ」

　長く伸のばされた顎あごの髭ひげに手をやりながら師匠が言った。

　どうやら師匠は自分の顎髭を撫なでたり指にくるくると絡からめるのが好きらしい。

　ぶっちゃけ、お爺じいさんがそんな仕草をしても全く可愛かわいくないので止やめて欲しい。口に出せば怒おこられるので黙だまっておくけれど。

「ご教授頂けるのは午後からという予定で宜よろしいでしょうか？」

「いや、午後は花はな姫ひめ様のもとへ行かねばならん。この家へ戻もどるのは夕方じゃな」

　もともとは先代の長おさに仕えていたという師匠だが、最近は西鬼の動きが怪あやしいので今の長を補助するために復帰することになった。

　朝から夕方まで城で過ごし、帰宅後も俺達の面めん倒どうを見てくれるなんて働きすぎだと思う。

　仕事は手伝えないけれど、せめて師匠が無理をしすぎないよう体調を気にしておこうと決め、俺はしっかりと頷いた。

「では俺達は予習や復習をして師匠のお帰りをお待ちしております」

「何を言っておるんじゃ。お前さんはわしの弟子じゃろう。師匠の手伝いをせんか」

「はい？」

　師匠の思わぬ言葉に、間ま抜ぬけな声を漏らしてしまった。

「夕方まで弟子を野放しにするわけがなかろう。明日はお主も城に来るんじゃぞ。花姫様のもとへ共に向かうことになる」

「えっと、師匠の助手は問題ありませんが、私が花姫様にお会いしても宜しいのでしょうか」

　可愛い女の子に会えるのは嬉うれしいけど、それを嫌いやがる人も多い気がする。主に長とか他の婿むこ候補とか長とか長とか長とか。うん、長に見つかれば絶対に嫌いやみを言われる。

「心配せずとも克彦様はお忙いそがしいお方じゃ。そう何度もお前さんに構っとる暇ひまなんぞない」

「はぁ、では昼前に城へ向かいます。ところで何の手伝いをすれば良いのですか？」

「それは後のお楽しみじゃ。ほっほっほ」

「ええ……」

「さて、わしは自室に戻るとするかのぉ」

　いつもの笑い方をする師匠はそれ以上を教える気がないらしい。

　顔を歪ゆがめた俺に満足したのか、師匠は自室へ戻るために腰こしを上げた。そんな師匠を部屋の外まで見送り、去っていく背中を首を傾げながら見つめることしかできなかった。
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　翌日、俺と陽太は師匠に言われた通り太陽が真上にくる少し前に家を出て城へ向かった。

　昨日の師匠との話にあったように、さすがに朝から師匠の後に続いて城へ入る勇気はない。

　俺が城に行っても邪じや魔まになるだけだし、何より長が良い顔をしないだろう。

　城務めの兵士が集まる武道場に足を運んでみるのも一つの手ではあるが、万が一にでも対戦を申し込まれたらと思うと気が気じゃない。

　そんな諸もろ々もろの理由から、俺は陽太と共に師匠に言われた通り昼前に城を訪おとずれたのだった。

　表門の前まで行って門番に声を掛けると、俺が訪ねてくることが伝わっていた。少しその場で待っていると城の中から使用人らしき男が現れ、招じ入れてくれる。

　案内されたのは客間の茶室らしき部屋だった。

　すぐに師匠へ連れん絡らくをしてくれると男が言っていたので、俺と陽太は座ざ敷しきの下座に腰を落ち着けた。

　だが突とつ然ぜん茶室の奥にある襖ふすまが豪ごう快かいに開き、三十代後半くらいの男が姿を見せた。

　明るめの茶ちや髪ぱつに同じ色の瞳ひとみをした、顎あご髭ひげがワイルドな美中年は──我らが東ひがし鬼おに一族の長、東条克彦様だ。

　相変わらずの美形だが、俺を見み据すえる表情は硬かたく眼光が鋭するどかった。

　てっきり師匠が来るものだと思い込んでいたので、長の入室は予想外だった。反応が遅おくれ、挨あい拶さつすら口にできず硬こう直ちよくする。

　長はフンと軽く鼻を鳴らして器用に片かた眉まゆだけ動かしたが、俺の反応をそれ以上待たず上座へどっかりと腰を下ろした。

「（何で長がここに……？）」

　誰か仲ちゆう介かい役がいないのかと視線だけを動かして探すが、あいにくそれらしき人物は確かく認にんできなかった。いつも長の側そばにいる忍しのび頭がしらの吾あ妻づまさんもいない。

　仕事は終わったのだろうかとか、護衛も付けずに歩き回って大だい丈じよう夫ぶなのかとか色々疑問が浮うかんでくるけれど、回答してくれそうな人はいなかった。

「確かに俺は裡念の弟で子しであれば城に来ても良いと言ったが、こうも早く入り浸びたられるとは」

　対座すると長は舌打ちを伴いそうな口調でそう言った。

　安定の嫌みを受けて、準備しておいた愛あい想そ笑いという名の仮面を顔に張り付けるに留とどめる。

　何か気の利きいた話題を提供できれば良いのだが、何故なぜか長には毛け嫌ぎらいされているので下手に口を開くのはある意味自殺行こう為いに等しかった。

　ここで願うのは、早急に第三者が現れることだ。俺がゲームなんかでよくある召しよう喚かん術を使える魔ま法ほう使つかいなら、迷わず師匠を召喚している。

　もちろんそれは冗じよう談だんだが、早く師匠に登場して欲しい気持ちは噓うそではなかった。

　きっともうすぐ笑え顔がおで俺達の前に姿を見せてくれる。そう信じた俺は、長の圧力に負けずこの場を凌しのぎ切る道を選んだ。

　日本人の得意技わざである愛想笑いと相あい槌づちを繰くり返し、嫌みを我が慢まんしていれば時間も稼かせげる。

「今日は何の用で城に来たんだ。返答次し第だいでは追い出す」

　って思っていたのに、いきなり答えられない質問がきたよ……。

　長と師匠は午前中に顔を合わせているはずなので、俺が来ることを話してくれていると思い込んでいた。

　まさか当人の俺だけでなく、許可を取るべき長にまで内ない緒しよにしているなんて。

　どう答えるのが最適なのかと頭を悩ませるが、なかなか良い回答が出てこない。花姫様関連なのは分かるが、それ以上の言葉を紡つむげないのだ。

　他には師匠の忘れ物を届けに来たとか、長に藤見家からの連絡があるとかが浮かんだが、噓だとすぐにばれるだろう。

　ならば下手に言い訳するより、俺も師匠が何故自分を呼んだのかを知らないと正直に答えるべきだと結論を出した。

　言いなりにしかならない役立たずだ何だと新たな嫌みを口にされそうな気もするが、答えられない問いを延々と続けられるよりはマシだ。

　長はそんな俺の変化に気付いたらしく、答えを促うながす口調で先を問う。

「黙り込んでいないで十数える内に答えろ。本当に追い出されたいなら話は別だが」

「それは……」

「時間切れだ。今すぐ帰れ」

　数えてねぇぇぇ！　ひとつもカウントしてねぇじゃん！

　たった一言「分かりません」と口にするのも許してくれないなんて、どれだけ俺を追い出したいんだ!?

　答えを促す、とか気のせいだった。この人は俺を追い出したいだけに違ちがいない。

　当然、長おさはさっきより困こん惑わくした俺の表情が不満を訴うつたえていると解かい釈しやくしたようだ。答えを準備しているのは悟さとっているので、長は仕方なさそうな顔で再び口を開いた。

「何故この茶室にお前がいるのか。俺が納なつ得とくできる答えを三文字以内で簡潔に述べろ」

「えっと」

「よし三文字だ。理由は分かったから早く帰れ」

　ちょ、本当に横暴すぎる……っ。確かに三文字喋しやべっちゃったけど無理だよ!?　理由なんて聞く気ないでしょ！

　それに、長の質問の意味がよく分からない。雰ふん囲い気きから察するに、どうも長は俺が城を訪れたこと以上に「この茶室」と称しようされた場所に居るのが気に食わないようだ。

　獲え物ものの喉のど元もとを食い千切ろうとする獣けもののような眼めをしている長に、俺は眉をハの字にすることしかできなかった。

　──が、神は俺を完全に見放してはいなかった。

「やれやれ克彦様。その年で若者虐いじめとは見苦しいですぞ」

　ひょっこりと茶室の入り口から顔を出したのは、俺が待ちに待った師匠だった。

　長の目など気にした素そ振ぶりもなく、師匠は軽く溜ため息いきを吐つきながら室内へ進んで、俺を背に庇かばうような位置に座り長と向き合った。

「藤見殿どのが城にいるのはわしの手伝いをさせるために呼んだからですぞ」

　俺の呼び方が変わっているのは、個人同士の親しい呼び名は控ひかえた方が良いからだと思う。

　師匠の呆あきれたような視線を受けた長は、ギロリと俺を睨にらみながら反論した。

「それは聞いたが、花に会わせるとまでは説明されていない」

「はて、克彦様は一から十まで言わねば理解できぬ腑ふ抜ぬけでございましたかな？」

「なっ……」

「姫ひめ様に足りぬのは男鬼との接せつ触しよくじゃと克彦様ご自身も仰おつしやっておりました。そのため、藤見殿にご相談申し上げたのでございます」

　淡たん々たんと答える師匠に、長は反論を口にできず唇くちびるを嚙かみしめている。

　二人の話を聞く限りでは、やはり師匠は花姫様と俺を会わせることを長に伝えていたようだ。

　その目的が何なのかまでは説明していないが、長ならば理解できているはずだという。

「裡念、お前は藤見が護身の三術の相手になると思っているのか？」

「そう申し上げているつもりです。藤見殿もわしの手伝いを快く引き受けてくれております」

　あのぅ、聞いてませんけどー。術の練習台になるなんて知らなかったんですけどー。

　護身の三術ってアレだよね。セクハラ撃げき退たい術のことだよね。つまり今から花姫様にセクハラをしてコテンパンに叩たたきのめされろってこと？

　いや、あの、あいにく痛みに快楽を覚える趣しゆ味みはないので遠えん慮りよさせて頂きたいのですが……。

　仮に痛みに耐たえたとしても、新しい扉とびらが開いちゃったらどうしてくれるの？　その扉って閉まるの？

　師し匠しようの思おも惑わくを聞かされた俺は、長が頻しきりに苦い顔をしている理由がよく分かった。

　いくら術の練習だからって、可愛かわいい一人ひとり娘むすめがセクハラされるのを黙だまって見過ごすなんてできるはずがない。

　格好良いです、長。もっと反対して下さい。俺を守ることにも繫つながるので！

「ここは花の茶室だぞ。男と二人きりなんぞ俺の目が黒い内は許さん」

「ほっほ。この老いぼれも同席致いたしま──」

「爺じじいは数に入らんだろうが！」

　ヒートアップしていく長の怒いかりに対して、師匠の表情は涼すずしいままだ。

　俺が止めに入れば火に油を注ぐことになりかねないので、二人が落ち着くまで待つしかない。

　一番良いのは、花姫様が登場して二人を止めてくれるのが望ましい。できれば練習台は必要ないと宣言してもらいたい。だって痛いのは嫌いやだから。

　まぁ、そんなに都合よくいかないよね──と諦あきらめかけていた、その時。

「お父様、どうしてここにいらっしゃるのですか？」

　この茶室の主あるじである花姫様が姿を現した。一方的に声を上げている長に驚おどろいたのか、不思議そうな表情で首を傾かしげている。

　その素す晴ばらしいタイミングと容姿に、荒すさんだ俺の目には花姫様が女め神がみのように見えた。

　思わず溢あふれる感情に押され、立ち上がってしまうほどに感動している。

「えっ？」

「あ？」

「ほぅ？」

　今日の花姫様は以前のような旅装束ではなく、お姫様らしい姿だ。桜色の打ち掛かけがよく似合っていて、とても可愛らしい。

　こういう時、絶世の美女だ何だと称しよう賛さんする言葉を口にするべきなのだろう。しかし俺には、ささくれ立った気持ちが癒いやされていく感覚に酔ようことしかできない。

　花姫様との間には数歩分の距きよ離りがあるが、彼女から漂ただよう甘い香かおりが鼻を擽くすぐった。

　だから簡単な言葉しか頭に浮うかばないくせに、幸せいっぱいの気持ちを伝えたいと必死になってしまう。

　とにかく、『ようこそ、この殺さつ伐ばつとした場所へ！』と両手を万ばん歳ざいして迎むかえたくて仕方がないのだ。きっと今の俺は満面の笑えみを浮かべていることだろう。

「お待ちしておりました」

　そんな大だい歓かん迎げいムードの俺と、花姫様の目がぱちっと合った。

　慌あわてて逸そらされたので目が合っていたのは一いつ瞬しゆんだったが、花姫様の表情には明らかな戸と惑まどいがあった。

「（あれ、何かマズイことでもあったかな）」

　イマイチこの世界の常識が理解できていないので、何か失礼があったのかと少し焦あせる。

　だが花姫様の反応は当然と言えば当然なのかもしれない。あまりよく知らない人に顔をじっと見つめられるなんて嫌に決まっている。

　男おとこ鬼おにが苦手な花姫様はハッキリと拒きよ絶ぜつの言葉を口にできないだけ、という可能性もあるのだ。

　というか、花姫様の後ろに控えている側そば付づきのくの一である千ち代よさんの目が「姫様に厭いやらしい眼を向けるな、この変態」と言っている。

　気のせいであって欲しいのだけど、何だか長の目も同じような……。言い訳を許してくれそうにない空気なのは何故なぜだろう。

　師匠の咎とがめるような視線も、ちょっぴり居い心ごこ地ちが悪い。

「ゴホン。えー、弟で子しに不ふ埒らちな真似まねなどさせませぬのでご安心を──」

「できるかぁぁっ！　今お前も目もく撃げきしていただろうが!!」

「はぁ、仕方ありませんな。では少しだけ見学なさいませ」

　その場にちゃぶ台があれば確実にひっくり返しているようなテンションで怒りを露あらわにする長に、師匠は溜息を吐きながら首を縦に振ふる。

　部屋に居座る許可がおりた長は、花姫様を自分の側へ座らせてフンと鼻を鳴らした。

　俺も立ったままでは失礼なので、元々座っていた場所へ戻もどって姿勢を正す。

　これでようやく、花姫様とのセクハラ撃退術の練習が開始できるというわけだ。

「克彦様もおるので術の勉強は後回しにして、男鬼に慣れるための会話から始めてみようかのぉ。話題は何でも良いので互たがいに何か質問をしてみなされ」

「待て裡念、何で術の練習が後回しなんだ。俺は関係ないだろ」

「子は親の前で努力する姿をあまり見られたくないものですぞ？　克彦様も先代の前で学んでいる姿を見せるのを拒こばんでおったように思いますが」

「……なるほどな」

　思い当たる節があったらしく、長おさは師匠の言葉を聞いてそれ以上の文句を口にしなくなった。

　かくいう俺も師匠の意見に賛成だ。勉強やスポーツを頑がん張ばっている姿も親は見たいかもしれないが、子供としては努力が実った結果を誇ほこらしく報告したいものだ。

　失敗している姿より、模試の順位が良かったり、部活動で好成績を残せたりした時に胸を張ってその姿を見せたい。そんな経験が俺にもある。

　そんな理由から、いきなり護身の三術の練習ではなく花姫ひめ様が苦手とされる男鬼に慣れる方から始めることになった。

「いいか、花。一見優やさしそうに見えても男は本能で女を狙ねらっている。少しくらい会話したからと言って油断をするなよ。疑わしい行動を取った時は迷わず殴なぐれ」

「は、はい」

　まるで教師が生徒に言い聞かせるように、長は花姫様へ注意をした。

「受け答えは簡潔にして要点だけで済ませろ。必要以上の言葉を口にするな。目も合わせてはいけない。笑いかけるなんて以もつての外だ」

「あの、……はい」

「相手の話は噓うそばかりだと思え。男の半分は見み栄えでできている。まず疑うことから始め──」

「克彦様、ちと黙ってもらえますかのぉ。そのように警けい戒かいせずとも、わしも会話に加わりますので我が慢まんなさいませ」

「ぐっ……」

　師匠の言葉を率そつ直ちよくに訳せば、「うるさいから黙れ」だ。

　さすがにその意訳を読み取れないほど鈍どん感かんではないらしく、長は言葉に詰つまって苦い顔をした。

　長は自分なりに花姫様へ「男鬼への態度」を説明しているつもりなのだと思う。その男鬼の括くくりに自分も該がい当とうすることを忘れているようだけれども。

　とにかく、今の長にとって男鬼は敵以外の何物でもないようだ。これでは易やす々やすと花姫様に声を掛かけることができないな、と俺は心の中で溜ため息いきを吐ついた。

「あの、藤見様は裡念のところにいらっしゃるとお聞きしました」

　しかし驚くことが俺の身に起こった。

　俺が長にきつく当たられるのを避さけるために、花姫様が自分から質問を口にしてくれたようだ。なんて優しい子なのだろう。

　ここでも会話に乱入しようと長が口を開きかけるが、師し匠しようが目を光らせて妨ぼう害がいしていた。

　この隙すきに乗じないといつまで経たっても花姫様と会話が出来ないので、俺は花姫様の質問を肯こう定ていした。

「はい、裡念殿どののもとで鬼道術についてご教授頂くことになりました」

「ふふっ、裡念は少し厳しいでしょう？」

「己おのれの為ためになることばかりですので、やり甲斐がいを感じています。と言っても、お恥はずかしながら掃そう除じではあまり戦力にはなっておりませんが」

「まぁ、藤見様がお掃除を？」

　僅わずかに目を見開いた花姫様は、口元へ手をやって感心するような声を漏もらした。

　現代の俺は単なる一いつ般ぱん学生なので掃除くらいなら普ふ通つうにやるが、藤見家の子息という立場では考えにくいことなのだろう。確かにお坊ぼっちゃんがこき使われる姿は不自然だ。

　それにしても、花姫様は俺が思っていた以上に話し方や態度が落ち着いている。

　慣れない男鬼が相手なら、もう少しオドオドするものだと思っていたのだけど、結構色々と話せるみたいだ。

　藤見から東条へ向かう途と中ちゆうの街かい道どうで初めて会った時は、警戒したりビクついたりしていたので慣れてくれたのだということか。

「そういえば花姫様も昔は料理を習っておりましたのぉ。得意料理はできましたかな？」

　和なごんだ空気を持続させるため、今度は師匠が花姫様へ尋たずねた。

　和風異世界のお姫様と言えば俺の中で舞ぶ踊ようやお琴ことといった習いごとのイメージなのだけど、花姫様は料理を習っていた時期があるようだ。

　俺の頭には、高級料りよう亭てい並みの豪ごう華か絢けん爛らんな日本料理を作る花姫様の姿が思い浮かんだ。

　そんな俺の勝手な期待を背負った花姫様はたっぷり考え込んだ後、師匠の質問に答えるべく口を開いた。その料理とは──。

「目玉焼き……？」

　予　想　外　の　目　玉　焼　き!!

「～～っ裡念！　お前が中ちゆう途と半はん端ぱな時期に引退したから、目玉焼きが料理だと思っている可か哀わい想そうな子に育っちまってるじゃねーか！」

「料理は管かん轄かつ外ですな。その方面の教育係がおったと記き憶おくしておりますが」

「め、目玉焼きは立派な料理です……！　それに他ほかの料理も少しは作れますっ」

　顔を真っ赤にして長に抗こう議ぎする花姫様。

　そこは女子力の高さをアピールするために、肉じゃがとか煮に物ものを答える場面なのだと思う。

　けれど、それを正直に目玉焼きが得意だと答える花姫様。うん、可愛かわいい。良いと思います。

　個人的には他に作れる料理が何か聞き出したいという気持ちが湧わき上がってくるのだが、さすがに意地悪なので自重しよう。たぶん卵焼きやおにぎりだと思うし。

　師匠は長の勉強も見ていたと言ってたから、引退する前までは花姫様の教育係だった可能性が高い。

　しかしお姫様の料理が目玉焼きか。まぁ、俺のカップラーメンよりは難易度が高い気がする。

　可愛くて美人でおしとやかなお姫様にも一つくらい苦手なものがあった方が良い。それに目玉焼きって美味おいしいもんね。

「私は醬しよう油ゆをかけて食べるのが好きですね」

　ポツリとそう言った瞬しゆん間かん、ピタリと長と花姫様の口論が止やんだ。

　長に責められて半泣きだった花姫様は嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ、おずおずといった様子で俺に目玉焼きトークの続きをねだった。

　任せて下さい、目玉焼きについて熱く語るのは得意です。

「目玉焼き、お好きですか……？」

「好きですよ。黄身を自分好みの柔やわらかさに調整するのが少し難しいですよね。花姫様の得意料理でいらっしゃるなら、一いつ緒しよに作ってみませんか？」

「藤見てめぇっ、俺の目の前で花を口説くとはどういうつもりだ！」

[image: ]

「は？　いえ、私は半熟目玉焼きを巧うまく作る方法を……」

「やはりお前とは分かり合えないようだ。目玉焼きは固焼きに塩と決まってるだろーが！」

　ええー。目玉焼きの好みで長との溝みぞが更さらに深まったんですけど。

　さっきまでの和やかな会話が噓のような惨さん状じように、さすがの俺も逃にげ出したくなってくる。

　卵焼き派の師匠は、俺達の争いに我関せずで自分に火の粉が降りかからないようにしていた。自分が話題を振ふったくせに、薄はく情じよう極きわまりない。

　もう誰だれでもいいから、このあらぶった長を鎮しずめてくれないだろうかと視線を泳がせれば、すごく嫌いやそうな顔をした千代さんと目が合った。

　気まずさがあったものの、あからさまに逸そらすのも失礼かと思ってそのまま千代さんを見つめていたら……。

「たった今、半熟の目玉焼きが嫌きらいになりました。醬油派という部分も同じでしたが今日から砂糖派になることにします」

　と俺のガラスのハートを粉々に砕くだく直球ストレートを投げてくれる始末。

　自分の食の好みを変えてでも俺を避けるなんて、それ一体どれだけ嫌いなの。そろそろ俺の我慢も限界だよ？　泣き出しちゃうよ？

　長と千代さんからの精神への攻こう撃げきを受けて、心のダムが決けつ壊かい寸前の俺は味方を探そうと必死になった。

　もちろんここで頼たよりにするのは、俺の親友の陽太だ。

　陽太なら千代さんと対等に渡り合えるはずだ。

　そう思い、援えん護ごしてくれないかと陽太に目を向けると、何故なぜか千代さんの言葉を聞いて、あくどい笑えみを浮うかべていることに気付いた。

「千代殿どのと同じとは嬉しいですね。ますます仲良くなれそうな気がします」

「ひぃっ！」

　ニタァ。と俺でも見たことのない最上級の嫌な微笑ほほえみを顔に張り付けた陽太を前に、千代さんは可哀想なくらい真っ青になって首を振って否定していた。

　気の毒だけど自じ業ごう自得なので、俺には助ける義理はない。暫しばらく陽太に遊ばれてしまえという気持ちで、俺は二人を放置したのだった。

　それにしても、目玉焼きに砂糖？　いや、好みは人それぞれだけど……砂糖か。

　さすが味あじ音おん痴ち。味覚がちょっぴり迷子になっちゃってるみたいだね。







　そんな俺達の前に救世主──吾妻さんが現れたのは、更に三分ほど経過した頃ころだった。

　空腹時にカップ麵めんが出来上がるまで待つ三分間も長いが、今回はそれ以上だったような気がする。

「少し様子を見てくるだけだと仰おつしやったから休きゆう憩けいを許可したのです。もう宜よろしいでしょう？　執しつ務むはまだ残っております」

「残りは明日まとめて片付ける。今は藤見の監かん視しを──」

「なりません。裡念殿を頼りにして怠なまける姿が目に見えております」

「……チッ」

　どうやら吾妻さんの指し摘てきが図星だったらしく、長おさは心底嫌そうな舌打ちをし、花姫ひめ様へしつこく「男おとこ鬼おにの悪さ」を説明し、嫌いや々いやといった表情で茶室から出て行った。

　もちろん、最後に俺への一ひと睨にらみを忘れずに。信用がなさすぎる……。

「やっと戻もどって下さりましたのぉ。まったく、克彦様にも困ったものじゃ。他の婿むこ候補にもこのような感じなのですかな？」

　その問いの答えは、花姫様と千代さんの微び妙みような顔で察した。というか、千代さんの「ここまで酷ひどくありません」という呟つぶやきに心が折れそうになった。

　とにかく、俺は長に邪じや険けんに扱あつかわれまくっているということだ。それが結論だ。

　俺が婿候補達と一緒に課題に挑ちよう戦せんしていた時はまだ長の威い厳げんが残っていたのだけど、今では見る影かげもないからな。

「（あ、そういえば婿候補達の第二試験はどうなったのだろう）」

　俺は候補から早々に外れているので対象ではないが、確か「花姫様を喜ばせろ」的な課題だったと記憶している。

　無事に婿候補達が花姫様を喜ばせることができたのか少し気になっていたのだ。

「他の婿候補の方々とはお会いになられたのですか？」

「ええ、昨日少しだけお会いしましたが……」

「私も同席させて頂きましたが、皆みな様さま素す晴ばらしい方ばかりでしたわ！　姫様への贈おくり物もどれも高級品で珍めずらしく、手ぶらで訪ねてくる殿との方がたとは大おお違ちがいでございました」

　へぇ、千代さんが男鬼を褒ほめるなんて凄すごいな。余よ程ほど婿候補達の贈り物が良かったのかな。

　肝かん心じんの花姫様がどう思ったかは分からないけれど、嫌な気にはならないだろう。花姫様が不快に感じたのなら、男鬼に敵意剝むき出しな千代さんが黙だまっているはずないもんね。

　でも一つ気になったんだけど、手ぶらの訪問者って俺のことだよね？

「あいにくですが、藤見家は基本的に贈り物をしない風習です。そのことは長もご存じのはずですから問題ありませんよ」

　っと、ここでナイス解説だな陽太。さすが俺の心の友。

　へぇ、スゲーな藤見家。東鬼一族の長にもヘコヘコしねぇのか。マイペースなのか空気読めてないのか微妙なところだけど。

　とにかく俺の立場がピンチになることは避さけられるようなので良いだろう。

　藤見家の風習という独自のものがどこまで通用するかは不明だけど、陽太が上手うまくフォローに回ってくれる気がする。

「申し訳ありません。そういった理由から、贈り物は用意していなかったのです」

「あ、あのっ、申し訳ありません、藤見様！　千代も失礼なことを言わないの！」

「姫様に怒おこられた……ちょっと嬉しい」

　怒られて喜ぶなんて、前々から思っていたのだが千代さんはＭっ気があるのかもしれない。

　そういった意味では、やっぱりドＳの陽太と相あい性しよう抜ばつ群ぐんだと思うよ。

　目玉焼き相性占うらない（命名、俺）も抜群だったから、喧けん嘩かしつつも仲良くやっていけそうだ。

　なんて本人達の前では絶対に言わないけれど、ね。







「さて、邪じや魔ま者ものも去りましたので護身の三術の練習を始めましょう。過去に何度も説明してきましたので詳くわしくは省略しますが、護身の三術を端たん的てきに言えば、嫌な感情を抱いだくと発動する術ですな」

　長がいなくなったことで、ようやく当初の予定通り護身の三術について花姫様がゆっくり学べる環かん境きようとなった。

　それでも不安なのか、師し匠しようの説明に花姫様は自信の無さそうな表情で何度か頷うなずいている。

　その不安を少しでも和やわらげるため、師匠は優やさしい声こわ色いろで花姫様に何が必要なのか説き始めた。

「恐おそらく姫様の場合はその決定的な危機感が欠けておるのでしょう。嫌けん悪お感かんも人より少ない気がしますな」

「嫌悪感、ですか？」

「例えば姫様は虫などを見てどう思われますかな？」

「あまり触さわるのは得意ではありませんが、危害を加えられないのであれば問題ありません」

　マジか。俺なんて叢くさむらで飛び跳はねるバッタを見ただけで逃げ腰ごしになるというのに。

　女の子は虫を見た瞬しゆん間かんに悲鳴を上げたり半泣きになったりするものだと思い込んでいたのだけど、どうやら花姫様は違ちがうようだ。やだ格好良い……。

「ふむ、なかなか難しいですな」

「ごめんなさい？」

　訂てい正せい。きょとんとした顔で首を傾かしげる姿は可愛かわいかった。分からないと素す直なおに言えるのは教えている側にとっても助かる反応だ。

　その一方で、花姫様の後ろにいる千代さんが「だから男は虫みたいな奴やつらだと言っても効果がなかったのか……」とブツブツ言っている。

　ねぇ千代さん、そんなこと花姫様に教えてたの？　男に対しての認にん識しきが酷すぎるんですけど。

「少し予定がずれましたが、今日はその嫌悪感と危機感を学んでもらおうと思っております」

　顎あごの髭ひげを撫なでる師匠の目が俺へ向き、口元に薄うすい笑いを浮かべた。俺の思い付く方法を試ためしてみろ、ということで良いのだろうか。

　俺は正面にいる花姫様に目をやりながらじっとその可愛らしい顔を見つめた。

　セクハラ撃げき退たい術なので一番手っ取り早いのは俺が花姫様にベタベタすることだ。

　とは言っても物理的な方法は無理なので、どうしても間接的な手段になる。

　ちょっと特とく殊しゆな嗜し好こうを持った人と遭そう遇ぐうしてみるとか？

「藤見様、あの、わたしの顔に何か付いておりますか？」

「これは失礼しました。花姫様からとても良い香かおりがしますので、つい……」

　意訳すると「お嬢じようさん良い匂においがするね、げへへ」だ。若い娘むすめさんをクンクンする変態を想像して言ってみたんだけど、どうだろうか。

「～～ひっ、姫様に近づくなこの変た──ぎゃん!?」

「あの、新しく頂いた香こうなのですが、お気に召めされましたか？」

　あれれー？　俺が予想してた反応と違うぞー？

　匂いフェチの変態を演じれば「お止やめになって！」とか言われて一発バチーンと拒きよ絶ぜつ反応が起こると思っていたのだけど。主に平手的な意味で。

　しかしあながち失敗というわけでもなさそうだ。

　一部の空気に「ピシィッ！」と亀き裂れつが入った気がしたので周りを確認すると、苦く無ないを持った千代さんを陽太が押さえつけている姿が目に入った。

　陽太はつい先さき程ほどまで俺の斜ななめ後ろにいたし、千代さんも同じように花姫ひめ様の側そばに控ひかえていたはずだ。そんな二人が何故なぜ茶室の空きスペースに……。

「放しなさい、このっ……早く姫様をお救いせねば変態の毒どく牙がに～～っ!!」

　大きく抵てい抗こうする千代さんを涼すずしい顔で拘こう束そくする陽太と、目が合う。

　俺に対して小さく首を横に振ふり「お気になさらず」と口パクで伝えてくる陽太。

　千代さんのことは気にせず、セクハラ撃退術の練習を続行させろという意味で良いのかな？

　うーん、間接攻こう撃げきが駄だ目めならやっぱり物理攻撃に変へん更こうするか。

「次は手を繫つないでも宜しいですか？」

「えっ、藤見様と手を……？」

「駄目です姫様、ばっちぃです！　考え直してください、断って下さい!!」

　千代さん煩うるさっ！　俺は千代さんの中でバイ菌きんと同列の扱いらしい。酷い。

　どうも過か剰じようなまでに警けい戒かいされているようだけど、花姫様と手を繫ぐのは初めてではない。

　師匠の借り住まいである竹林の小屋から戻る時、少しの間繫いだことがあるから余よ裕ゆうだろう。

「……」

「花姫様？」

　だが、楽観視していた俺の予想は簡単に外れることとなった。

　差し出した俺の手を以前は少し照れながらも取ってくれた花姫様が、今日は何故かひどく躊躇ためらっているようなのだ。

　チラチラと俺の顔を何度も見て、細くて綺き麗れいな手を宙に彷徨さまよわせる。

　その様子から周りの目を気にしているのかと思ったが、ピンと納なつ得とくのいく理由に気が付いた。

　きっと花姫様は俺が手を撫でまわす変態行こう為いをすると感じ取ったのだ。つまり、嫌悪感を抱かせることには成功したということになる。

　これは花姫様にとって大きな前進になるのではなかろうか。そう思って、俺は花姫様へ差し出していた手を下げた。

「あっ」

「嫌いやだと思われたのでしたら、護身の三術を使って拒絶してくださって良いのですよ？」

「い、いえ、嫌なのではなく──」

「真まことでございますか姫様！　ついに姫様が藤見様に嫌けん悪おを!?　では術を使えるのは目前でございますねっ」

　フハハハ！　と勝ち誇ほこったような声が耳に付いたので、さぞかし面おも白しろそうに俺を見て笑っているのだろうと予想し、声の方向へ目を向ける。

「……は？」

　しかしそこには何故か手足を縛しばられた状態で床ゆかに転がっている千代さんの姿があった。

　顔は今にも高らかに笑い出しそうなほど上じよう機き嫌げんだが、その芋いも虫むしのようにもぞもぞと動く様子に何とも言えない気持ちになる。

　隣となりで縄なわを弄もてあそんでいる陽太の仕し業わざだとは分かるが、色々とツッコミを入れたくなった。

「では、本日はお開きに致いたしましょう！　一度に学んでも姫様がお疲つかれになりますわ」

「わしの目にはあまり成果が出ておらぬように見えるがのぉ。まぁ、良いじゃろう」

「では姫様、早くお部屋へお戻もどりを──ってこの縄何なの!?　縄なわ抜ぬけ出来ないのだけど！」

「おやおや千代殿どの、実力不足なのではありませんか？　手加減して抜け出せるよう縛ったはずなのですが。どうしてもと懇こん願がんするなら助けてさしあげますが」

「はぁ!?　こんな縄私が本気になれば簡単に……ふん！　ぬぬぬぬっ！」

「それは芋虫の物もの真似まねでしょうか。とてもお上手ですね」

「この外げ道どうがっ！　覚えていらっしゃい、いつか倍返しにしてみせるから!!」

　千代さんを馬ば鹿かにする陽太の笑え顔がおが眩まぶしいです。この二人本当に仲良いよなぁ。

　ゴロゴロと床を転がって縄に悪あく戦せん苦く闘とうしていた千代さんだが、何とか縄を抜けると花姫様の側へぴったりと張り付いた。

　男は近づくんじゃねーぞ！　と行動や視線で言われている気がして、苦く笑しようするしかない。

　千代さんの男おとこ鬼おにへの反応は過剰だが、危機感が少し足りない花姫様と釣つり合いが取れているとも言えるのだろう。

　俺が陽太を頼たよりにし、陽太が俺を信しん頼らいしてくれているように彼女達の間にも強い絆きずながあるのだと思う。

　そう考えると、女の子同士の友情も可愛いなと俺の胸はほっこりと温かくなった。

　──こうして、花姫様の護身の三術の勉強会、第一回目は終しゆう了りようしたのだった。
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「おやおや、藤見殿ではおじゃりませぬか」

「こんにちは。ま……──松まつ倉くら殿」

　思わず麻ま呂ろ様って本人に向かって呼ぶところだった。

　危ない危ない、と冷や汗あせを流しながら俺は麻呂様に返事をした。

　この特とく徴ちよう的な口調で話すのは、婿むこ候補の一人である松倉信のぶ孝たかさんだ。ひょろりと高い身長に、短めの眉まゆと少し垂れた目をした俺と同じか少し年上くらいの青年である。

　その口調から連想できるのが平安時代の貴族なので、心の中で麻呂様と呼んでいる。いや、平安貴族が麻呂なのは完全に俺の偏へん見けんだが。

「お一人で何をなさっていらっしゃるのですか？」

　麻呂様は婿候補なので、俺と違ちがって城での滞たい在ざいが許されている。

　婿候補は彼らなりに長おさから課せられるお題をクリアしながら花姫様の心を射止めなくてはならないという苦労があるのだが、この様子からするに普ふ段だんはかなり自由に行動できるようだ。

　麻呂様は持っていた扇せん子すを素す早ばやく開き、パタパタと仰あおぎながら俺の質問へ答えた。

「扇おうぎをどのように扱あつかえば麻呂を優ゆう雅がに見せることができるか、研究しているのでおじゃる」

「……へぇ」

　向上心、良いと思います。

　ツッコミを入れた方が良かったのかと一いつ瞬しゆん迷ったが、相手に不快感を与あたえても面めん倒どうなことになると思ったので、今回はスルーさせてもらう。

　他ほかの婿候補に嫌きらわれまくってると思っている俺だけど、一応、麻呂様はプチメタボ……戸と館だてさん達に見られていない所では仲良くしてくれている。

　と言っても偶ぐう然ぜん顔を合わせた時に世間話をする程度だが、鬼一族の常識が乏とぼしい俺にとって重要な情報源だから、かなり有り難がたいと思っていた。

　そんなわけで今日も、せっかく麻呂様と顔を合わせたのだから適当に立ち話をすることにした。

「花姫様との一時を過ごされた帰りでおじゃりますかな？」

　え、何でそんなことが分かるの？　もしかして麻呂様ってエスパー？

　背中に『花姫様と会いました！』という張り紙でもされているのか、と思って確かく認にんしてみたが小学生のような悪戯いたずらは無かった。

　浮うかび上がった疑問は答えを見み出いだすことなく、また思考の彼方かなたへ消えていく。

「何故そう思われるのでしょうか」

「単なる推測でおじゃる。麻呂達では立ち入ることのできぬ奥おく御ご殿てんの方向から現れたのでのぉ。誰だれぞ高貴な方に招かれておったのかと思ったのじゃ」

　エスパーじゃなくて、探たん偵ていだった。

「奥御殿でどなたか問題を起こされたのですか？」

「気になるでおじゃりますかな？」

　目め尻じりを下げて俺の答えを心待ちにしている麻呂様へ、どう答えるべきか考える。

　しかし口を開くより先に答えとなる人物が俺達の目に入った。

「おやおや。あれに見えるは、昨夕奥御殿へ進入し東条の忍しのびに摘つまみ出された戸館殿でおじゃりまするな」

　どうやら問題を起こしたのは戸館さんらしい。単独逢おう瀬せを試みたようだが、花姫ひめ様のもとへ辿たどり着く前に忍にん者じやさん達に追い出されるという結果になったそうだ。

　たぶん、千代さんも現場にいたのだと思う。

　そりゃあ、大事なお姫様なのだから男と二人きりだなんて、誰も許さないだろう。今思えば、彼女達は俺達婿候補が花姫様に無礼を働かないか監かん視ししていたのだと思う。

　俺は何とか追い出されなかったけれど、今後もそうだとは安心し切れないはずだ。何が原因で追い出されることになったのか、知っておいて損はない。

　そう思った俺は、具体的にどんなことが起こったのか麻呂様に尋たずねようと口を開いた。

　──つもりだった。

　立ち話する俺達に突つっ込んできそうな勢いで登場したのは、相変わらず希望の色である黄色の着物に身を包んだプチメタボさん。

　お揃そろいの色の装いをした従者のマッチョさんを引き連れ、何だかご機き嫌げんな様子で俺に声を掛かけてくれる。でもその言葉は全然嬉うれしくないものだった。

「ここで会ったが百年目！　ふはは、捜さがしたぞ藤見殿。あれから寝ねても覚さめても、お主のことばかり考えておったわ！」

　えええ、どうしたのプチメタボさん。いつの間にか俺のこと大好きになっちゃってるの？　あの、俺そんな趣しゆ味みないんで本当に勘かん弁べんしてもらえますかね。

　そりゃぁ俺もプチメタボさん達と今後のためにも仲良くしなきゃダメだと思ってるけど、いきなり仲良くなりすぎというか、ジャンルが違うというか。

　俺がドン引きしている隣で麻呂様も顔を歪めている。

「気持ち悪いでおじゃ」

「同意します」

　手にしていた扇子を広げて口元を隠かくしたので、その声は俺にしか聞こえていないようだ。

　まぁ、花姫様にアプローチ掛けずに俺への気持ち（うわぁ）で頭がいっぱいだったなら、ある意味ラッキーだよね。うん、すごく気持ち悪いけど前向きに考えておこう。

　そんな俺達の蔑さげすむような視線も気にしていないプチメタボさんは、お気に入りだと思われる金ピカの扇の先せん端たんを俺に向けて、ニヤニヤしながら言い放った。

「藤見殿どのに決けつ闘とうを申し込む。明日の午後、私の方が勝まさっておることを思い知らせてくれるわ！」

「決闘……？」

「戸館殿、随ずい分ぶんと急な思い付きでおじゃりますのぉ。目的は何でおじゃりますかな？」

「フン、それは明日の楽しみとして取っておくがいい。くくく、なぁに……決闘と言っても従者同士を戦わせるだけだ。腕うで比くらべだと思えばいい」

　プチメタボさんのその言葉に、従者のマッチョさんが胸を張って前に一歩出た。

　決闘で戦うのはマッチョさん本人だと了りよう承しようしているようだ。

　でも残念だけど、俺にそんな意思はこれっぽっちもない。

　俺本人が決闘なんて物ぶつ騒そうな事を嫌きらっているという理由もあるが、決闘するのが俺ではなくて従者──陽太だという点が断るという気持ちに拍はく車しやをかけている。

　冗じよう談だんじゃない。従者だからって、そんなことを勝手に決める権利はない。それに何より、甲斐かい甲斐がいしく俺の世話を焼いたり、困った時に助けてくれたりする陽太を、そんなくだらない場に出すはずがない。

　俺にとって陽太は確かに従者だが、それ以前に大事な友人。そんな陽太を、巻き込むなんて御ご免めんだ。

　決闘に対して良い返事が貰もらえると思い込んでいるのか、プチメタボさんは上じよう機き嫌げんで俺の返事を待っている。

　だが俺はプチメタボさんとは逆に、目を鋭するどく細めて不機嫌さを表す。

　その気持ちに反応したように、警けい戒かい心しん剝むき出しの様子で俺の影かげからユキちゃんが姿を見せた。

　小さな身体からだがいつもの定位置である肩かた口ぐちに落ち着いたのを見計らって、俺はプチメタボさんに向かって口を開こうとした。

　──しかし、またしても俺の言葉は第三者の介かい入にゆうによって遮さえぎられてしまった。

「随分と面おも白しろい話をしてるじゃねーか？」

　楽しげな明るい声のした方を見ると、つい少し前に別れたばかりの長が俺達の方へ歩み寄ってくる姿が目に入った。

　その後ろには呆あきれたような空気を醸かもし出して……いるような、吾妻さんがいる。

　また長が執務から抜け出していたのだろうか。

　俺達はほぼ同じタイミングで姿勢を正し、長に頭を下げた。

　それに対して長はパタパタと片手を軽く振ふり、下げた頭を元に戻もどすよう指示を出した。

　その声こわ色いろから察するに、長おさはプチメタボさんと俺──正確には従者同士──の決闘に乗り気なのだろう。

　それを証明するかのように、詳しよう細さいを尋たずねようと長の視線がプチメタボさんに注がれた。

　許可が下りたと解かい釈しやくしたプチメタボさんも、両手をすり合わせながら俺に説明した言葉を再び口にする。

「いいぜ、道場でも訓練場でも好きな所で戦いな」

「おおおお、真まことでございますか！　そのように後押しして下さるということは、もしや……」

「ああ、俺も観戦させてもらう。最近は執しつ務むばかりで退たい屈くつしていたんだ」

「克彦様、執務はまだ終わっておりません。後回しにしては、余計に──」

「いいじゃねーか、吾妻。たまには息いき抜ぬきも必要だろう？」

「……はぁ」

　長の話によると、城の中には東条に仕える兵士達が訓練する場所があるそうだ。その口くち振ぶりから、さぞ訓練のための充じゆう実じつした施し設せつがあるのだと伝わってくる。

　言われてみれば、確かに城内で迷子……じゃなくて、探たん索さくをしていた時に格技場のような建物を見かけた気がする。その場所以外にも色々とあるのだろう。

　長の共感を得て、頰ほおを微かすかに染めたプチメタボさんの口は止まることを知らない。

　遮ろうと思えばいくらでも遮れる長がそれを止めないのは、最初の言葉通り決闘を「面白い話」として認にん識しきしているからだろう。

　それに対して、俺の眉まゆが自然と中心に寄った。

　和わ気き藹あい々あいと会話をしている二人には悪いが、このまま黙だまっていては決闘を承認したと判断されるので、俺は二人に向かって今度こそ言葉を発す。

「──お断りします」

　一いつ瞬しゆん、俺以外の人の時間が止まったかのように感じられた。

　カチンと一秒に満たない時間固まった彼等の視線が俺に集まり、各おの々おのが俺の言葉を反はん芻すうする。

　だから俺は、追い打ちをかけるように、もう一度否定の言葉を口にした。

「従者の前に、あの者は私の友人です。こんな余興に巻き込みたくありません」

　そう言って、俺は東ひがし鬼おにの長に逆らったのだった──。

「くっ……」

　しかし、それに怒いかりを露あらわにしたのはプチメタボさんだった。

　足音を大きくして大おお股またで俺の前に仁に王おう立だちしたその表情は、親の敵かたきでも見るようで今にも俺に殴なぐり掛かって来そうだ。

「おのれ藤見恭、この私を愚ぐ弄ろうしおって……！」

　えええ、いきなり何ですか。

　殴られはしなかったが、そう叫さけびながらプチメタボさんは俺を指差した。

　俺にとっては何故なぜ文句を言われるのかが不明なので弁解しようがない。

　正直、激げき怒どしている人に質問するのは気が引けるが、妙みような誤解があるなら解決したいと思って、話を聞いてみることにした。

「突とつ然ぜんそう言われましても、一体何のことでしょうか」

「黙れ黙れ黙れ、このっ、調子に乗るなよ藤見恭！　必ず、近い内に貴様に恥はじをかかせてやるからな!!」

　うん、アレだ。とりあえず俺が何を言っても無む駄だなのは分かった。

　首から上の色を真っ赤にしながら俺に罵ば声せいを浴びせるプチメタボさん。

　俺の反応が薄うすいことがお気に召めさなかったようで、地団太を踏ふんで帯に挟はさんでいた扇せん子すを高く掲かかげた。

　その動作を警けい戒かいした陽太が後ろで動いたような気がしたが、パッと手を上げて止める。

　殴られる可能性は捨てきれないが、いくら陽太が正当防衛として動いたとしても、プチメタボさんが相手では分が悪いと思ったからだ。

　しかしその心配を他所よそに、怒りが頂点に達したプチメタボさんは、金ピカの扇子の両りよう端たんを持ち、勢い良く膝ひざに打ち付けて真っ二つに割ろうとしただけだった。

　──が、力の加減を間ま違ちがったのか。扇子は膝を強打するだけの武器になり割れることはなかった。

　加えて説明すれば、余よ程ほどの痛みを伴ともなったようでプチメタボさんは膝を押さえて蹲うずくまってしまう。

　そして慌あわててプチメタボさんに駆かけ寄るガチムチマッチョ従者。

　……何してんの、アンタ等ら。

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ俺と陽太の前に、蹲ったプチメタボさんと介かい抱ほうするガチムチマッチョ従者という不思議空間が出来上がってしまった。

　二人の着物が黄色で、体格が良いので黄色の塊かたまりが廊ろう下かに転がっているようにしか見えない。

　正直言って、異様な光景。誰だれかに見られたら有らぬ誤解を招いてしまいそうだ。

　そして最終的に、あまりの痛がりようなので声を掛かけようとしたところで、ガチムチマッチョ従者がプチメタボさんを背負って退場してしまった。

　登場も退場も慌ただしくてインパクトが強いプチメタボさんだが、結局何が目的だったのかサッパリ分からない。

「何だろうな、今の……」

　ポツリと漏もらした言葉に、陽太は賛同せず表情を険しくしていた。

「笑って見過ごすには許容範はん囲いを超ちよう越えつしていますね。恭様に失礼な態度を取ったのは覆くつがえしようのない事実です」

「陽太、俺は気にしていないから怒おこるな」

「しかしあの豚ぶた……ゴホン、あの方は恭様を蔑べつ視ししています。個人的な感情で暴言を吐はくなど、愚おろか者がすることです。恥はずかしくはないのでしょうか」

　豚って言った。今絶対、豚って言った。

　もっとソフトな意見を期待していたのに、暴言が返ってきたよ。

　背に冷や汗あせを感じながら陽太を見ると、俺の視線には気づかずプチメタボさん達が去った方向を見ているままだった。

　その表情は怒りに満ちていて、心底嫌いやそうに顔を歪ゆがめて言葉を続けている。

「傲ごう慢まんな態度で自分を強者として見せようとしているのでしょうか。今の発言で小細工を仕し掛かけたことが予測できますが、程度が知れましたね。生き残るために必死なのに、策の詰つめが甘いことで落魄おちぶれる手本のような方だ」

　ケッ、と馬ば鹿かにしたような声さえ出しそうな陽太は、今日も辛から口くちコメントが絶好調のようだ。

　その様子から、俺の頭の中にプチメタボさんを『この豚が！』と罵ののしりながら、バッサバッサ切り倒たおしていく姿が目に浮うかぶんですけど……ねぇ、幻げん覚かくだよねコレ。

　あとプチメタボさんが嫌きらいなのは良く分かったから、そろそろ発言に注意しようね。

　陰かげ口ぐちって意外と人に聞かれているものだし、本人に伝わる可能性も高いんだぞ。

　簡単に思ったことを口にする陽太を諌いさめるため、俺は小さく溜ため息いきを吐いてまだ何か言いたそうな陽太に言葉を被かぶせた。

　それに、解かい釈しやくは自由だけど陽太の言葉には少しだけ納なつ得とくできない部分がある。

「陽太、最後に生き残るのは力や権力が強い者でも立てる策が完かん璧ぺきな賢かしこい者でもない」

「では何者が最後まで生き抜ぬくのですか？」

「……何だと思う？」

　俺の言葉に、歪めていた顔を元に戻もどして小首を傾かしげる陽太。

　変わり様にいささかツッコミたいところだが、今回もスルーしておこう。

　さて、質問の答えだが……。

　質問を返すのは意地悪だが、簡単に答えを教えてしまう事は避さけたい。

　すぐに答えを教えてしまえば独自の考えが損そこなわれてしまう要因にもなる。

　陽太の考えにも興味があるし、導き出される答えに期待している事も事実だ。

　俺の思おも惑わくなど理解しているはずのない陽太は、顎あごに手をあてて小さく唸うなっている。

　うーん、と首を傾げて答えを考えていた陽太だが、何かを閃ひらめいて嬉うれしそうに笑った。

　まぁ、そんな期待は陽太くんの口から飛び出す、とんでもない言葉で吹ふき飛ばされちゃうんだけどね！

「拷ごう問もんを好む者ではないでしょうか！」

「…………は？」

「自由を奪うばった上で肉体的・精神的に痛めつけることにより要求に従うように強要する。特に情報を自白させる目的で行われることが多いですが非常に効果的だと思っています」

　あははー、何でそんなドＳな発言しか出来ないのかな。

　驚おどろき過ぎて満足なリアクションが取れなかったんですけど。笑え顔がおが眩まぶしくて、一いつ瞬しゆん幻げん聴ちようが聞こえたのかと思ったよ。

　俺の答えが正解だとは言わないけど、陽太の答えだけは違ちがうと言える。

　もし陽太の答えが正解なら、世の中凄すごいことになってるよ。残ざん酷こくなことになってるよ。

　何でそんなに残念そうなのかを小一時間ほど詰きつ問もんしたいけど、踏み込んではいけない領域だと思うので踏み止とどまることを選せん択たくさせてもらおう。

「拷問を好む者より強くて賢い者が相手の場合、それは実現できるか？」

「……難しいかと。それに、生き残るという面では役立たない気がします」

「もう少し考えてみるんだな」

「えぇっ、教えて下さらないのですか!?」

「あぁ、答えは保留だ。陽太への課題にしておくよ」

　間違いを諭さとしたことで、陽太は残念そうに答えた。

　続く意地悪な俺の言葉に、聞き訳の良い印象が強い陽太が駄だ々だを捏こねたそうにしている。

　そんな陽太の反応に気を良くした俺は、悪役も真っ青な悪い顔で笑ってやった。

　そんな俺達を見て、途中から完全に空気と化していた長おさと吾妻さんがドン引きしていたのは言うまでもない。
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　豪ごう商しようと言う呼び名の通り、戸館殿どのは金回りの良い者じゃった。

　東条の姫と婿候補達のみの面会時に現れた、戸館家と縁えんある商人じゃという呉ご服ふく屋と小間物屋の主人達は、媚こび諂へつらうように猫ねこ撫なで声で姫に品物を休まず勧すすめてくる。

　その度たびに、『姫ひめの為ために』『是ぜが非ひにも』『無理を言って』等という恩着せがましい言葉を断るのは非常に疲つかれるじゃろう。

　しかし己おのれで豪ごう語ごするだけあって、戸館殿の見立てる品は麻呂には真似まねできぬ組み合わせじゃった。

　一見、何の変へん哲てつもない一枚の衣ころもが戸館殿どのの選ぶ帯や小間物によって、溜息が洩もれるほどの変へん貌ぼうを遂とげる。

　それがまた、姫に似合うと思わずにはいられぬ品である為、端はしに追いやられた姫付きの使用人達も反論はできなかった。

　茶室の出入り口を塞ふさぐほどに並べられた品と、それを広げる店員により他者の出入りを拒こばむ。

　上質で品の良い物であるため、扱あつかい方を知る戸館殿や店の者以外は雑に扱うことが出来ぬ。

　時折、今にも泣き出しそうな姫が寄り添そう──千代という女おんな忍しのびに何かを耳打ちし、女忍が首を振ふる姿が見えた。

　それを更さらに拒む姫が女忍に縋すがり、根気負けした女忍が戸館殿の隙すきを見て天てん井じようへ向けて何かを呟つぶやく。

　恐おそらく、藤見殿や長へ状じよう況きようを伝えるために天井裏の忍へ言こと伝づてをしたのであろう。

　声に出さず無音のまま口を動かしたのは、忍が使う伝言手段の一つで、戸館殿に気付かれぬ為。

　女忍は戸館殿を牽けん制せいする役目も担になっておるので、姫から離はなれることは許されぬ。

　もしこの女忍が姫の言い付けにより席を外したならば、獣けものの目をした戸館殿が姫に無礼を働く可能性は高い。

　忍の行き先が長のもとならば、直すぐにでも長が茶室へ駆け込んで来るはずじゃ。

　もはや藤見殿への妨ぼう害がいは十分じゃろうと考えておる麻呂も、本心ではそれを望んでおった。

　──如何いか程ほどの時間が経過したのじゃろうか。

　それは正確には分からぬが、随ずい分ぶんと前に藍あい色いろが見え始めた空を目にした記き憶おくが麻呂にはおじゃった。

　相も変わらず姫に近づこうとする戸館殿は、色いろ恋こい沙ざ汰たに疎うとく経験も少ない姫に恐きよう怖ふを植え付けておった。

　東条の地で大切に育てられ、歳近い男おとこ鬼おにとは必要な会話以外を許されなかった姫に、今の戸館殿は不快以外の何物でもない。

　身内からの慈愛に溢あふれた目とは違い、その身に受ける東条の権力と美しい容姿への邪よこしまな感情。

　婿候補が揃った席で堂々としていた藤見殿を真似ておる部分もあるのか、何故なぜか戸館殿は姫への感情を必要以上に出し始めた。

　それが姫の恐怖心を煽あおり、苦手意識に拍はく車しやを掛かけておることには気付いておらぬ。

　本当に、戸館殿は起こす行動の全すべてがずれた方向へ転ぶ者じゃのぉ。

　そろそろ解散しても良いのでは、と思いながら麻呂は何気なく郷ごう田だ殿に目を向けたでおじゃ。

　すると郷田殿は、戸館殿の暴挙を全く気にかけた様子もなく、静かに目を伏ふせておった。

　……どうやら、眠ねむりに落ちておるようじゃ。

　陽気なのか、肝きもが据すわっておるのか。

　出来ることなら麻呂も同じように、この場から意識だけでも飛ばしてしまいたいわ。

　この先に発展は見えぬと見切りをつけて、一言申して席を外そうと決めた時じゃった。

　呉服屋の主人が黒くろ塗ぬりされた箱から派手な打ち掛かけを取り出し、それを目にした戸館殿が興奮して声を荒あららげたのは。

　鼻息荒く近づいた戸館殿と姫の距きよ離りは、かろうじて女忍の分だけ距離が保たれておるという状態じゃ。

「やはり花姫様には、私の好きな黄金色の打ち掛けを召めして頂きたい！　一度合わせてみては貰もらえませぬか？　今召されておる打ち掛けはお預かりしますので」

「っ、結構です、召し替かえは自分で出来ます……！」

　無礼極きわまりないことに戸館殿は姫の召されておる打ち掛けに手を伸のばし、己の手にある黄金色の派手すぎる打ち掛けを押し付けようとしておった。

　これは傍ぼう観かんを決め込んだ麻呂でも、止めるべきじゃと思わずにはいられぬ。

　戸館殿を視線だけで殺あやめてしまいそうな女忍の我が慢まんも、そろそろ限界のはず。

　何より、東条の姫が万が一にでも泣き出してしもぉた場に麻呂が居ったとなれば、長や藤見殿に何と思われるか。

　麻呂の保身の為にも、この場は戸館殿を落ちつかせる必要があると判断し、麻呂は然しかるべき言葉を選んだ。

　じゃが、そんな麻呂より一いつ瞬しゆん早く茶室には重々しい声が響ひびき渡わたってしもぉた。

　声の主である──、額に青筋を浮かべた女忍に出で鼻ばなを挫くじかれた麻呂は慌あわてて言葉を飲み込んだのでおじゃる。

「それ以上の無礼はお止やめ下さい、戸館様。姫様の同意なく触ふれようものならば、首と胴どうは繫つながっておらぬとご覚かく悟ごなさいませ」

「な、何だと？」

「貴方あなた様は婿むこ候補という立場があるからこそ、生き長らえているのですよ。本来ならば不敬罪で打ち首にされても不思議ではありません。花姫様のご意向に逆らい、勝手極まりない行動を取り続けたのですから……」

　手にするのも躊躇ためらうほど上質な品が無造作に広がる茶室内を気にも留めず、流れるような動作で足を進めて来た女忍に、商人達はある方向を見て息を吞のんで固まった。

　間を置かず、出入り口の先には腰こしに刀を差した東条の武士達が現れた。

　何故その方ほう達が居るのかは現段階では明確な答えを導き出せぬが、麻呂にとって良い方向でないことは確かじゃった。

「この商人達は誰だれの許可を得て入城しているのでしょうか？」

「許可したのは私だ。姫の為に、婿候補である私が呼び付けたのだ。東条の城下で商売する者なのだから、害は無いと判断できるだろう？」

「そんなことを理由に、害が無いと言い切るのでございますか？　戸館様はこの者達の素す性じようを私共が納なつ得とくできるだけ説明できると仰おつしやるのですか？」

「……全員とは言い切れぬが、ある程度は──」

「そんな危機感に欠ける心構えで、部外者を入城させたのですね。仮にも東条の長を目指そうとする婿候補の貴方様が、その程度の認にん識しきで」

「…………それは、」

「お前達も、許可なく商人を城内に入れて良いと思っているのですか。婿候補であることを盾たてに取られたとしても、許されぬことは逆らってでも拒みなさい！　東条の武士を名乗るならば、間ま違ちがった者を切り捨ててでも東条を守ることを心得なさい!!」

　ビリビリと肌はだ身みに刺し激げきを受けておると錯さつ覚かくする声は、確かな怒いかりを含ふくんでおった。

　先程までの意気は完全に消しよう沈ちんし、しどろもどろになりながら女忍に反論する戸館殿どのに勝機はもはやない。

「わ、私は姫君のために……」

　女忍の叱しつ責せきを受けた武士に連れられて退室していく商人達を見る戸館殿の声は、ますます小さくなっていく。

　その様子を、圧おし掛かる疲ひ労ろう感かんに耐たえながら見ておった麻呂の耳に、小さな笑い声が入った。

「くくっ、戸館殿の策は予想通りの結果でございましたなぁ」

「──郷田殿」

　いつの間にか、眠りから覚めておった郷田殿が言い争いをする戸館殿に目をくれて呟いた。

　その表情は、日頃戸館殿と友好的に会話していたものとは別物。

　何かを値ね踏ぶみするような印象を与あたえる郷田殿のそれは、麻呂の警けい戒かい心しんを煽った。

「元より、戸館殿の策が成功するなど考えておりませぬ。某それがしは武士でございまする。武士は己おのれの役割を果たせば良いのです。それは別の目的で戸館殿の策に加担し、傍観された松倉殿も同じでござろう？」

　郷田殿は、戸館殿とは違ちがっておった。麻呂と同じで、何か別の目的を持って戸館殿に加担しておったのじゃ。

「郷田殿は、なにゆえ戸館殿に加担を……」

「某は婿候補という地位が如何なる権力を有するかを確かめたかったのだ。戸館殿どのは裏の顔を持たぬので、先発隊にはとても相応ふさわしい方でござった。今回の戸館殿の行動で、どの程度の無礼が婿候補には許されるか十分に判わかり申した」

「なるほど、郷田殿も戸館殿を利用されたのじゃな」

「武士は正々堂々と戦うものであるが、時に状じよう況きようを見定めることも必要。某の強さであり弱点でもある婿候補の権力を知り、最大限利用することが某の目的でござる」

　利用、という麻呂の言葉に郷田殿は反論をせぬ。それは否定する必要がなく、その意を持っておったと肯こう定ていしておるからじゃ。

「しかし、あの女おんな忍しのびは手て強ごわいでござるなぁ。さすが東条の忍頭である吾妻殿の娘。女鬼であるのが惜おしまれます」

　感かん嘆たんの声を漏もらす郷田殿の視線の先には、変わらず言い争いを続ける戸館殿と女忍。

　戸館殿が言葉を完全に失い、女忍がより強く退室を命じたことが全てを終わらせた。

　郷田殿と話しておったので、戸館殿と女忍の言い争いの内容は知らぬが、退室の挨あい拶さつもせず飛び出してしまうほど辛しん辣らつな言葉を戸館殿が受けたのは理解できたでおじゃる。

　丸い顔を真っ赤に染め上げて、ドスドスと品の無い足音で去って行く戸館殿は怒りに震ふるえておると見て取れた。

　それに続き最後にもう一度だけ喉のどの奥で笑った郷田殿は、未いまだ女忍に守られておる東条の姫ひめに頭を下げて退室していった。

　戸館殿と商人達、そして郷田殿の去った茶室には静けさが戻もどる。

　嵐あらしが去った後は気を許すことが多いのじゃが、未だ退席せぬ麻呂に女忍は不ふ審しんを抱いだいた目を向けておった。

　麻呂もそれを重々承知しておるが、郷田殿とは違い己の目的を果たさず仕し舞まいでは、去るに去れぬのじゃ。

　麻呂の目的は、郷田殿の言う婿候補の権力を見定めることでも、戸館殿の目もく論ろんだ藤見殿の妨ぼう害がいでもない。

「婿候補の他ほかに、邪じや魔まをする者が居るようでおじゃりますな」

「……松倉様、何を根こん拠きよにそのようなことを？」

　座したままで、退室の言葉とは違ったものを口にした麻呂に女忍の冷ややかな視線が注がれた。

　直じかに受けたのは初めてじゃが、確かに痛いほどの厳格な空気を感じるでおじゃる。

　じゃが、麻呂にも譲ゆずれぬ目的があるので、この場で引き下がるわけには行かぬ。

　麻呂の目的を果たす為ために戸館殿には駒こまになってもろぉたが、麻呂には未だ駒が不足しておるのじゃ。

　麻呂の目的である藤見殿を得るために必要な、最も重要で有効な駒が──。

「藤見殿には、婿むこ候補により姫との逢おう瀬せの機会が減少しておると伝えましょうぞ。姫には全く非がないことも……」

「それは……、姫様には願ったり叶かなったりな話です。しかし、事実を話せば松倉様にとって不本意な状況を招くのではありませんか？」

「そのようなことは承知の上で加担しておったからのぉ。麻呂の印象が悪くなるのは確かじゃが、麻呂は麻呂で立ち回りを考えておる。本音を言うてしまえば、姫に加勢するのは麻呂の考えの一部に含まれておるのじゃ」

「……つまり、松倉様の目的は」

「お主等らと同じく、──藤見殿じゃのぉ」

　藤見殿を主あるじとして定め、心で感じる為に必要な環かん境きようを作り上げることが、当面の麻呂の目的じゃ。

　その為には、最終的には捨て駒ごまにしかならぬ戸館殿や郷田殿が必要でおじゃる。

「っ……、藤見様に、何を求めているのですか!?」

　女忍に守られ、戸館殿に向けられた欲よくに震えておった東条の姫が、麻呂の言葉に反応して声を上げた。

　他の婿候補には冷れい淡たんな目か、疑ぎ惑わくや困こん惑わくの目しか向けなかった姫の瞳ひとみに別の色が付く。

　麻呂の目的を果たす為に必要な、──最も有効な駒が、喰くいついた。

「藤見殿に、麻呂は何も求めておりませぬ」

「で、では、何故なぜ藤見様にわたしのことを……？」

「藤見殿に求めておりませぬが、麻呂は藤見殿に『求めて欲しい』のでおじゃります」

「求めて、欲しい……？」

　恐おそらく麻呂は、そう遠くない未来に藤見殿へ自ら頭こうべを垂れ跪ひざまずくじゃろう。

　これは推測ではなく、何の確証もない気持ちから導き出された、──予感。

　恐らく……否いな、麻呂は必ず東条の地で他の婿候補を蹴け散ちらす藤見殿の心に触ふれ、傅かしずくことになろう。

　藤見殿の側そば仕づかえを望み、松倉家の知を以もつて仕えたいと、藤ふじの名だけでなく東ひがし鬼おにの全すべてを背負う方に縋すがるじゃろう。

　しかし、それだけでは麻呂の願いは叶わぬ。

　麻呂の祖父が、東条の先々代当主に縋っただけでは叶わなかったように。

　麻呂の一方的な思いだけでは藤見殿の傍に仕えることを許されぬのじゃ。

　じゃから、麻呂は藤見殿に『求められる者』でありたい。

　藤見殿の連れておる篠崎の名を持つ従者と同じように、藤見殿の信しん頼らいを得て従者を名乗りたい。

　知らず知らずの内に気付かされたのじゃ。

　藤見殿の築く主従の関係を、羨うらやんでおる麻呂が居ることに。

「麻呂は、松倉信孝は、姫の御み心こころに沿い藤見殿を東条の長おさとして望んでおります。松倉の知を以って藤見殿に仕え、藤見殿に仕官する目的があることを申し上げまする」

「──っ、では、松倉様は……」

「しかし現時点では、麻呂には思いも覚かく悟ごも不足しておると感じておじゃります。その不足しておる部分を手に入れ、藤見殿に仕える許可を頂ける者でありたいのですじゃ」

　東条の長になど、興味は微み塵じんもおじゃらぬ。

　他の婿候補が東条の長になろうとも、麻呂には関係ないわ。

　麻呂の目的は、あくまで藤見殿。

　東条の長という地位は、藤見殿が就つくかもしれぬ場所なだけで麻呂には関係ない。

　麻呂はただ、藤見殿が連れておる篠崎のように、信頼された上で松倉家の知を役立てたいのじゃ。

　心では、未だ理解できておらぬが……。

　この羨ましいという思いと、藤見殿に求められたいという感情が、近しい場所まで導いてくれると確信しておる。

「姫の目的は藤見殿。麻呂の目的も、藤見殿。麻呂は姫に協力し、婿候補という立場を利用して藤見殿を陰かげながら支えましょう。そして姫は必ず……藤見殿の心を摑つかみ、少しでも長く東条の地に留とどまるよう尽じん力りよく下さいませ」

　麻呂の言葉に、強い光を宿して頷うなずいた姫との契けい約やくは成った。

　この契約は、互たがいの目的を叶えるための繫つながり。

　藤の名を持つ男鬼を得るため、言の葉に乗せただけで証あかしも何もない頼たよりない物。

　じゃが、麻呂にも、姫にも、互いを裏切らぬ自信がおじゃった。

　光を宿す姫の瞳が見えたように、姫の目にも強い思いを持った麻呂の目が映ったはず。

　麻呂は姫を裏切らぬ。

　麻呂が求める先に在る、藤の名を持つ鬼の隣となりには東条の姫が立つのじゃから。

　東条の姫は麻呂を裏切らぬ。

　姫が求める先に在る、東条の名も背負うことになった彼かの者の一歩後ろには篠崎の鬼と共に並び立つ麻呂の姿があるのじゃから。
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　麻呂達は互いを裏切らぬ。

　互いが求める先に、東鬼を正しく導いてくれる藤見恭という鬼が立つ、同じ未来を見ておるのじゃから──。

　そして、麻呂は藤見殿を見かけると何かと理由をつけて声を掛けるようになった。

　多くを語らずとも聡明な藤見殿は麻呂が何を話したいのかを悟さとり、麻呂の目的が松倉家の存在意義であることと理解してくれるのじゃ。

　藤見殿にとって、従者がどのようなモノなのかは未だ不明。

　しかし、麻呂は東条の姫の前で抱いだいた思いが己の本心じゃと気付くことができた。

　月の美しい夜──。

　無人の廊ろう下かをヒタヒタと歩き、自分に与えられた部屋へ足を運ぶ道中。

　東条の姫との取り引きにて己の目的と心の内を改めて理解できたことで、麻呂は胸のわだかまりが軽くなったように感じておった。

　もし願いが叶うのならば、側仕えの席に麻呂が座るのを許してくれぬかと、己の中でのみ言葉にしたのじゃった──。
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　藤見の鬼──。

　東鬼一族と南鬼一族の里境に、そう呼ばれる鬼達は暮らしていた。

　約三百年前の大戦での功績を認められ、率いていた隊の鬼達と共に藤見と篠崎が移り住んだ日に、この地での歴史が始まった。

　それまでは別の地で屋や敷しきを構えて暮らしていた藤見家と篠崎家。この両家の繫がりは更さらに過去へ遡さかのぼらなければ始まりは見えないが、その長い年月の中で東鬼はこの両家を力の強い鬼だと認にん識しきしていた。

　そんな過去を持つ藤見家の現頭領は、藤ふじ見み義よし正まさという、齢よわい五十を数年前に過ぎた大おお柄がらな男だった。

　次期当主として長男の正まさ人ひとを指名し、双ふた子ごである次男と三男の隆哉と直哉を補ほ佐さとすることにより藤見の将来を安定させていた。

　当然、各おの々おのには篠崎からの従者が付き従っている。男ばかりでむさ苦しい気もするが、何故か藤見の直系は男鬼しか生まれないので仕方のないことだった。

　それが一つの理由だとも言えるのだろう。

　藤見の鬼は、鬼一族の中で非力だ何だと軽かろんじられる傾けい向こうにある女鬼を宝物のように大切に扱あつかう習慣があった。

　妻となる者をたった一人、生しよう涯がい愛し抜ぬくと誓ちかって婚こん姻いんを結ぶ藤見の鬼に、好感を抱く女鬼は少なくない。

　現頭領である義正も、十年ほど前に妻を病やまいで亡なくしてもなお後妻を娶めとらず想おもい続けている。

　一番上の息子むすこも既すでに妻となる者を自ら手に入れ、次に藤の花が咲き誇る季節に婚姻を控ひかえていた。

　次男と三男はまだまだ遊び盛りだが、それよりも問題は放ほう浪ろう癖へきのある四男、恭であった。

　兄達と歳としが離はなれているせいもあって、少し甘やかされて育った恭は藤見の血を引くため能力も高く非常に有望なのだが、如何いかんせん放浪癖が目下の悩なやみどころだったのだ。

　しかし、ようやく問題の四男にも身を落ち着かせる兆きざしが見え始めたのだ。

　突とつ如じよ舞まい込んだ東鬼一族の姫との見合い話に、満まん場じよう一いつ致ちで向かわせると決まったことが、記き憶おくに新しかった。

　適当に言い包くるめて東条に向かわせたものの、途と中ちゆうで逃とう亡ぼうしないか心配していた。

　そんな杞き憂ゆうも何のその。どうやら今は、東鬼一の鬼道術の使い手である者の弟子になっているというではないか。

　藤見の城にある一室にて、陽太からの報告書に目を通しながら、恭が逃亡していないことに父である義正は口元を緩ゆるめた。

　それを目まの当たりにした正人が、内容について尋たずねた。

「父上、今回の陽太からの文ふみには何と書かれていたのですか？」

「うむ。封移師のもとで世話になることになったそうだ」

「それは恭にとって良い話ですね。向上心は人一倍ありますし陽太も一緒なら学び甲斐がいもあるでしょう」

　父親とよく似た強面こわもての顔を、同じように綻ほころばせた正人。

　本人達は手のかかる末っ子が、成長していっているのだと感じて和なごやかな空気を醸かもし出していた。たとえそれが、他ほかの者から見れば見た目が怖こわい男二人の不気味な笑えみだとしても。

　そしてその他人から見える情景によく合う、怒ど声せいや悲鳴、爆ばく発はつ音や破は壊かい音が聞こえてこようとも、特に取り乱したりはしなかった。

　まるで日常会話の一つであるかのように、義正は茶を啜すすりながら正人に問い掛かけた。

　もちろん、それに答える長男も同じように平常心だ。

「それはそうと、騒さわがしいな」

「ああ、どうやら忍ネズミが城内に侵しん入にゆうしたようです。隆哉と直哉が泳がせていると申しておりましたので、そろそろ捕ほ獲かくに動いたのでしょう」

「あの二人が？」

「はい。前の忍は東条の者だったので加減しておりましたが、今回は手加減せずに済むと喜んでおりました」

「また城の仕し掛かけを増やしたのか」

「そうですね、確か忍が好んで入り込みそうな場所のものを──三倍ほどの数に増やしていたと」

　この場にいない、残り二人の息子の姿を思い浮うかべて二人は溜ため息いきを吐ついた。

　城に対侵入者用の罠わなを大量に作り、「忍しの潰びつぶし」に年々磨みがきをかけていく双子の次男と三男。

　今日もまた新たな忍が犠ぎ牲せいとなるのか──と、妙みように女っぽい断だん末まつ魔まを上げた侵入者に対して同情したのだった。
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　東条の城下町は夜の帳とばりに沈しずんでいた。

　通りに軒のきを連ねる店てん舗ぽや長屋も夜の静せい寂じやくにつつまれ、時折吹ふき抜ける風が看板を揺ゆらす音が聞こえている。それも些さ細さいなものなので、町はひっそりと寝ね静しずまっている。

　もちろん、東ひがし鬼おに一族唯ゆい一いつの封ふう移い師しと名高い裡念の住まいも例外ではなかった。

　家の主あるじである裡念は身動き一つせず静かな寝息を立て、同じ家に居い候そうろうしている二人の若い男鬼も夢の中へ旅立っていた。

　そんな仕舞しもた屋やにかすかに吹いていた風が止やんだ、その直後。

　部屋で寝しん具ぐに横たわっていた男──藤見恭が、音もなくむくっと起き上がった。

　いつもであれば恭が起きる気配で陽太も目を覚ますはずなのだが、静かな寝息を立て続けるだけで一向に気付く様子がなかった。

　チラリと横目でそれを確認した恭はおもむろに刀かたな掛かけにあった一本の刀を手に取り、鍔つば元もとから先へ向けて鞘さやの上からそれを優やさしく撫なでた。

　何度かその動作を繰くり返す恭の目はどこか遠くを見ているようで、生気が宿っていないようにも感じられた。

　ぐるりと室内を見回した恭は腰こし高だか障しよう子じから差し込んだ淡あわい月光を頼たよりに、部屋にある文ふ机づくえへ歩み寄って座った。

　文机の上には裡念の講義で使用していた書留め用の白い紙と、硯すずり箱ばこ。そしてもうひとつ、裡念から課題用にと託たくされた白紙の符が数枚置かれていた。

　三種類の違ちがった大きさをした符から中なか程ほどのものを選ぶと、恭は硯箱を静かに開けて筆を取り出した。

　墨すみ壺つぼに液が残っているので、新しく墨をする必要はない。

　硯に適量を垂らし、独特の匂においが部屋に広がるのを気にする様子もなく恭は符に筆を走らせた。

　さらさらと紙面に筆が走るたび、描えがかれる線が金色に光ってから黒に戻もどる。

　師である裡念が手本として見せた通りの現象が、恭の手によって再現されているのだ。

　ここで陽太が起きていれば尊敬の眼まな差ざしで恭を見つめるだろう。だが、やはり深い眠ねむりに落ちている陽太は寝ね返がえりどころか身動きすらせず、ただ規則的な呼吸を繰り返すだけだった。

　四半刻（約三十分）ほど経たった頃ころだろうか。

　ふと顔を上げた恭の周りには複雑な文字や模様が書き込まれた符が散乱していた。

　符の墨を乾かわかすために文机だけでなく、その辺りの床ゆかに適当に散らばらせたのが原因だ。

　几き帳ちよう面めんそうに見えて意外とずぼらな彼を第三者が目にすれば、印象の違いに少し戸と惑まどうことだろう。

　本人も片付けが面めん倒どうなことに気付いたのか、顔を顰しかめて気け怠だるげな動作で近くの符だけを集めた。

　腰高障子から差し込んでいた月光はいつの間にか途と切ぎれ、部屋はしっとりとした闇やみ色いろに包まれている。雲にでも月が遮さえぎられたのかもしれない。

　そんな暗くら闇やみの中に、符を書いた時の光に似た金色の何かがキラリと恭を狙ねらっていた。

「フーッ！」

　金色の正体は、全身の毛を逆立て恭から三メートルほど離れた場所から威い嚇かくしている、恭の影かげ獣ものである白い仔こ猫ねこのユキであった。

　いつもならば影から飛び出て、主である恭に寄り添そって全身で甘えるユキ。そんな彼女が、何故なぜか警けい戒かい心しんを剝むき出しにして唸うなっていた。

　普ふ段だんとは全く態度の違うユキに、恭は口くち端はしを上げてニヤリと嗤わらった。

『──へぇ。俺が恭でないことが分かるのか』

　紡つむがれたのは、恭と同じ声だが聞き慣れた者からすれば明らかに違うと感じるもの。

　くつくつと恭とは違った笑い方をする男──キョウは、神の血を引く証あかしである白い身体からだの仔猫に手を差し出した。

　恭が相手であれば喜んでその手に駆かけ寄るユキだが、今はその距きよ離りを一向に縮めようとはしなかった。

『こうして表に出てこられるようになったのはお前のおかげでもあるんだ。恭と同じように仲良くしてくれないか？』

「フシャーッ！」

　わざと恭の柔やわらかい口調を意識して紡いだ言葉も、やはりユキには無意味だった。

　藤見にある土地神の森で影獣の契けい約やくをしたのは恭だった。

　瀕ひん死しだったユキに強く『生きろ』と願ってくれた恭の思いに、土地神が応こたえて契約が成された。だからユキにとっての主は、キョウではなく恭なのだ。

『はっ、甘やかしてばかりかと思っていたが、よく躾しつけてあるじゃないか』

　小こ馬ば鹿かにしたように嗤ったキョウに、ユキの警戒心と不信感は更さらに募つのった。

　見た目は小さな猫だが、頭の良いユキには分かっていたのだ。

　甘えるように額をこすりつけても、このキョウは喜ばないと。

　名を呼ばれて駆け寄っても、このキョウは優しい眼差しを向けてくれず、撫でることもしないと。

　名を呼ぶ優しい声こわ色いろも、綻ぶような笑え顔がおも、包み込んでくれる温かい腕うでも、このキョウにはないのだとユキは理解していたのだ。

『眷けん属ぞくの共有までは難しいか。懐なついてくれれば、少しは俺も楽になれるんだが』

　だからユキは、大好きな主と同じ顔と声を持つキョウを敵だと思った。

　愛情の欠片かけらも感じさせない目で己おのれを捉とらえ、あまつさえ馴なれ馴れしく触ふれようとする男に、怒いかりさえ湧わき上がっていた。

　ついには牙きばを剝き出しにして、伸のばされた手に爪を立てたあと、力ちから一いつ杯ぱい嚙かみついた。

『っ……！　これはまた、お転てん婆ばだな』

　痛みに顔を歪ゆがめたキョウの指先からは赤い液体が滲にじみ、鈍にぶい痛みを伴ともなわせた。

　指先から出た血は傷のわりには多く流れて垂れ、今にも落ちそうになっている。

『あーあ、血の匂いを残すと面倒なのに』

　ポタリと垂れた血は、うまい具合に未いまだ使用していなかった白紙の符に落ち、痕こん跡せきを残さないよう吸い込まれて消えた。

『明日起きたら、ちゃんと恭に謝まれよ。お前のご主人様なのだから』

　先程より距離を取って威嚇を続けるユキを尻しり目めに、キョウは残っていた床の符を拾い上げ、文机の上に置いた。

　そして、この家の住人が気付く前に再び眠ろうと、すっかり冷たくなってしまった寝しん具ぐに横たわった。

　すーっと落ちていく意識の中、キョウが耳にしたのは一いつ匹ぴきの仔猫の気き遣づかわしげな声だった。

　こうして、一匹の仔猫の鳴き声と共に夜は再び更ふけていった──。







「んん～？」

　朝起きると、右手に引っ搔かき傷と嚙かみ跡あとがあった。

　両手を突つき上げるようにして伸びをした時に、赤い線がいくつも腕にできているのに気が付いたのだ。痛くはないが、わりと派手にやられている。

　寝ねる時は傷なんてなかったはずだ、と生あくびを嚙み殺しながら昨夜の記き憶おくを辿たどる。

　ユキちゃんと遊ぶ時に猫パンチや甘あま嚙がみといった可愛かわいい攻こう撃げきは受けるが、引っ搔かれたことはなかった。

　寝ぼけて呼び出して、抱だき潰つぶしそうになっちゃったのかな？

「おーい、ユキちゃんやーい」

　寝ね転ころがったまま影に潜ひそんでいるであろうユキちゃんを呼ぶが、何故か反応がない。

　いつもであれば、ゴム毬まりが弾はずむようにして影から飛び出てきてくれるのに。まさかの無視だ。

「（もしかして反はん抗こう期？）」

　この遣やり切れない気持ちをどうするべきか、と寝具の上で考えていると襖ふすま一枚挟はさんだ向こうの部屋から聞き慣れた声がした。

　声の主は、確かく認にんするまでもなく陽太だ。

「恭様、もうお目覚めでございますか？」

「今起きたところだ」

　寝ね起おきだが、特に掠かすれていない声で陽太に返事をする。

　すると襖がスッと静かに開き、普段の装いと変わらない姿の陽太が部屋に入って来た。

「普段の起き床しよう時間より少し早いですが、何か問題でも？」

　陽太の問い掛けに、俺は首を横に振ふって問題などないと答えた。

　陽太によって開放された出入り口から、朝の清すが々すがしい空気が室内に巡めぐる。

　寝具に身を投じたままだった俺は名残なごり惜おしさを感じながら這はい出て、ペタペタと畳たたみの上を裸足はだしで歩きつつ簞たん笥すの前に移動した。

　のっそりと動く俺とは逆に、テキパキと動く陽太は僅わずかの時間で寝具を片付けて俺の前に構えた。

　用意された着物に相変わらずな速度で袖そでを通す俺を急せかすこともなく、陽太は時々横から手を出しながら俺の衣装を調ととのえてくれた。

　着き替がえが終われば、次は井い戸どに用がある。

　顔を洗う時に使用する水みず桶おけや手て拭ぬぐいや身み嗜だしなみを整える道具の一式を持った陽太に連れられ、目的の場所に向かった。

　井戸の水を汲くむのも、顔を洗ってサッパリした俺に手拭いを差し出す行動も、全すべて陽太一人で俺の世話をする。

　それを何食わぬ顔で受け入れている俺だが、『お前どんだけ良妻なんだ』と内心で激しいツッコミを入れていた。

　昨日も同じような扱あつかいをされたが、何故か今日はそれ以上に世話を焼かれている気がしたからだ。

「もうすぐ朝あさ餉げの準備が整いますので、座ざ敷しきの方へお越こしくださいね」

「ああ、分かった。師し匠しようには伝えたのか？」

「先生は朝の散歩に出られています。そろそろお戻もどりになる頃ころですので、ご一いつ緒しよできるかと」

「ん、了りよう解かい」

　井戸の近くで陽太と別れるのは、俺と陽太が向かう場所が違ちがうからだ。

　朝餉の準備中である陽太は台所へ向かい、俺は使用済みの手て拭ぬぐいや他ほかの道具を片付けるために色々な場所を巡る。

　最初はこの片付けも陽太がやってくれていたのだけど、さすがに自分で使用した道具類であれば片付ける場所が分かるので、それだけでも俺の仕事とさせてもらった。

　そんなわけで、俺は再び陽太と共同で使っている部屋へ戻ってきた。

「ユキちゃーん？」

　試みるのは、俺の最大の癒いやしである真っ白な仔こ猫ねこのユキちゃんを呼び出すこと。

　さっきは無視を決め込んでいたユキちゃんだが、今度は呼び出しに応えて俺の影かげから姿を見せてくれた。

　だがやはり不ふ機き嫌げんなのか、俺の側そばへ寄らずに部屋の隅すみで背を向けて丸まった。

「んんん～？」

　チロチロと俺の方を振り返って探さぐるような仕草で尻しつ尾ぽを動かしているので、全くの無関心というわけではないらしい。

　やはり眠ねむっている間に無意識の内に嫌いやなことでもしたのかと思い、謝るためにユキちゃんへ大おお股またで近づいた。

　その小さな身体からだを掬すくうようにして抱き上げると、ユキちゃんは暫しばし俺の目をじっと見つめていた。

　とりあえずいつもの定位置である肩かた口ぐちへユキちゃんを張りつかせれば、小さな声で鳴いて首元へ頭をこすりつけてくれた。

　それにお返しだとばかりに、ぐりぐりと俺からも頰ほおで押さえてやれば、今度こそユキちゃんは大喜びして俺に思い付く限りの攻撃を仕し掛かけてきた。

　うん良かった。ご機嫌は直ったようだ。

　時折視界に入る引っ搔き傷と歯形を見ながら、今度はユキちゃんを寝ね潰つぶさないよう気を付けようと心に決めたのだった。
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　八ツ半（午後三時）頃だった。

　夕食の買い付けのため陽太と城下町の市を回っていると、街かい道どうへ延びる通りの向こうから誰だれかが大声で何かを叫さけびながら此方こちらへ向かってきた。

　先さき程ほどまでの賑にぎわいと違い、ザワザワとした騒さわがしさに俺達は首を傾かしげて通りの先に目をやった。

「前を開けろ！　蹴けられたくなければ道を譲ゆずれー!!」

　見ると、武士らしき身なりの男が青ざめた顔で馬を走らせて通りを過ぎて行くところだった。

　脇わき目めもふらず馬が駆かけ抜ぬけたせいで砂すな埃ぼこりが舞まい、背の低い子供らが砂さ塵じんを吸って咳せき込んでいる。

「騎き乗じようしたまま駆けるなんて珍めずらしいな。何かあったのか？」

　町の中では馬から下りて手綱を引っぱるのが暗黙のルールのはずだ。

「恐おそらく長おさへ宛あてた火急の伝令だと思います。馬の鞍くらに郷田家の家か紋もんがあったので、西の方から夜通し駆けてきたのでしょう」

「……へぇ」

　ねぇ陽太くん。君は一体どんな視力をしているんだい？　馬の鞍に描えがかれている家紋って、せいぜい五百円玉くらいの大きさだよね？　それが肉眼で確認できるとか、どういうことなの。

　それにしても、伝令か……。

「師匠に伝えた方が良いな。陽太、戻るぞ」

「はい！」

　何か大きな問題なら長から頼たよりにされている師匠が呼ばれると思い、俺達は急いで家への帰路を駆けた。

　買い物の途と中ちゆうだが、まだ根野菜しか買っていないので家に置いておいても傷いたむ心配はない。

　玄げん関かんの板戸を勢いよく開くと、来客用の座敷で師匠がお茶を啜すすっていた。

「何じゃ、もう夕ゆう餉げの材料が揃そろったのか？」

「いえ、城へ郷田家からの伝令が向かうのを目にしましたので」

「郷田じゃと？　……西にし鬼おにとの里境を領地にしておる家じゃな」

　藤見家が南鬼との里境を守っているように、他にも西鬼や北鬼との里境を領地に含ふくんでいる名家がある。

　今回伝令がきた郷田家は、最近怪あやしい行動が目立つ西鬼との里境を守っている名家だ。

　そこから火急の知らせが来たということは、十分に警けい戒かいしなくてはならない事態なのだと想像できる。

「やはり西鬼に関係することでしょうか」

「さて、それは伝令の内容を聞かねば分からん。二人とも支し度たくを整えるんじゃ。わしと共に城へ向かうぞ」

「「はい」」

　部屋に一度戻った俺達は、文ふ机づくえの上にあった師匠の手本の符や自作の符を引っ摑つかんで懐ふところに入れ、玄げん関かん先さきへ集合したのだった。







　俺達が城へ到とう着ちやくした頃にはすでに伝令が来たことが城内に知れ渡わたっており、広間には地位の高そうな人達が疎まばらに集まっていた。

　内容は先に長へ伝えられているようなので、それを皆みなに伝える場だと思ってよさそうだ。

　俺達が広間に入ると、上座で難しい顔をしていた長が師匠を見て少し和やわらいだ表情になる。

「ああ、来てくれたのか。今人を呼びにやるところだった」

「伝令の早馬が駆けるのを見ておりましたので。同席させても宜よろしいですかな？」

「……いいだろう。後ろに控ひかえさせておけ」

　チラリと俺達に目を向けた長は、神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。師し匠しようの言葉には伝令の目もく撃げき者が俺と陽太であると含ませていたようだ。同席の許可も、俺達に対してのものだろう。

　が、伝令の瘦やせた男は訝いぶかしそうな目で俺と陽太を見ていた。重要人物が集まる場にいるには相応ふさわしくないと思ったのかもしれない。

　しかし長が許可した以上、表立って文句を言えなくなった。男は不満げな視線を俺達に送り続けていた。

　師匠は長の信しん頼らいが厚い臣下なので、座る場所はかなり上座に近い。その傍かたわらに控えさせてもらうのは少し気き後おくれしたが、周りはそれほど気に留めていなかった。

　それよりも伝令の内容が気になって仕方がないようだ。ただ座っているだけでも様々な憶おく測そくが飛び交かって、気弱そうな臣下は顔を青ざめている。

「郷田家は己おのれの武の才能に誇ほこりを持つ家です。あまり他者を頼らないことで有名なのですが、そんな彼らが伝令を送ってきたことが事態の深刻さを語っているのだと思います」

　陽太の解説に、俺はなるほどと思いながら頷いた。

　基本的に何でも自分達で解決してしまう人達が、わざわざ伝令を使ったことが混乱に拍はく車しやをかけている。

　単なる報告なのか注意なのか、救助要よう請せいなのかは分からない。しかし良からぬことであるのは誰もが感じているようだった。

「（──お）」

　俺達が腰こしを落ち着けてから程なくして、婿むこ候補の一人である郷田さんが複雑そうな表情で広間へ入ってきた。

「清せい十じゆう郎ろう様っ……！」

「お主は確か──」

　瘦せた男は郷田さんと面識があるらしく、細い身体からだをぶるぶると震ふるわせながら郷田さんの名前を呼んだ。

　長は郷田さんと目が合うと、顎あごと視線で伝令の男を見やった。男と同じ、広間の中央へ座れと指示したようだ。

　男は郷田さんに伝令の内容を聞かせるべく、耳打ちをしようと体を寄せた。

　ぼそぼそと聞かされる内容に、郷田さんの表情が徐じよ々じよに難しいものへ変化していった。

　すぐに長から俺達へも同じ内容のものが聞かされると思うが、郷田さんの様子を見ていると状じよう況きようは良いとは言えないように思えた。

　そして最後に武士体ていの男がひとり姿を現した直後、長がわざとらしく大きな咳せきをすると瞬またたく間に広間に静せい寂じやくが訪おとずれた。

「これで全員揃ったようだな」

　武士体の男は鬢びんに白いものが交じっていて、それなりに高こう齢れいだと思ったが男の身体は大きく肉体年ねん齢れいは若そうだ。

　胸が厚く腰が据すわっている。全身に引き締しまった筋肉がつき、武芸で鍛きたえた体であることは一目で見て取れた。

　キョウ様の父で、藤見家の頭領を務める義正様に似た雰ふん囲い気きを持っている。

「お待たせしてしまいましたかな、克彦様」

「急に呼び付けたのは此方だ。すまないな──蒲生がもう」

　老人の武士は、蒲生さんというらしい。

　低く力強い声は、それほど音量を出していなくても俺達の耳へよく届いた。

「皆もよく集まってくれた。郷田家からそこの男が伝令として駆け込んできた」

　何度か深く深呼吸した長おさは、郷田家からの伝令の内容を口にし始めた。

「郷田の地にある最西の村が焼き討うちにあった。村は壊かい滅めつ状態にある」

　ザワッと事態を知らされていなかった重臣達から戸と惑まどいの声があがる。

　三百年ほど前に東西南北の鬼一族の間で結ばれた停戦協定があったので、今こん日にちまでそのような物ぶつ騒そうな事件は滅めつ多たに起こらなかったのだろう。

「一晩で民家は全すべて焼け焦こげ、村人は生存者はおろか、遺体すら見当たらない状況だ」

「っ……一体どのような手法でその惨さん劇げきが生まれたのですか」

　家臣達は恐きよう怖ふに身体を震わせた。一人が疑問を口にすると、矢や継つぎ早に他ほかの者も疑問に思っていることを口にし出して広間は再び騒そう々ぞうしくなった。

「郷田家は西鬼との里境を守っておる。こ、これはまさかっ」

「おお、西鬼が関かん与よしているかもしれぬぞ！　他の地にも警戒を呼びかけねば……」

「援えん軍ぐんの要請となれば戦いくさが始まるのも時間の問題ということか？」

「敵の数や戦法は分かっておるのだろうか。郷田だけで対処できぬ手て練だれとなると……」

「村人が奇き妙みような消失をとげている以上、鬼道術の使い手が居るかもしれんな。武士だけでは解決できんと判断したのでは？」

「なるほど、では裡念殿どのに要請を？　裡念殿ほどの鬼道術の腕うで前まえであれば何か打開策が──」

　東条に仕えるというだけあって、家臣達が挙げる憶測や対処法は的を射たものが多い。

　しかしそれは推測の域を出ておらず、様々なパターンについて慌あわてているだけだった。

　長もその意見の飛び交いが無む駄だだと思っているらしく、上座から騒さわぐ家臣達を見て顔を歪ゆがめていた。

　その時。

「郷田家からの要請はどのような内容だったのでしょうか」

　と師匠が普ふ段だんあまり出さない大きめの声で尋たずねると、憶測を口にしていた家臣達の声がピタリと止やんだ。

　鶴つるの一声とはまさにこのことだろう。

　不安や焦あせりから冷静さを欠いていたことに気付いた家臣達は自分達の失態を恥はじ、気まずそうに居住まいを正して長の話の続きを待つ体勢に入った。

　答えを促うながされている長の表情は、どこか硬かたい。

「郷田からの要請が記された書状はない。故ゆえに、正式な要請があって論じているわけではない」

　またもや家臣達から声があがりそうになったが、今度は蒲生さんが大きな声で皆の疑問を代表した。

「それは腑ふに落ちませぬなぁ。その男は伝令ではなく、噓うそを言うためにこの場へ参ったということですかな？」

　ビクッと瘦せた身体を大きく跳はねさせた男の顔には、明らかな動どう揺ようと恐怖が浮うかんでいる。

　隣となりの郷田さんは無表情のままだが、その眼めは真しん剣けんそのものだった。

「それは今から確かめる。おい、お前は郷田家に仕える者で間ま違ちがいないのか」

「はっ、はい！　拙せつ者しやは郷田家に仕える、しがない雑ぞう兵ひようでございますっ」

「民家は火事で焼けてしまったと言っていたな。焼しよう死し体たいの確かく認にんもできていないのか？」

「そ、そこまでの子細は拙者にも……」

「そうか」

　短く切った長の声からは、感情を読み取ることが難しかった。

　このシンとした広間に、誰だれかが唾つばを飲むために鳴らした喉のどの音が聞こえた。それを耳で拾えるくらいには、誰も音を生じさせず、耳を澄すましていたのだ。

「どう思う」

　誰にあてたのか分からない問いに答えるのは、誰でも良かった。

「郷田の兵であるのは信じても宜よろしいかと。ですが、伝令なのかは怪あやしいですな」

「そうなると、村の壊滅話は虚きよ偽ぎの疑いもある」

「もしくは、山さん賊ぞくによる村人の虐ぎやく殺さつという可能性もあるのでは？」

「東条から裡念殿を遠ざける策かもしれません。西にし鬼おにの回し者ということも……」

「では男を尋じん問もんして吐はかせますか」

　家臣の一人が強こわ張ばった顔でそう言った。

　賛同をする声は続かなかったが、反対をする者もいない。

　この場で唯ゆい一いつ正しい情報を摑つかんでいると思われる伝令の男に向けて、皆みなの目が集まった。

「この男は──！」

　その張り詰つめた空気の中に、一ひと際きわ大きな声が上がった。

「この男は、某それがし──郷田清十郎の部下にございます。気の弱い田舎いなか者でございますが、身に余る噓で皆みな々みな様さま方を混乱に陥おとしいれることなど出来ぬ男でござる」

　武士口調でしっかりとそう言い切ったのは、伝令の男の隣で今まで無言を貫つらぬいていた郷田さんだった。

　胸を張って男の人となりを語る郷田さんは、座した位置から動いていないのに伝令の男を背に庇かばっているように見えた。そのくらい、堂々としていたのだ。

　長はそんな郷田さんに目を細めた。

「郷田はこの男の話、どう見る」

「村が壊滅したという話は真実でございましょう。しかし、己おのれが伝令という件は噓にございます」

「も、申し訳ありませんっ！　どうしても清十郎様にこのことをお伝えせねばと……!!」

　畳たたみに額を勢いよくぶつけ、その姿勢のまま涙なみだ声ごえで謝罪する伝令の男。

　何故なぜそんな回りくどい行動を取ったのかは不明だが、男が郷田さんを頼たよりにしていることはよく伝わってきた。

「なるほどな。仮にそれが本当のことだとしよう。だが虚偽の報告の可能性がある以上、東条の兵を全て向かわせるわけにはいかない。それは分かるな？」

「もちろんでございます」

「しかし村ひとつが壊滅し、原因が不明だと言われて軽視できるはずもない」

「それにつきましては、我が郷田家が調査を……」

「むろん、それを疑っているわけではない。だが見過ごせない以上、調査を目的とした部隊を東条から派は遣けんする。郷田は明朝、その者達と共に出立しろ」

「はっ」

「蒲生、お前を派遣隊の将に任ずる。兵の選せん抜ばつはお前に任せるが、郷田の方で手は打ってあるはずだ。極力人数を減らす方向で検討してくれ」

「御ぎよ意いに」

「吾妻、各地への伝令は」

「忍しのびを各領地へ向かわせております」

「他の者は蒲生から詳くわしい報告があるまで待機だ。男と郷田の処分も追って決める」

　長の指示は早かった。

　少し前から東鬼一族のあらゆる場所で西鬼らしき者が怪しく動いていると知っているからだ。

　きっと、蒲生さんが郷田の地から援軍を要よう請せいした時には準備が整っているのだと思う。

　先々を予想して、いつ如何いかなる時にも最善を選せん択たくして動けるように采さい配はいを取るのが長おさという人なのだろう。

　そんな長の指示に従う吾妻さんも、他の家臣達も、その眼には怯おびえは見えず戦いに備える強者の姿を連想させた。

　そうした緊きん迫ぱくした空気が流れる中。

「克彦様」

「どうした、裡念」

　上座から家臣を名指しにして次々と指示を出していた長に、師し匠しようが声を掛かけた。

　多くの家臣が退室したため広間には人が少なくなっているが、今回の事件の調査に関かかわる重要人物達は座したままだった。

　彼らの目も、突とつ如じよ長の名を呼んだ師匠へ注がれた。

「此度の件、何やら奇妙な話ですので弟で子しを蒲生殿どのの隊に同行させて頂きたく思います」

「ほう。理由を聞かせろ」

「郷田家は武術に長たけている分、鬼道術に少し弱いのが難点です。もし村の壊かい滅めつに西鬼が関わっていた場合、それなりの術者が一人は必要かと」

　なるほど、尤もつともな話だ。

　キョウ様や陽太は武術と鬼道術のどちらも優すぐれているオールラウンダーだけど、全すべての人が万ばん能のうだとは限らない。

　だから師匠は、蒲生さんの部隊に鬼道術の使い手──自分の弟子を加えた方が良いと進言しているのだ。さすが師匠！

　……それにしても、師匠の弟子かぁ。お城仕えの鬼道術使いとかかな。事件調査の助すけっ人ととして推すい薦せんされるなんてかなり優ゆう秀しゆうな人材みたいだ。

　俺より先に師匠の弟子になっているということは、俺にとっての兄あに弟で子しか。

「よし、いいだろう。お前が推挙するくらいならば、役に立つのだろう」

「ありがとうございます。弟子になってまだ日は浅いですが、実力は保証致いたします」

　うんん？　確か師匠って長い間弟子を取っていなかったと聞いていたんだけど。隠かくし子ならず、隠し弟子でもいたのかな。……って人が居て欲しいんですけど。

　背筋に冷や汗あせが一筋流れるのを必死に気のせいだと思いながら、俺はこれ以上周りの話を聞かないよう耳を塞ふさごうとした。

　が、虚むなしくもその行動は一歩遅おそく。こっそりと俺達に言葉を紡つむぐ師匠の目に捕つかまった。

「東条にある結界の術者である以上、わしは東条から離はなれることができぬ。しっかりと蒲生殿の役に立ってくるんじゃぞ」

　うわあああん、師匠の弟子ってやっぱり俺達のことー!?　やだやだ行きたくない、怖こわいから東条から出たくないー!!　一晩で村人全員が消えちゃったんだよ？　どう考えてもホラーだよね、お化けの仕し業わざに違ちがいないよ!?

　もはや俺の背中の冷や汗は一筋どころではなく、ダラダラだ。

　きっと顔色も悪く動どう悸きが激しくて息切れもしているはずだ。だから誰かドクターストップをお願いします！

「しっかりと、役に立ってくるんじゃぞ」

　あっ。こりゃ無理だ。大事なことなので二回も言われちゃったし、撤てつ回かいをお願いしたくても既すでに長の姿が広間から消えている。

　陽太は陽太で師匠の言葉に元気良く頷うなずいていて……。藤見恭、完全に退路を断たたれました。

　こうして、不幸な俺と陽太は東条の派遣隊と同行することが強制的に決定されたのだった。
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　東の空が茜あかね色いろに染まり、長屋から戸を開ける音や控ひかえめな音量で挨あい拶さつを交かわす女たちの声が聞こえてくる。あと一いつ時ときほどすれば、町も朝の活かつ況きようを呈ていしてくるだろう。

　緊きん張ちようして眠ねむれなくなると思ったが、爆ばく睡すいしたため体調は良好。

　朝あさ餉げに苦手なニンジンも入っていなかったので胃も軽く感じる。

　着付けを手伝ってくれた陽太が、最後に羽織を身に纏まとった俺を上から下へ何度も確かく認にんして『さすが恭様ですね』と満足そうに笑ったことでちょっぴりテンションも上がった。

　だがそんな気持ちもすぐに沈しずみ、俺はげんなりとした顔で東条の城にいた。

　昨晩は陽太が甲斐かい甲斐がいしく旅の支し度たくを整えてくれたおかげで準備万ばん端たんだ。

　袖そでにはありったけの符を仕込み、師匠が護身用だと渡わたしてくれた符も懐ふところに入れた。

　ホラー事件の現場へ向かうのが嫌いやすぎて全身全ぜん霊れいを込めて『悪あく霊りよう退散』と書いた符も用意してみたが、文字を書いても光らなかったので効果は付ふ与よされていない。単なる気休めだ。

　表門を少し過ぎたひらけた場所には帯刀をした武士らしき人達が集まっている。

　東条から郷田への派遣隊の武士の数は二十人ほどらしく、その数だけの馬が使用人に手綱を引かれて待っていた。

　その光景を見て、俺は口元を引き攣つらせて青ざめる。何故なら、乗馬なんて一度も経験したことがないからだ。

「馬での移動とは……」

「郷田の地までは馬で一日半ほどでござる。明日の日暮れ前には目的の村へ着くでしょう」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた俺の言葉に、いつの間にか近くに立っていた郷田さんが返事をしてくれた。

　その親切な答えに、徒歩で向かうなら何日の計算になるのか本気で尋たずねたくなった。

　独りぼっちで放置されても構わないので、俺一人だけ徒歩で現地へ向かうということはできないのだろうかと遠い目をしてしまうくらいには、乗馬が嫌だ。

　しかし現実は非情で無む慈じ悲ひだった。

　既に馬達は人を乗せる準備が整っているようだ。背に鞍くらが付けられており、ハミも嚙かまされている。

「全員揃そろったようなので出立する！　皆みな、馬に乗って儂わしに続けー！」

　まるで戦場へ赴おもむく将軍のような気き魄はくで武士達に指示を出す蒲生さん。

　周りの武士達も士気を上げて次々と馬に跨またがって準備を整えるが、俺の心境はお化け屋や敷しきへ入場する前と同じだった。

「恭様、馬を適当に選んできたのですが大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　陽太が連れてきたのは、鹿か毛げの大人しそうな馬だった。その後ろには栗くり毛げの馬を引いた使用人らしき男性がいる。そちらが陽太用の馬らしい。

　俺にはどんな馬が良いか分からないので、見た目通り馬が大人しい性格であるよう願いながら頷いた。

　陽太は俺が馬の左側に立つような位置に馬を移動させると、にっこりと笑って騎き乗じようを促うながしてきた。

　今いま更さら「実は馬に乗れません」とは言い出せない雰ふん囲い気きなので、テレビで見た乗馬番組や競馬中ちゆう継けいの記き憶おくを探さぐって見よう見まねで乗馬を決意した。

　左手で手た綱づなとたてがみを一いつ緒しよに摑つかみ、左足を鐙あぶみにかけて右手で鞍をつかんだら右足で踏ふみ切って体を持ち上げる。

　ぐんっと高くなった視界におっかなびっくりな声が出そうになるが、何とかそれを我が慢まんして馬のお腹なかやお尻しりを蹴けらないよう鞍を跨またいだ。

　馬を驚おどろかせないよう静かに鞍に座り、バランスを崩くずさないよう正しい姿勢を心こころ掛がけた。

「（の、乗れた……かな？）」

　たぶん、何とか様になっているのではないだろうか。

　心臓がバクバクして今にも呼吸困難に陥おちいりそうだが、それが落ち着くまで馬のたてがみを撫なでたり手綱のねじれを直したりして息を整えた。

　そして鼓こ動どうが落ち着いた頃ころに気が付いたのだが、どうやら乗馬初心者の俺はキョウ様の感覚が無意識の内に働いて馬上で安定した姿勢を保っているらしい。

「（これなら問題なく馬を走らせそうだな）」

　城門から出ていく蒲生さん達に続き、俺と陽太も馬の腹を軽く蹴って郷田の地へ向かった──。










　俺は最さい後こう尾びでゆっくり進むつもりだったのに、どうやら俺を乗せたお馬さんは自分が先頭じゃなきゃ嫌みたいです。

　いつの間にか派は遣けん隊の先頭に立っていた俺は、蒲生さんと郷田さんの二人と肩かたを並べるようにして馬で駆かけていた。

　初心者の乗馬と言えばお尻が痛くなるのが当たり前だと思っていたのだが、乗馬の腕うで前まえも超ちよう一いち流りゆうのキョウ様の感覚のおかげで身体からだに掛かかる負ふ荷かも少なかった。

「あまり飛ばしすぎると馬が潰つぶれるぞ。まぁ、東条の馬は一日や二日走りっぱなしでも問題ないようには訓練しているがな！」

　声は大きいものの、蒲生さんは俺が思っていたよりフランクな性格の人だった。

　東条の武士を束ねるという地位にあるので威い厳げんを放っているように見えるが、鍛たん錬れん以外では非常に付き合いやすいという評価らしい。

「裡念の弟で子しと聞いたので、吹ふけば飛ぶような男かと思えば腕うでも立ちそうだな。今度稽けい古こを付けてやろうじゃないか」

「……機会があればお願いします」

　はっはっは！　と師し匠しようとは違った元気な笑い声を上げる蒲生さん。

　彼なりの誘さそい口上だと思うのだが、それは激しく遠えん慮りよさせて頂きたいと心の底から思った。

　出立前に郷田さんが教えてくれた通り、郷田の地までは馬で一日と半日かかる距きよ離りだと蒲生さんにも説明された。

　蒲生さんが自じ慢まんするだけあって東条の馬は疲つかれ知らずで、途と中ちゆう腹ごしらえと休きゆう憩けいのために寄った町や村で馬を替かえる武士は一人もいなかった。

　そして、陽ひが西に傾かたむいてきた頃。

　郷田さんを先頭にした東条の派遣隊は目的の村に到とう着ちやくした。

　焼き討うちにあった村の次に西にし鬼おにの里境に近いという村には、ピリピリとした空気が漂ただよっている。

　俺達へ向けてくる目には恐きよう怖ふと不安ばかりで、あまり歓かん迎げいされていないことに気付いた。

　もうひとつ気になるのは、その感情の中に怒いかりに似たものがあることだ。

　俺が村人なら、事件調査や解決のために訪おとずれた人に期待するのだけど、この村の人達からはそれが感じられなかった。

「恭様、この村は焼き討ちの件以外にも問題を抱かかえているようです」

　隣となりで村の様子に目を光らせていた陽太が、ある方向を見つめながら俺にそう言った。

　同じように目を向けると、そこには人だかりができていた。それは男の集団らしく、身なりには統一性がなかった。

　陽太を連れて近づけば、集団は村の男達と武士の格好をした者達だと分かる。恐おそらく、事件の調査のために訪れている郷田の武士だ。

「……っけんな！　もっと──せ!!」

「──から、……だ」

　どうも武士には争う気がなく、村の男達が武士に突つっかかっているように見える。

　俺達は彼らの温度差に首を傾かしげながら、東条からの派遣隊の責任者である蒲生さんと郷田さんが介かい入にゆうするのを遠巻きに眺ながめた。

「何を騒さわいでいるのでござるか。争っている場合ではなかろう」

「お主らも武器を持ち出すのは止やめておけ。斬きり殺されても文句は言えんぞ」

　武士と男達の間に割り入った二人は、郷田さんが武士を、蒲生さんが村人をといった風に落ち着かせている。

　蒲生さんの指し摘てき通り村人の手には金かな槌づちや鍬くわが握にぎられており、一いつ触しよく即そく発はつだったのだと分かった。

　彼らは不服そうな顔をしながらも第三者の介入で少し冷静さを取り戻もどしたようだ。

　しかし、その内の一人である武士が郷田さんの顔を見て不ふ機き嫌げんな顔を一転させた。

「これはこれは、郷田清十郎殿どのではありませぬか」

「チッ、やっと本家様のお出ましか？　初めからそうしてりゃぁ良いものを」

「くははっ、本家の御ご仁じんがこんな村に来るわけなかろう。この方は分家だ、分家」

「何だって？　てめぇらは一体どこまで俺達を馬ば鹿かにすれば──」

　やっと仲ちゆう裁さいできたのに、郷田さんを馬鹿にしたような態度をとる武士のせいで台無しになった。

「某それがしは確かに分家の者でござるが、責務は全まつとうしまする。貴き殿でんにも後で話を伺うかがいたい」

「……ふん、勝手にしな」

　しかし再び口論が始まりそうな場を郷田さんが無理やり抑おさえ、何とか村の男達と武士を離はなすことに成功した。

　聞いていると本家やら分家やらの言葉が出てきたが、それが今回の事件に何か関係しているのかと首を捻ひねってしまった。

　郷田さんはとりあえず顔見知りの武士に話を聞くことにしたらしく、質問を口にした。

「この先の村が焼き討ちにあったと聞いたのだが、子細を教えてくださらぬか」

「子細も何も、言葉のままですよ。村が一つ焼かれました、で終わりです」

「それだけでは分からぬ。村の様子や生存者についても聞かせてほしいのだ」

「無理ですねぇ。だって、村の調査へ向かった先発隊十名からの音おと沙さ汰たがないのですから」

「それは、どういうことでござろうか」

「村人と同じで行方知れずという意味ですかね」

「叔父おじ上うえ達は何をなさっておいでか。二次被ひ害がいの可能性もあるのでは？　それに、調査をするならもっと人員を要よう請せいして──」

「これ以上の人員を村一つのために用意しろと？　相変わらず分家の方は馬鹿なことを仰おつしやる。第二陣じんが用意されただけでも珍めずらしいというのに」

　ハッ、と小こ馬ば鹿かにしたように郷田さんを鼻で笑った男に、埒らちがあかないと思った。

　この様子では事件の詳しよう細さいを聞き出すどころか実になる話すらできないだろう。

　そう思ったのは俺だけではなかったらしく、蒲生さんは東条の派遣隊の武士達に各自休憩を取るよう指示を出していた。

　果たして、東条の派遣隊はいつ動けるようになるのか。下手をすれば、一、二日はこのままかもしれない。

　郷田の問題にいきなり口を挟はさむわけにもいかず、蒲生さんは不服そうな顔でその辺にあった床しよう几ぎに腰こしを落とした。こういった面になると、どちらかと言えば気が短いようだ。

　そんな彼らを尻しり目めに、俺は陽太と二人で村人の話を聞いてみようと決めた。







　どうやら職人が多く暮らしている村のようで、大きくはないが家の造りや軒のき先さきに並ぶ道具類が一いつ般ぱん的な民家より上等だと感じた。

　しかし余所よそ者が自由に歩き回っているのが不安なのか、声を掛けようにも無視をされて話を聞けそうな人に辿たどり着けなかった。

　そうして少し気落ちしつつも村の様子を窺うかがい歩いていると、身近から大きな声が掛かった。

「アンタは……あの時の旦だん那なじゃねーか！」

　突とつ然ぜんの声に、誰だれのことを言っているのだろうかと振ふり返ってしまった。

　視線の先には、槌つちを手にしている大おお柄がらな男が立っている。どこかで見覚えのある顔だ。

「俺だよ俺！　旦那に東条の城下町で助けてもらった、ならず者の吾ご助すけだ！」

　吾助という名前には聞き覚えがなかったが、彼の説明でピンとくる出来事は確かに俺の記き憶おくに残っていた。

　彼は確か、東条の城下町で腕に変な呪のろいのようなものを受けていたチンピラのリーダーだ。

　城下町で絡からまれて街かい道どうまで追い駆けっこをしたという嫌な記憶まで蘇よみがえったが、見覚えがあるはずだ。

「城下町で……あー、ああ！　腕に術を施ほどこされて苦しんでた──」

「そうそう、旦那とこっちの坊ぼう主ずに世話になった俺だ！」

　馬を預けに行っていた陽太が戻ってくると、吾助と名乗った男は手を叩たたいて更さらに喜んだ。

「あれから見かけなかったので少し気になっていたんだ。どこも問題なさそうで安心したよ」

「へへっ、ありがとうよ。俺はもともとこの村の出身なんだ。旦那に助けてもらってから改心したんで、一から修しゆ行ぎようし直してるところだ」

「吾助はもともと腕の良い奴やつだから、すぐに一人前にならぁ」

　いつの間にか吾助の知人らしき村の男達も集まっていたらしく、話に加わろうと俺達を囲んでいた。

　幸いなことに吾助は村の住民達から人望が厚いらしく、その吾助の恩人となる俺への態度も瞬またたく間に変化していった。

「本当に旦那達には感謝してるんだ。命が助かったのも有り難がたいが、大事な商売道具である腕が無事に残ってくれて本当に良かった……。無くなってたらと思うと、今でも肝きもが冷えるぜ」

　左ひだり腕うでを大事そうにさする吾助の目には薄うすく涙なみだが浮うかんでいるように見えた。そんな風に心から喜んでもらえるなんて、助けた側としても嬉うれしいものだ。

　それにしても、腕が商売道具ということは吾助も職人か何かなのだろうと思った。

　身体からだも大きくて力がありそうなので大工か何かだと思ったんだけど、当たってるかな。

「おっと、そう言えば旦那の名前を聞いてなかったな。教えてもらってかまわねぇか？」

　吾助にそう言われて、俺は自分がまだ名前を伝えていなかったことを知った。

　特に隠かくす必要もないので、隣に控ひかえている陽太の紹しよう介かいも兼かねて吾助の質問に答えた。

「俺の名前は藤見恭だ。こっちは従者の篠崎陽太という」

　簡単な紹介なので陽太はぺこりと頭を一度下げるだけだったが、やはり吾助の知人という効力もあって好意的にとってもらえている。

「藤見に、篠崎？　へええぇ、旦那は藤見の御ご子し息そくか。そりゃあ他ほかの武士達と違ちがうわけだ」

「するってぇと藤見様や。あの噂うわさは本当なのかい？」

「噂？」

「あっ、アレか？　昔話に出てくる伝承の刀を受け継つぐ者に選ばれたって話！」

「おお聞いたことあるな。ご神しん託たくがあったから旅に出たんだっけか？」

　広まってるー！　藤見の地だけじゃなくて東ひがし鬼おに一族全体に広がってるー！　しかもちょっと間違ってるー!!

　どうしよう、これまた「ちょっと刀を見せてくれない？」って流れだよ、やだー！

「もちろん全すべて真実です。ここ何代も伝承の武器を手にされた方はおりませんが、我が主あるじである恭様が五年もの長期に亘わたる旅にてその糸口を摑つかみ、こうして今に至るわけです！」

　ちょっと陽太くんドヤ顔で吾助達に熱く語ってるみたいだけど、一いつ旦たん黙だまろうか！

「鍛か冶じ職人の俺達にゃぁ興味が尽つきない話題だぜ」

　目を爛々と光らせた吾助は俺の腰にある刀へ目を注ぎ、興奮冷めやらぬ様子で拳こぶしを握にぎっている。完全に否定するタイミングを逃した。

「ああ、吾助は鍛冶師なのか。だから槌を持ってるんだな」

「これは師し匠しようのものを譲ゆずり受けたんだ。一年くらい前にさ、師匠が急に亡なくなっちまって……。だからあんな荒あらくれ者になって馬鹿ばっかりやってた」

　当時のことを反省する吾助は、苦笑いで自分の頭をぽりぽりと搔かいた。

　確かに城下町で絡まれた時は小者臭が半はん端ぱじゃないチンピラだったけれど、こうして目標に向かってやり直しているなら関かかわった側としても嬉しいものだ。

　吾助なら、あのチンピラの下したっ端ぱ達にも改心するよう諭さとしているだろう。

　そうした束つかの間の和なごやかな空気が流れるところへ、砂利じやりを踏ふみしめながら一人の武士が俺達へ近づいてきた。

「藤見殿どの、少し話をしても宜よろしいでござるか」

　武士は妙みように真しん剣けんな眼まな差ざしで俺を見つめる郷田さんだった。

　先さき程ほどまで話していた嫌いやみな武士から解放された郷田さんは、引き出した情報を俺達に伝えるために来てくれたのだと思う。

「ええ、構いませんよ。場所を変えましょうか？」

「いや、時間が惜おしいのでここで構わぬ」

　吾助や他の村人達の前なので場所を移動したり声を潜ひそめたりするのかと思ったのだが、人に聞かれても差し支つかえない話のようだ。

「某それがし、第二陣の十名を率いて村の再調査と行方ゆくえ知れずになっている先発隊の捜そう索さくへ向かうことになったでござる」

「なるほど。ではその第二陣に東条の派は遣けん隊も同行するのですね」

「残念ながら、東条の隊はこの村の警備を任せたいのでござる」

　郷田さんがそう説明した途と端たんに、村人達の顔色が変わった。

　吾助は俺の隣となりで槌の柄えを強く握りしめて郷田の武士達を睨にらみ据すえている。

　他の村人の中には顔が紅潮して赭あか黒ぐろく染まり、目が憤ふん怒ぬでつり上がっている者も確かく認にんできた。

　憤怒に震ふるえ、今にも斬きりつけかねない剣けん幕まくだった。

　だが村人達は爆ばく発はつしそうになる気持ちを何とか堪こらえ、低い声をしぼり出した。

「おいおい、たった十人で再調査だと？　お侍さむらい様は領地の民たみを見捨てる気なのかよ」

「吾助、抑おさえて。……ですが郷田殿どの、私も再調査にしては人員が不足しているのではないかと思います。東条の派遣隊もおりますので、蒲生殿に助力の話を──」

「藤見殿や村の方々の意見も尤もつともでござる。しかしこれは郷田が解決せねばならぬ問題。東条の隊は待機して頂くよう、蒲生殿にも話を通して参った」

「蒲生殿がそれで良いと仰おつしやったのですか」

「……話は以上でござる。出立の準備があるので失礼する」

　最後の質問に、郷田さんは目を伏ふせただけで答えは返してくれなかった。

　少し疲つかれた様子で足早に去っていく郷田さんを見送った俺は、後ろで未いまだ沸ふつ々ふつと怒いかりに顔を歪ゆがめている吾助へ向き直った。

「止めてすまなかった」

「いや、旦那達の話に割り込んだのは俺の方だ。こっちこそすまねぇ」

「気にしないでくれ。しかし、話には聞いていたが郷田家は複雑な事情があるようだな」

「まぁな。正直、郷田なんて名ばかりで領地を統すべるには力不足だ」

　郷田さんには悪いが、彼の本家は俺の想像している武士像とは違っていると思った。

　弱きを助け、強きを挫くじく。それが武士だと勝手に思い込んでいた。

「旦那達が来てくれたのも、郷田家にとっては予想外なんだろうな」

「どういう意味だ？」

「郷田の今の頭領は外そと面づらだけ良くて内面は腐くさり切っている悪党って話だ」

　男達は少し声を潜めて、内ない緒しよ話ばなしをするように俺達にそう言った。

　過去に大声でその話題を出し、嫌いやな思いでもしたのだろうか。男達の中には強こわ張ばった顔をしている者も少なくない。

「つまり今回の焼き討うちの件も、郷田家は東条へ知らせる気がなかったということですね」

　陽太の言葉に、吾助をはじめとする村の男達が頷うなずいた。

「さすがに他所よそから来た旦だん那な達でも気付くか。郷田家より上に報告が回ったのは伝令の瘦やせた男──梅うめ吉きちが単独で行動したかららしいぜ」

「梅吉は焼き討ちにあった村の出身だ。平吉って名前の兄貴と二人暮らしだったんだが、五年ほど前に運良く郷田家の雑ぞう兵ひよう募ぼ集しゆうに引っ掛かかったんだ」

「田舎いなか者だからという理由で酷ひどい扱あつかいを受けて、最終的には分家に回されたって聞いていたが、何故なぜか辞やめなくてなぁ」

　分家に回されたというのは、恐おそらく郷田さんの所のことだ。

　だから梅吉という伝令の男は東条へ馬を走らせ、わざと大おお袈げ裟さに事態を報告した。

　郷田家の指示に従っていれば、今回の事件を報告しないままにするか、単なる村の火事だと報告されてしまうからだ。

　蒲生さんがその事実に気付いていないとは思えないので、彼が静観している間は俺もその姿勢に従おうと決めたのだった。

　それから四半刻ほど後──。

　郷田さん率いる第二陣じんの十名が焼き討ちにあった村へ出発した。

　俺と陽太はそれを見送った後、吾助や鍛冶村の人達から被ひ害がいにあった村や郷田の先行部隊について聞き込みを行った。

　だが、探たん索さくの役に立つようなことは聞き出せず時間だけが無む駄だに過ぎていくばかりで底知れぬ不安も大きくなっていく。

　一度蒲生さんと相談してみようかと考えながら、俺は集会所へ続く道を歩いた。

　その間も、肩かた口ぐちで毛を逆立てているユキちゃんの機き嫌げんは未だ悪いままだった──。
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　既すでに暮れ六ツ（午後六時）は過ぎ、辺りは濃こい暮色に包まれている。

　郷田は第二部隊の十名と共に焼き討ちにあったという村に到とう着ちやくし、辺りを見回っていた。

　報告にあった通り、村は火こそ消えているが全ての家が黒く焼け焦こげており悲ひ惨さんな状態だった。

　家であった建物の残ざん骸がいから出て数歩歩けば、郷田が歩いたとおりに煤すすの足あし跡あとが残っている。

　一通り村の中を歩いて調べたところ、分かったのは郷田より先に何者かが村を歩き回った痕こん跡せきが残されていたこと。

　多人数の足跡はどれも煤で汚よごれていた。つまり、家が焼け落ちた後のものである。それは郷田家の先発隊の者達も生存者の捜索や村の調査を行ったということにも繫つながる。

　村の生存者については未だ不明だが、先発隊が村へ着いていたことは証明された。では、その後どこへ行ったのか。

　顎あごに手をあてて考えに耽ふける郷田の頭に浮うかぶのは、生存者が他ほかへ移動した可能性だ。

　恐らく先発隊も同じことを考えて捜そう索さく範はん囲いを拡大したはず。

　この村までの道中、村人の気配や死体は確認できていない。西にし鬼おにとの里境に一番近い村なので、これ以上西へ向かっても深い森が広がるだけだ。

　西鬼との里境はこの深い森を抜ぬけた先にある。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる草木は陽ひの光を遮さえぎり、昼間でも薄うす暗ぐらい森に好き好んで長居をする者はいない。

　停戦協定と、不気味なまでに暗い森が西鬼の侵しん略りやくを阻はばんでいた。もちろん、こちら側からも西鬼の領地へ出向こうなど考えもしない。

　だから何か特別な理由でもない限り、村人が全員森へ向かったとは考えられなかった。

　それをたった十名の調査隊でどこまで調べ切れるか。

　不ふ透とう明めいさばかりが目立つ今回の事件に、郷田は頭を悩なやませて眉み間けんに皺しわを寄せた。

「清十郎様、向こうに村人と思われる男が……」

「生存者か？　何か話は聞ける状態か」

「いいえ、死んでいるのではないかと思われます」

　自分を呼びにきた武士の返答に、郷田は不快を隠かくしもせず顔を顰しかめた。

　報告が曖あい昧まいなのは誰だれも検けん屍しをしていないからだ。最低でも息があるか確認するのが当然なのに、それすら怠おこたるとは。

　本家は何故こんな役立たず共を調査へ送り込んだのかと更さらに頭が痛くなってきた。

　郷田が向かった先には、武士達がおっかなびっくりな様子で叢くさむらの向こうを覗のぞき込んでいた。

　死体はそこに横たわっているらしい。

　郷田は役立たずな武士達の間を分けるように進み、死体に近づいて死に顔の脇わきに屈かがんでじっくり見た。

　身体からだを仰あお向むけにしている男は白目を剝むき、口をひらいたままだ。

　男の顔をどこかで見かけたような気がしたが思い出せなかった。恐らく視察でこの辺りに足を運んだことがあるからだろう。

　もっとも、白目を剝いて口をひらいたままの異様な死体から生前の顔は結びつきにくいが。

「この男の名は」

「さぁ。こんな端はしの村には来ませんので」

　答えた武士は死体を見るのも嫌なのか、露ろ骨こつに迷めい惑わくそうな動作で首や手を振ふっている。

　そのいい加減な返答に、よくそんなことで死体が村人だと言えたものだと郷田は悪態を吐つきたくなった。

　名や職業から生前どのような行動を取っていたか分かるかもしれないのに。

　郷田はそう苛いら立だちながら、青白い肌はだをした男へと手を伸のばした。

　亡なき骸がらの首筋に手を這はわせ、脈を確かく認にんした。

　──おかしい。

　郷田がそう感じた瞬しゆん間かん、白目を剝いていた男の目がぎょろりとこちらを睨にらみ付けた。

「ひぃっ、死体の目が動いたぞ！」

「死人が還かえりやがった……！」

　それを見た武士達は一斉に動揺した。ある者は恐きよう怖ふから逃にげ惑まどい、またある者は刀を抜いて切っ先を震ふるわせながら青白い男を警けい戒かいしている。

「清十郎様、早くそ奴やつを仕留めねば!!」

　一人の武士が郷田に向かってそう叫さけんだ。

　亡もう者じやを殺せということだが、郷田は簡単に許可するわけにはいかないと思った。

　町で娘むすめを誑たぶらかしたり年寄りから金品を巻き上げている半はん端ぱ者を成敗するのとは訳が違ちがう。相手は単なる村人なのだ。

　慌あわてふためく武士達の心境は「死者にそんな常識は必要ない」だろう。

　だがそれでも郷田は男を斬きるために刀を抜けなかった。

　何故なら、郷田が確かめた時、男には脈があったのだ。全身が青白く染まり空うつろな目をしているが、この男は確かに生きている。

　その事実を郷田が周りの武士に口早に伝えると、今度こそ武士達は散り散りになって逃げ惑った。

「待て、闇やみ雲くもに勝手に動いてはならぬ！」

　しかしそんな制止も虚むなしく。

　郷田の目には、一人の武士が何か壁かべのようなものに遮られ、その先へ進めなくなっているのが確認できた。

　──閉じ込められる！

　そう気付いた時には、既に薄うすい膜まくのようなものが郷田の第二部隊全体を包んだ後だった。
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　吾助達から話を聞いている最中、突とつ然ぜんピクッとユキちゃんが耳を動かして顔を上げた。

　必然的に俺の頰ほおに毛が当たるので釣つられて同じ方向へ目を動かすと、斜ななめ後ろで控ひかえていた陽太が砂利じやりを踏ふみしめる音がした。

　会話の途と中ちゆうで意識を別の方へ向けた俺達を、吾助を始めとする村の人達が不思議そうに見つめてくる。

「藤見の旦だん那な、何か……」

　説明を求めるような問いに答える間はなかった。

「フーッ！　[image: ]ャアアァァ!!」

「うわっ、一体どうしたんだ!?」

　肩口で全身の毛を逆立て、牙きばを剝き出しにしてとある方向へ威い嚇かくをする仔こ猫ねこ。

　そのあまりの変わり身に驚おどろいた吾助が床しよう几ぎを転がしたが、気にする余よ裕ゆうはなかった。

「陽太、蒲生殿どのは何処どこだ」

「先さき程ほど廏うまやの方へ向かわれているのを見ました」

「だ、旦那？」

　陽太を連れて廏の方へ向かう俺の後ろから、吾助の狼狽うろたえる声が俺に説明を求めるように追ってきた。

　数人分のドタドタという足音が聞こえるので、俺達を囲んでいた男達がついてきているのだろう。だが今は振り返る暇はない。

「蒲生殿！」

「おお、裡念のところの。その様子、何かあったのか」

「はい。恐おそらく郷田殿達が向かった村の方で異変が起こったかと」

　俺の突然の進言に目を見開いた蒲生さんだったが、俺の肩かた口ぐちで焼き討うちにあった村の方角へ威嚇を続けているユキちゃんを見て顔を顰めた。

「獣けものがここまで警戒するとは……」

「蒲生殿！　すぐに我らも向かわねばっ」

　話を聞いた東条の武士の一人が、顔を強こわ張ばらせて叫んだ。

　額に汗あせを滲にじませて顔を硬かたくしている武士に、蒲生さんは檄げきを飛ばすようにして怒ど鳴なった。

「騒さわぐでない！　気を静めて準備を整えよ！」

　蒲生さんの声にいっとき震え上がった武士達だが、次の間にははじかれたように動き出し、郷田さんが向かった焼き討ちにあった村へ向かう準備を始めた。

　さすが少人数ながら、蒲生さんが選んだ精せい鋭えいぞろいだ。

　キビキビとした彼らに触しよく発はつされながら俺も準備を整える。符の位置を使い易やすいよう整理し、取り出しやすいよう袖そでへ多く仕込んだ。悪霊退散の符も忘れない。

　と、そこへ武士ではない者達が職人道具を持って近づいてきた。

「待ってくれ、旦那！　俺達も……俺達も一いつ緒しよに連れていってくれねぇか」

　振り返ると、緊きん張ちようからか顔を強張らせた吾助と村の男達が集まっていた。

「いや、それは……」

「旦那達は郷田の武士に比べると土と地ち勘かんがねぇ。俺達を連れていけば、役に立つはずだ」

　確かに残っているのは東条の武士なので、この先の地形や周囲の状じよう況きように疎うとい。

　現地住民の知識は魅み力りよく的だが、武士でもない一いつ般ぱんの人達を巻き込んで良いものかと悩む。

　そっと蒲生さんへ目配せすると、少し間を置いて頷いた。

「決して儂わしらより前には出ず、少しでも危あやういと感じ取ったなら逃げ出せ。それが守れるなら好きにして構わん」

　蒲生さんの許可をもらった村の男達は、焼き討ちにあった村へ向かう班、鍛か冶じ職人の村を警護する班の二手に分かれることになった。

　彼らもまた、自分達を守るために自らの足で進み始めたのだ──。







　夜の闇やみが広がりきった頃ころに、俺達は焼き討ちにあったという村へ到とう着ちやくした。

　現代と違って街灯や民家の明りなどあるはずもなく、東条の武士達が用意した松たい明まつと月明かりだけが頼たよりだった。

　村には焼け落ちた民家らしき炭の塊かたまりがたくさんあるが、人の気配はしなかった。

　しかし村から少し行った先にある森の入り口で、やや疲労した様子の郷田さん達を見つけた。

　郷田さん達は見えない壁のようなものに囲まれ、動けなくなっているらしい。

「藤見殿どの、これは何なのか分かるかの」

「結界の一つで、罠わな結界と呼ばれるものです」

　師し匠しようの授業で習ったばかりなので、こういった基本的な問題なら俺でも回答できる。

　罠結界とは、基本的に結界と同じだが「閉じ込める」ことを目的として発動させるものだ。

「どうすれば某それがし達はここから出ることができるのでござろう」

「罠結界を解くには仕し掛かけを破は壊かいする必要があります」

　結界は形によって符を何枚使っているか分かる仕組みだ。それはもちろん、罠結界にも同じことが言える。

「郷田殿、この結界に阻はばまれる壁の通りに武士の方々に並んでもらえませんか」

「それは構わぬが、何故なぜそのようなことを？」

「結界の形が分かれば、罠の仕掛けが幾いくつか分かります」

　武士達に並んでもらうと三角形が出来上がった。師匠の部屋より少し広めの部屋が入りそうな大きさなので、十畳じよう分といったところだろうか。

「この結界は三角形なので罠を形成する仕掛けは三つですね。その内の二つを壊こわせば結界は消えます」

「ふむ、なるほど。三つめはどうするのだ？」

「結界を解くだけであれば、放置で構いません。ですが三つ目を壊すことで術者へ呪じゆ術じゆつ返しが起こるので効果的でもあります」

「まどろっこしいな。もっと手早く罠結界とやらを解く方法はないのか」

「あります。罠結果を仕掛けた術者を見つけ出し、術を解かせれば良いのです」

「では儂が東条の武士を率いて術者を仕留めてこよう。藤見殿は従者を連れて結界の解除を優先なされよ」

　結界を挟はさんで郷田さん、蒲生さん、俺の三人で顔を突つき合わせて作戦を決めていく。

　俺と陽太は罠結界の解除を優先し、蒲生さん達は術者を倒たおすことを決めた。

　郷田さんは結界から解放されたら蒲生さんの援えん護ごだ。そして残る東条の武士達は……。

「ですが、東条の武士の皆みなさんはここで足止めのようですね」

　緊張して低くなった声を出した俺の視線の先には、森の奥から青白い肌はだをした人達が捉えられている。

「旦那、あいつらあの村の住民だ！　やっぱり森の中に隠かくれていやがったのか」

「肌が真っ青だけど、生きているのか？」

　どう相手をすれば良いのか戸と惑まどう東条の武士達と吾助達に、郷田さんが大声で言った。

「信じられないかもしれぬが、村の者は生きておりまする！」

「何とっ、郷田殿それは真まことか」

「はい、脈もあり心の臓も動いております。殺してはなりませぬ」

「村人は生け捕どりじゃあ！　多少の怪け我がなら許すが決して殺さぬよう注意せよ！」

　暗くら闇やみの中、松明に照らされた森の中でワァッと多くの男の声があがった。

　そんな彼らの頑がん張ばりを耳に入れながら、焼き討ちにあった村人の捕ほ獲かくは吾助達と東条の武士に任せ、俺と陽太はその場から離はなれた。

　そして郷田さん達が縛しばられている結界から五分ほど走った場所で、俺と陽太は一つ目の仕掛けへ到着していた。

　大きな岩に貼はり付けられた符の内容は読めないが、位置的にこれが仕掛けなのだと思う。

　しかしどうやって仕掛けを解除すれば良いのか分からない。

　陽太に相談するような目を向ければ、俺に頷うなずいて解除の仕方を説明してくれた。

「恐らく符を剝はがして破いたり燃やしたりしてしまえば良いと思います」

　ということなので、俺は早さつ速そく符を剝がしてビリビリに破いた。

　符に触ふれた瞬しゆん間かんに一瞬だけビリッと静電気のようなものを感じたが、それほど痛くない。

　よし、この調子で残りも片付けてしまおう！

「恭様、残りの仕掛けは二つですが位置が正反対ですので手分けして捜さがすのは如何いかがでしょうか」

「別々に捜す、だと……？」

「同じ距きよ離りを進んだところに、同じような仕掛けがあるはずです。二人で同じ場所を捜すより術者へ呪術返しが起こる確率が高くなりますし」

「陽太は一人で平気なのか？」

「本当はご一緒して順に破壊したいのですが、急いだ方が良い気がします。ご安心下さい、恭様の身はユキが守るでしょう」

　そう言うと陽太は俺に一礼して罠結界の仕掛けがある方向へ足を進めた。

　足音はすぐに駆かけ出したものになり、叢くさむらを吹ふき抜ぬける一いち陣じんの風のような音を残して陽太は姿を消した。一人になった俺がちょっぴり泣いたのは言うまでもない。
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　陽太と別れて暫しばらく森を一人でひた走っていると、突とつ然ぜん背筋にゾワっと悪お寒かんが走った。

（──動くな）

　瞬間、脳のう裏りにキョウ様の声が響ひびいて身体からだがピタリと止まった。

　背後に物音を聞き、鋭するどい殺気を感知して振ふり返る。すると途と端たんに、カッという乾かわいた音がし、足元にあった木の根に何かが突き刺ささった。手しゆ裏り剣けんだ。

　木の幹に身を隠しながら手裏剣が飛んできた方向に目をやると夜よ影かげの中に人影があった。

　ザザザと叢を分ける音がし、黒い人影が俺の方へ迫せまってくる。獣けものを追う黒い野犬のようだと思った。

　刹せつ那な、跳とび出た影は大きな熊くまのようなものと、しなやかな獣のようなものだった。

　しかしどちらも獣ではなく、人間だ。

　大きな影は少し前に罠結界の前で別れた、東条の派は遣けん隊を率いている蒲生さん。

　もう一つの影は、藤見の地にある土地神の森でキョウ様と対たい峙じしたことのある忍にん者じやだった。

「藤見殿どの……？　このような所で何をしておるのだ」

「罠結界の仕掛けがこの辺りにあるのです。蒲生殿は何故？　それに、この忍しのびは？」

「儂は森の中で見つけた怪あやしい奴やつを追っておったのだ」

　蒲生さんが顎で指した忍者は、何故か俺を見つめている。

「ほう。見せしめに名家の一つを滅ほろぼしてやろうと思っていたのだが、随ずい分ぶんと大物が釣つれたな」

「ふっ、小こ童わつぱが。東条の臣下を代表するこの蒲生を知っているとは」

「あ？　墓に入りかけている爺じじいのことではない。お前──藤見、恭のことだ」

　そう言ってニヤリと笑った忍者に、何故名が知られているのかと眉を寄せた。

「自分の名だけが知られているのは不満か？　なら俺の名も教えてやる。俺の名は、紫雨だ」

　紫雨は抜きつける切っ先の伸のびを見切り、届かない間に立っていた。

　居合は片手斬ぎりで上体も伸びるので、両手で柄つかを握にぎった斬ざん撃げきに比べると広範囲へ攻撃できる。キョウ様も居い合あい抜ぬきの一いち撃げきで勝負を決めることを好んでいた。

　変わって紫雨は動きが早く、相手を惑まどわすような横の動きが多かった。

　蒲生さんの攻こう撃げきをかわしてから刀を握る腕うでを狙ねらったり、脚あし止どめをはかったりと応じ技わざがほとんどだ。

　キーン、という金属音が響いて二つの刀身がはじき合う。

　次の瞬間、蒲生さんが刀身を返しざま紫雨へ向かって鋭い突きを放った。後退すると見せ掛かけていたが、体当たりのような踏ふみ込みに変えたのだ。

「ぐっ……！」

　刀身が切っ先から十センチほど紫雨の胸むな元もとへ沈しずみ、前のめりになった紫雨が声を詰つまらせた。

　直後、踏み込みを強くした蒲生さんの刀が紫雨の身体を貫つらぬき、背中から刀身が出た。ヒュッと息を吞のんだのは俺なのか紫雨なのかは分からない。

「貴様……、ぐあああああっ！」

　紫雨の顔は苦痛に歪ゆがみ、口元から血を滴したたらせながら蒲生さんをきつく睨にらみ付けている。

　目をつり上げ、獣のような怒ど号ごうをあげる紫雨の身体から血が勢いよく噴ふん出しゆつしていた。

　紫雨が蒲生さんの刀の柄を摑つかんでいるため、身体から武器を引き抜くことはできなかった。

　刀は武士の誇ほこりだが、この場合は止やむを得ないとばかりに、死んだ後で回収すれば良いと思ったのか、頽くずおれる紫雨を突き飛ばすようにして地面へ転がした。

　このまま放ほうっておいてもすぐに事切れるだろう。蒲生さんはそう思って、意識を紫雨から逸そらした。

　──だがその数秒の間に、信じられないことが俺達の前で起こった。

　ただならぬ気配を感じた蒲生さんは耳元で刃は唸うなりを聞き、大きく背後へと跳はね飛んだ。その一瞬後、右みぎ腕うでに衝しよう撃げきが走り血が飛び散った。

「おいおい、武士なら相手が事切れたのを確かく認にんしてから背を向けろよ」

　そう皮肉りながら立っていたのは、完全に蒲生さんの一ひと太た刀ちで絶命したと思った紫雨だった。

　それはとても異様な光景だった。胸から背中にかけて刀が貫き刺さったままの紫雨が、プッと血と唾つばを吐はき口元を袖そでで拭ぬぐいながら笑っているのだ。

　吐と血けつしたので口元は真っ赤で、眼めはギラギラと光っている。

　どういった原理なのかは分からないが、紫雨は傷を負っても気にもしないようだ。

[image: ]

　不死身なのではないかと最悪な想像をした俺は、頭を振ってその考えを否定した。

「爺、貴様はなかなか手て練だれのようだが、まだ弱いな」

「なんだと……」

　蒲生さんは血だらけになった右腕を左手で押さえて止血している。

「戦えるのか？　その右腕で」

「うつけが。腕一本使えずとも戦うよう訓練しておるわ！」

　獣が牙を剝いて吠えるかの如く怒鳴った蒲生さんが、もう一本の刀を抜いた。

「くくっ。ここで大人しく寝ねていれば良いものを。余よ程ほど死に急ぎたいらしいな」

　ガキン、と左手に持った蒲生さんの刀と紫雨の苦く無ないがギチギチと競せり合いをしている。

「ぐっ、藤見殿どのは早く罠わな結界の仕し掛かけとやらを壊こわせ！」

　片腕では力で押し負けてしまうのか、蒲生さんは苦く渋じゆうに満ちた顔で吠ほえるように叫さけんだ。

　結界を早く壊せという指示は、術者である紫雨を倒たおすのが難しいという意味だ。早く郷田さん達を結界から出し、一度体勢を立て直したいのが透すけて見えた。

　蒲生さんは重い一撃を紫雨へ繰くり出すために、身体を離して間をとった。一瞬でも紫雨が隙すきを見せれば斬り掛かれるよう集中している。

　だが遠距離戦にも長けた紫雨の攻撃は投げた苦無がどこを飛んでいるのか見えない。それは蒲生さんも同じようで、風が一瞬切れる音を頼たよりに避よけるしかなかった。

　防戦一方の蒲生さんは背後に退ひくことを繰り返した。

　次第にこれ以上は退けぬというところまで迫られ、蒲生さんの背が、大木の幹に当たった。蒲生さんは捨て身の攻撃を仕掛けるべく左手に握った刀にありったけの力を込めていた。

　そうして蒲生さんが時間を稼いでくれている間に、俺は罠結界の仕掛けである、木の幹に貼り付けられた一枚の符を発見した。

　少しの静電気を我が慢まんしてこれを破れば、郷田さん達を縛しばっている結界が消える。

　蒲生さんの怪け我がも心配なので、一刻も早く仕掛けを解除しようと俺は符に手を伸ばした。

　しかし、何故なぜか完全に木と同化している符に爪つめが刺さる箇か所しよがなく、見た目以上につるつるとしている符の上を撫なでるだけになってしまった。

　ナイフ等があれば鰹かつお節ぶしの要領で削けずり取ってしまえるのに、抜けない刀が腰こしにあるだけで何もできない。これはマズイとばかりに俺は慌てて思考を巡らす。

　他ほかに木の幹を削る方法は……っ、そうだ！

「ゆ、ユキちゃん！」

　俺は自分の影からユキちゃんを呼び出し、爪とぎの要領で符を破ってもらおうと考えたのだ。

　すぐに俺の考えを理解してくれたユキちゃんは、数回ハイジャンプをして符をベリベリと剝がしてくれた。

「（やった、巧くいった！）」

　心の中でユキちゃんを称え、これで蒲生さんと一いつ緒しよに紫雨の前から撤てつ退たいできると一安心した。

　そう思って口くち端はしに笑えみを浮うかべながら振り返った瞬しゆん間かん、俺の真横に紫雨に吹っ飛ばされた蒲生さんが倒れ込んできた。

　右手の怪我だけでなく、全身を小さな切り傷で真っ赤に染めた蒲生さんは肩かたで大きく息をして苦しそうだった。

　血だらけの蒲生さんを見て興奮と恐きよう怖ふで身が震ふるえたが、それよりも勝まさったのは自分への怒いかりだった。だがやっと動いた身体からだは取り出しそこねた符を地面へばら撒まいてしまう。

　せめてもの抵抗をして符で応戦したかったのに、何もできない。

「他に気になることがあるようだったから、終わるのを待っててやったのだが……」

　ニヤニヤと笑う紫雨の目には俺が焦あせりで符を撒き散らしたように見えただろう。

　しかし俺はどれか一枚でも紫雨の方へ落ちれば符が使えるかもしれないと思っていた。

「まさか結界を張って助けを待つつもりだったのか？」

　先読みの才でもあるのか。紫雨に作戦を言い当てられて俺は頭にカッと血が上った。

「かなりお粗末な考えだな。……っと、何だこれは。落書きか？」

　そしてよりにもよって紫雨の手に渡わたったのは、郷田の地への出発直前に俺が書いた「悪あく霊りよう退散」の符だった。

　それでもこの状じよう況きようでは他に方法がなく、残された希望に賭けるしかなかった。

「（ええい、何でもいいから発動してくれ!!）」

　──すると、何故か紫雨の持っていた符が光り、いつの間にか結界の膜が紫雨を覆っていた。

「ほぅ、随ずい分ぶんと面おも白しろい術を使ってくれるな」

　そう言って苦無を手にした紫雨の攻こう撃げきは、迷いなく俺の首筋へ向けられていた。頸けい動どう脈みやくを搔っ切るつもりだったと気付いたのは、結界が紫雨の攻撃を阻はばんだからだ。

　紫雨を覆おおった結界の大きさはちょうど彼一人分の楕だ円えんの形をしており、自由を奪っていた。

「なるほど。符に血を吸わせて効力を高めたのか」

　え、そんなスプラッターなことしてませんけど。

　紙を分ける時に指先を切った記き憶おくがあるので、それが効力として現れているのかもしれない。

　何はともあれ、この最大のチャンスを逃のがすわけにもいかず、俺は満まん身しん創そう痍いの蒲生さんを連れてその場を離はなれた。

　このまま紫雨が結界から出られなくなり、俺達が安全な場所まで辿たどり着けますようにと願いながら。







　紫雨と闘たたかっていた場所から適度に離れた場所で、俺と蒲生さんは怪我の治ち療りようのために一度腰を落ち着けた。

　手拭いを破いて蒲生さんの右みぎ腕うでに巻き付け、少しでも傷が塞ふさがるよう処置を施ほどこす。

　この手当てが正しいのかは分からないが、何もしないよりは良いと思って巻き続けた。

　蒲生さんは余程疲ひ労ろうがたまっているのか、喋る気力すら残っていないようだ。

　できれば肩を貸すだけでなく、背負って森を抜ぬけられれば良いのだけど蒲生さんが巨きよ体たいすぎて俺が背負うのは無理があった。

　なので、どうしても移動する際は蒲生さんを支えながらになってしまうのだ。

　もう少しで森を抜けられる気がするので、蒲生さんを励はげまして先に進もうと俺も気合いを入れ直した。

　しかしその時、俺達の背後でガサガサと叢くさむらが揺ゆれ動いた。

　そこから現れたのは、一人の男だった。月光に浮かび上がった青白い顔は死人のように表情がなかった。

　両りよう腕うでをだらりと垂らしたまま物もの憂うそうに歩いて来る姿には幽ゆう霊れいを思わせるような不気味さがある。恐らくこの人も、焼き討ちにあった村の住人だ。

　男の目は藪やぶの中に潜ひそんで獲え物ものを狙ねらう獣けものようだった。額に垂れた前まえ髪がみの間から底光りするそれが俺達を見み据すえている。

　顎あごがかすかに動いて、細い唇くちびるが震えていた。すすり泣くような声にも聞こえる。

　俺は背筋を冷たいもので撫でられたような気がして身み震ぶるいをした、その瞬間！

「蒲生殿どの、藤見殿、無事でござったか！」

　生おい茂しげった叢の先から飛び出してきた人物が、青白い肌はだをした幽霊のような男を蹴けり倒した。

　その人物とは、罠結界に縛られていた郷田さんだった。

　どうやら無事に郷田さん達は罠結界から解放されたようだ。

　郷田さんが幽霊のような男の首の後ろに手刀をいれると、男は抵てい抗こうを止やめてガクリと地面に倒れた。

「蒲生殿、これはもはや我々の手に負えませぬ。東条に……いえ、せめて郷田へ協力を要よう請せいしましょう」

　と、郷田さんが苦渋に満ちた顔をして話を切り出した。

　その話に蒲生さんは無念そうに視線を落とし、俺は悲ひ愴そうな顔をした。

「うぬ、そうすべきか……。郷田殿、本家への要請の橋はし渡わたし役を頼たのみたいのだが」

「某それがしで役に立つのでしたら。ですが、蒲生殿をここまで追い込んだ者は──」

　結界も解除できたので撤退の相談をする俺達。この中で一番強いであろう蒲生さんが深手を負っているのも理由の一つだ。

　だがその話を盗ぬすみ聞いていたのは……。

「おいおい、まさか逃にげるのか？」

　森の中に僅わずかに届いた淡あわい月光に浮かび上がったのは、真っ黒な角を生やして目を細めて嗤わらう忍しのび──鬼化して俺の結界を破った紫雨だった。







　夜や陰いんに黒く閉とざされている森の中、俺達は雑草が風になびく音を聞きながら西にし鬼おにの忍、紫雨と対たい峙じしていた。

「このような場で黒鬼と一戦交えることになろうとは」

　強者と対面したことで武士の血が騒いだのか、嬉うれしそうに呟つぶやいたのは郷田さんだ。

　反応が遅れた俺とは違い、蒲生さんと郷田さんはすぐに仕し掛かけた。いっときも早く勝負を決したいらしく、一気に斬ざん撃げきの間境へ踏ふみ込んでいた。

　それぞれ剣けんの腕うでには自信があるようだ。

　裂れつ帛ぱくの気合いを発しざま、郷田さんが先に紫雨の胴どうへ抜きつけた。

　しかし紫雨も持ち前の身のこなしでその一いち撃げきを避よけ、ふわりと宙を舞まうようにして身体を翻ひるがえした。

　忍装束の一部を裂さいただけで傷を負わすことはできなかったようだ。

「次は儂わしの番じゃな……その首と胴を切り離してやろうぞ！」

　蒲生さんはわざと足音を大きくしたり、叢を踏み荒あらして音を立てたりしている。恐おそらく、できるだけ一方に意識を集中させる戦法なのだろう。

　自分が攻撃を仕掛けると宣言しているのも同じだと思った。

　そんな蒲生さんを気にした紫雨が、僅かに顔を向けた。その隙すきを狙い、またもや郷田さんが飛び込みざま片手で首を刎はねるように斬りつけた。

「──っ」

　紫雨の口から、微かすかな呻うめき声が漏もれた。

　目をやると、腹部に続き紫雨の忍装束の肩かた口ぐちが裂けていた。

　だが一撃を仕掛けたはずの郷田さんの袖そでも破れており、紫雨が一方的にやられているだけでないことが見て取れた。

　紫雨の攻撃は目にしていないが、どうやら相あい討うちだったらしい。

　少し息を切らせた蒲生さんと郷田さんは紫雨から距きよ離りを取っていた。呼吸を落ち着けているようだ。

　一方紫雨の方は、露ろ出しゆつした右の肩先がぱっくりと割れて血が流れ出ていた。







　だが、二人が互ご角かくに紫雨と渡わたり合えたのはそこまでだった。

　スルスルと斬撃の間へ迫せまって動く郷田さんに、紫雨は同じ間かん隔かくを保ったまま後あと退ずさって攻撃の機会を潰つぶし始めた。

　なおも郷田さんが迫ろうとしても、紫雨は同じように下がる。木を背にするよう追い詰つめてみても、先にそれを読まれて身を脇わきに移している。

　蒲生さんもいるので状じよう況きようは二対一から変わりないが、俺の目には紫雨が郷田さん一人に的を絞しぼったように見えた。

　郷田さんは目前まで迫った手しゆ裏り剣けんを避けるため、かなり無理な体勢で上体を反らした。

　確実に額を狙ったそれは、避けなければ致ち命めい傷しようとなっていた。瞬しゆん時じにそう判断した郷田さんは、命を永らえた。

　だがその僅かな隙を紫雨が見み逃のがすはずがなかった。

　郷田さんは獣のような低い姿勢で一気に距離を詰めてきた紫雨に足あし払ばらいをかけられ、土の上へ尻しりもちをつく格好となってしまった。

「しまっ……」

　体勢を立て直そうと郷田さんは足あし腰こしに力を入れたが──遅おそかった。

　濃こい闇やみの中にぼんやりと浮うかんだ紫雨は、郷田さんがたった一言を漏らす間さえ与あたえぬ速さで苦く無ないを大きく振ふりかぶっていた。

「～～っあああああ!!」

　ザシュッ、と刃は物もので肉が裂かれる音と同時に、郷田さんの痛みによる絶ぜつ叫きようが森に響ひびいた。

　紫雨の苦無が突つき刺さしたのは、郷田さんの太ももだった。

　本来は膝ひざを狙っていたのだろうが、咄とつ嗟さに郷田さんが身体からだを移動させたことで紫雨の狙いははずれることになった。

　身に深く刺さるのではなく側面を大きく裂かれた傷は痛々しい。濃い色の袴はかまを履はいているのに傷の深さを教えるかの如ごとく、血が滲にじんでいた。

　──そこからは、黒鬼化した紫雨の独どく壇だん場じようだった。

　いつの間にか額に赤い角を生やした蒲生さんと、自分で何とか応急処置をした足を引き摺ずった郷田さんが二人掛がかりで向かっていくも、紫雨はまるで子供と遊んでいるかのような動きで二人の相手をした。

　その遊びには俺も含ふくまれているらしく、時折思いついたように紫雨が手裏剣を投げてくるので心臓が激しく鼓こ動どうしていた。

　キョウ様の感覚が安全な位置を指示してくれるので従っているが、その身は徐じよ々じよに蒲生さん達から遠ざかっていた。

　二人の攻こう撃げきも、最初こそ紫雨へ届いて傷を負わせていたが、次し第だいにその斬撃の鋭するどさに陰かげりが見え、息が徐々に乱れ始めた。

「蒲生殿どの、今です！」

「くっ……やぁっ!!」

　かろうじて連係して戦う二人が、涼すずしい顔をしている紫雨をようやく狙ねらい通りの位置へ追い込んだようだ。

　蒲生さんの太刀たちが紫雨の腕を掠かすめ、郷田さんの下段からの突きが忍装束の腹部を裂いてまたもや紫雨の身体から赤い液体が散った。

　しかし、やはりそこまでだった。

　明らかに連係の崩くずれた二人に、遊んでいた紫雨の表情が瞬時に無へと返った。

　刹せつ那な、苦無を一ひと振ふりした紫雨から弾はじき飛ばされるようにして大おお柄がらな蒲生さんと郷田さんが吹ふき飛ばされた。

「「ぐあっ！」」

　それが威い圧あつなのか、風圧なのか、はたまた鬼道術なのかは分からなかった。

「鬼化しても雑ざ魚こは雑魚か。やはり赤あか鬼おになどでは相手にならん」

　玩具おもちやに飽あきた様子で棒立ちになった紫雨は、余よ裕ゆうを見せて二人が立ち上がるのを待っている。

　その姿は「立てるものなら立ってみろ」と挑ちよう発はつしているようにも見て取れて、満まん身しん創そう痍いな二人の命を更さらに削けずらせていた。

「ええい、な、舐なめおって……！」

　先に何とか体勢を立て直したのは木の幹に身体を打ちつけた蒲生さんだった。

　左ひだり腕うで一本で再び紫雨へと向かっていくと、また激しいせめぎ合いへと持ち込む。

　しかし運悪く岩で全身を強打した郷田さんは戦いに加わることが出来そうになかった。

「くそ、化け、物め……」

　たたらを踏むようによろめいて、がっくりと膝をついた郷田さんに俺は慌あわてて駆かけ寄った。

　息も絶え絶えな郷田さんは胸むな元もとを押さえて、ひゅーっと喉のどの奥が鳴るような呼吸を繰くり返した。これはマズイ。

「ご、郷田殿、これ以上は無理です！」

「某それがしはまだ、負けてはおらぬ……。骨の一本や二本折れようとも──」

　自己申しん告こくなので詳くわしくは分からないが、郷田さんは肋ろつ骨こつが数本折れているようだ。

　それでも焦しよう点てんの合っていない目で蒲生さんが戦っている方向を見つめ、倒たおれ込んだ時に落とした刀を探そうと手を動かした。

　だが、やはり身体への負ふ荷かは大きく、その手が刀に触ふれるか触れないかのところで動かなくなり、郷田さんはガクリと首を垂れて意識を手放した。

　一いつ瞬しゆん死んでしまったのかと、背筋を嫌いやなものが駆け巡めぐったが幸いにも息は安定していた。

　吹き飛ばされた時にかなり全身を強打していたので、痛みに堪たえ兼かねて気絶したようだ。

　俺は郷田さんの身体を叢くさむらの上へ横たえ、懐ふところに残っていた結界の符を郷田さんへ直接ペタリと貼はり付けた。

　一瞬だけ郷田さんを覆おおうように膜まくが浮かび、無色になって消えた。正常に動いてくれているだろう。

　全く戦力にならない俺には、結界の符を貼り付けることしかできない。

　そこでふと、結界を盾として活用すれば良いのではと思った。

　身体のあらゆる部分を守れれば戦いも楽に──。

「ぐはっ!?」

　……楽になる前に、蒲生さんは木の幹に背を預けて気を失ってしまった。

　いよいよ俺と紫雨の二人だけとなり、自分の死期を感じた、その時。俺の代わりに紫雨と対たい峙じしたのは、真っ白な体に薄うす茶ちや色いろの耳と尻しつ尾ぽを持つ大きな獣けものだった。

　姿形は全然違ちがっていて茶色の部分がかなり薄くなっているが、この配色は俺の影かげ獣もののユキちゃんに間違いなかった。

　まるで邪じや魔ま者ものを見るような眼めでユキちゃんを睨にらんだ紫雨は、容赦なく苦無を投げつけた。

　しかしユキちゃんは影から影へその身体を移動させ、紫雨の隙すきをみて牙きばや爪つめで攻撃を仕し掛かけた。

　その勇ましい動きが、つい最近俺の記き憶おくに残ったものに似ていると気付いたのは暫しばらく経たってからだった。

　これは、師し匠しようの家を訪ねてきた直哉さんの影獣が見せた「影飛び」という術だ。

　狐きつねに会った時は使えなかったけれど、不利な状況を何とかしようとユキちゃんは術を使えるようになったのだろう。

「くくっ、色が白くなると能力も高くなるのか？」

　以前、土地神の森で黒い獣だった時のユキちゃんと戦った時のことを思い返したようだ。

　あの時は紫雨がユキちゃんに靄もやを巻き付けて自由を奪うばっていたけれど、今のユキちゃんは全力で戦える状態だ。比べものになんてならない。

　紫雨もそれをすぐに理解したのか、余裕ぶっていた顔を引き締しめていた。

　ユキちゃんの攻撃は青白い稲いな妻ずまのような閃せん光こうによる遠えん距きよ離り攻こう撃げきと、爪や牙を使った近距離攻撃だ。油断をすれば、簡単に腕うでの一本や二本を持っていかれる。

　影から影へ移動し、闇を照らす閃光で確実に紫雨を追い詰つめていく状じよう況きように、これは俺達に有利になってきたのではないかと期待した。

　そうやって攻防が行われている間に、俺は蒲生さんにも結界符を貼ることができた。

　そして、とある瞬しゆん間かん──、ピタリと紫雨の動きが止まった。

「ゴホッ、ゴホッ、ガハッ……！」

　一体何が起こっているのか理解できなかった。

　今まさに俺達へ攻撃を仕掛けようとしていた紫雨が、急に咳せき込んで真っ赤な液体を口から吐はき出し始めたからだ。

　──呪じゆ術じゆつ返しか！

　蒲生さんや郷田さんが紫雨と闘って時間を稼かせいでくれている間に、陽太が結界の仕掛けの最後の一つを壊こわしてくれたに違いない。

　師匠の授業で、大きな結界術を使用した術者は呪術返しを受けると習った。それが今、紫雨の身に起こっているのだ。

　紫雨は致ち命めい傷しようを負ったことが原因か、鬼おに化が解けて角が消えている。

　纏まとう邪じや悪あくな空気こそ変わらないが、咳き込んで地面に膝ひざをつく様子が彼の重傷さを物語っていた。

「（これは……）」

　ゴクリと、俺の喉が鳴った。

　これはまさに絶好の機会と言えるのではないかと、食い入るように紫雨を見つめて思った。

　心臓を貫つらぬいたり首を断ったりすれば紫雨の身も消えてなくなる可能性がある。

　けれど、現代で殺せつ生しよう事に無む縁えんだった俺には軽々しく人の命を奪う覚かく悟ごなんてなかった。

　情けないことに、自分勝手かもしれないが奪った命の重さを背負うことに躊躇ためらいがあるのだ。

　だから俺は、もう一度結界符で紫雨を閉じ込めてしまえば、二度と抜ぬけ出すことなんて出来ないはずだと考えた。

　符は着物の中でぐしゃぐしゃになっているけれど、破れてはいない。

　恐おそらくチャンスは一瞬だ。

　苦しさに悶もだえる紫雨に近寄って、符を身体からだに触れさせる。

　それさえできれば、弱った紫雨が二度と結界の中から抜け出せなくなって俺達は無事に撤てつ退たいできるようになる。

「あー、今のは少し応こたえたな」

　しかし何事も無かったかのように、紫雨はすくっと立ち上がった。

「（ははっ……本当に、どうなってやがるんだ）」

　俺達では敵かなわない。そう観念した時、俺の身体は棒立ちになって動きを止めた。

　刃は物もので胸を貫かれても、肩口を斬きられても、平気な顔で攻こう撃げきの手を休めない。

　結界の中に閉じ込めても、鬼化──しかも黒鬼になって楽しげな顔で再び現れる。

　呪術返しで血を吐いて呼吸が止まりかけても、数分も経過しないうちに立ち上がる。

　こんな相手に、どうやって立ち向かえと言うんだ。

　手にしていた符が力の入らない指先から滑すべり落ち、暗くら闇やみの中に符の白さが不自然に浮うかんだ。

「（駄だ目めだ、結界の符なんか役に立たない）」

　前の符は偶ぐう然ぜん紫雨が拾い上げてくれたから巧うまく発動させることができただけだ。

　さすがに二度も同じ手に引っ掛かかるはずもないし、符が身体に触れる前に返り討うちにされる。

　ガクガクと今にも笑い出しそうな膝に力を入れ、何か打開策はないかと必死で視線を辺りへ配る。

　すると目に留まったのは、結界に包まれたままの味方二人だ。

　一人は、木の幹に寄り掛かり立ったまま気絶している蒲生さん。利きき腕を負傷しているので左手で刀を握にぎっているが、刃は毀こぼれが激しいそれは数回打ち合いをすれば折れるだろう。

　もう一人は、倒れる直前に紫雨の攻撃で全身を強打した郷田さん。戦いの間は足を引き摺ずっていたし、最後に受けた一いち撃げきで恐らく肋ろつ骨こつが数本折れている。

　二人とも意識がないので打開策の相談どころか逃とう亡ぼうすら不可能だった。

　俺が何とか一人を背負い、ユキちゃんが残りの一人を連れていけば移動だけならできる。だがそれを紫雨が見み逃のがしてくれるだろうか。

　否いな、もし俺が紫雨の立場なら見逃すはずがない。二人が東鬼一族の中でも手て練だれだと戦った者ならよく分かると思う。そんな者を仕留めるチャンスを逃すわけない。

　そして、ついでとばかりに俺も紫雨の持つ苦く無ないで殺される。

「（ちくしょう、何で、どうして何も出来ないんだよ!!）」

　自分の無力さが情けなくて、ギリッと下した唇くちびるを嚙かみしめることしかできない。

　キョウ様の感覚で攻撃を避よけることができても、刀は抜けず結界術以外の符も手元にない。そんな俺に、何ができるというのだ。

　刀が抜ければ、鬼道術が使えれば、符を持っていれば、鬼化できれば、キョウ様と話ができれば、キョウ様が助けてくれれば、と次から次へと出来もしない行動への後こう悔かいが溢あふれてくる。

　そんな絶望に押し潰つぶされそうだった、その時──。

「っ!?」

　ぐんっと身体が後ろに引かれて一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんがしたかと思えば、次には柔やわらかい何かに身体が押し付けられた。

　慌あわてて身を起こすと、いつもより高くなった視界に気付く。

　目に入ったのは、巨きよ大だい化したユキちゃんの首から先だ。振ふり返れば、警けい戒かいして逆立った毛と尻しつ尾ぽがある。どうやら俺は、ユキちゃんの背に乗っている状態らしい。

　ユキちゃんの視線はある一点……紫雨の方を見つめている。

　俺の不安や恐きよう怖ふを感じ取ったユキちゃんが紫雨から守るために背に乗せてくれたのだろうか。

　そうぼんやりと考えていたのだが、目の前にある茶色の耳がピクピクと忙せわしなく動かされ、身体が少しずつ後あと退ずさっていることに気付いた。

「──っ、まさか」

　はっと息を吞のんだ俺は、この後ユキちゃんがどのような行動を取ろうとしているのか分かってしまった。

　そう、ユキちゃんは俺を背負ったまま、逃にげようとしているのだ。

　それは、結界に守られながら重傷を負って意識を手放している蒲生さんと郷田さんを見捨てることを意味していた。

　その事実に気付いた俺は、自分の全身から血の気が引いていくのが分かった。

「駄目だ、そんなことできない！」

「グルルル……」

　咄とつ嗟さに叫さけんだ拒きよ絶ぜつの言葉に、ユキちゃんは低く唸うなって更さらに否定を重ねた。

　影かげ獣ものは契けい約やくした主あるじの護衛のための存在だと説明されたことがある。だからユキちゃんは、この場から俺を生かすための最善を選せん択たくして動こうとしている。

　その気持ちは有り難がたいし、生き残るためには必要だと俺にも痛いほどよく分かる。

　ここで俺が紫雨と戦っても足元にも及およばない。気を失っている二人には結界を施ほどこしてあるので紫雨もそう簡単には手出しできないと思う。

　でも、見捨てることだけはできない。どうせ逃げるなら、全員で逃げる。

「（今度は俺が時間稼ぎに回るんだ……！）」

「──ガゥ……」

　首元の毛をぎゅっと握った俺に、ユキちゃんは短く鳴いた。

　溜ため息いきにも感じられた返事だが、俺の考えを汲くんで逃亡の姿勢を止やめてくれた。本当に、賢かしこい子だ。

「何だ、その獣けものに乗って俺と鬼おに事ごとでも始める気か？」

　意を決して紫雨を睨にらみ付ければ、すっかり全快した奴やつは苦無数本をお手玉のようにして遊んでいた。

　その余よ裕ゆうたっぷりな様子に、俺達は紫雨の気き紛まぐれで生かされているのだと改めて思い知らされる。

　やはりユキちゃんの考えに気付いていたらしく、紫雨はくつくつと嗤わらって俺を皮肉った。

「っと！」

　刹せつ那な、紫雨の手で宙を舞まっていた黒い塊かたまりが俺達の方へ鋭するどく投げられた。

　瞬しゆん時じに反応したユキちゃんが右へ跳とび、追つい撃げきとして同じように飛んできたそれも難なく避けた。

　トンッと軽く地面へ着地した俺達を見て、紫雨は鋭い眼めを細めた。喜んでいるらしい。

「なるほど、主を乗せても俊しゆん敏びんさは欠けないようだな」

　どうやら今の攻撃は、ユキちゃんが俺を乗せた状態でどれだけ速く動けるか確かく認にんするためのものだったようだ。

　二本の苦無を投げ終わった紫雨は、手元に残った一本の苦無を右手で握った。

「鬼役は此方こちらなのだろう？　よし、好きなだけ逃げて構わない」

　と、またもや紫雨は笑みを深めた。

　鬼ごっこに制限時間なんてものはない。だがゲームのルール通り、鬼（紫雨）に俺達が捕つかまった瞬間に強制戦せん闘とうが開始されるのは必至だった。

　まずは鬼ごっこの開始を告げる合図と共に、俺達はできるだけ遠くへ逃げなければならない。

　狙ねらいは、鬼ごっこで紫雨に俺達の後を追わせて気絶している二人から遠ざけることだ。

　意識が戻りさえすれば、彼らなら自分がもう戦えないと悟さとって己おのれの足で安全な場所まで退ひいてくれる。

　結界の符は彼らの身体からだに貼はり付けてあるので、結界ごと移動することが可能だ。

　そして俺にとっての最善は、俺と真逆の方向へ罠わな結界の仕し掛かけを解除しに行った陽太が駆かけつけてくれることだ。

　陽太がいればある程度の応戦や、逃亡の時間稼ぎができるはずだ。

「十数える間に、そこの二人の息の根を止めてお前の後を追おうじゃないか。お前を捕まえることができれば……黒鬼になって戦ってくれるのだろう？」

「な、何を言ってるんだ！」

　だが、やはり何事も思い通りにはいかないらしい。

　俺の作戦を頭から潰そうとする紫雨の言葉に、冗じよう談だんじゃないと否定しようと口を開く。

　が、俺の目は紫雨を捉とらえることができていなかった。紫雨は既すでにその場から消えていたのだ。

「いーち」

　ガツン！　と硬かたい物同士がぶつかり合う音がした。

　慌てて音の方に顔を向けると、瞬またたく間に蒲生さんが気絶している場所まで移動した紫雨が、蒲生さんを守っている結界へ向けて苦く無ないを振りかぶっているところだった。

「にーぃ」

　ガツン！　と同じ音が響ひびき、カウントが一つ増えた。

　ドクドクと心臓が激しく脈打つ。止めなくては、止めさせなくてはと思うのに、喉のどがカラカラに乾かわいて声が出なかった。

「さーん」

　ガツン！　とまた同じ音で結界が苦無を弾はじいた。

　少し手が痺しびれたのか、紫雨はプラプラと苦無を握にぎっていた手を振って、次にそれを両手で頭上に掲かかげた。

「しーぃ」

　ガツン!!　先さき程ほどより強打されたと感じ取れる音が俺の耳をついた。

　またもや結界に阻はばまれたが、それは紫雨を苛いら立だたせることには繫つながらないようだ。

　気を取り直すように首をゴキッとならして、紫雨は再び両手で苦無を頭上へ掲げた。

　だが今回は様子が違ちがった。ザワザワと草木が風になびき、紫雨の纏まとう空気が一変したのだ。

「ごーぉ」

「──なっ……！」

　思わず声を上げてしまったのは、再び紫雨が鬼化したのと、五回目で結界にひびが入ったのを目の当たりにしたからだ。

　ピシピシ表面に亀き裂れつが入った結界は、次の一いち撃げきを受ければガラスのように壊こわれてしまう状態になってしまった。

　何とかして蒲生さんと紫雨の間に割り入って、苦無が突つき刺ささるより先に救出しなくてはならない。

　しかし予想外なことに、紫雨は次に叢くさむらの陰かげに横たわっている郷田さんのもとへ近づいた。

「ろーく」

　ガツン！　と。

　蒲生さんを守っていた結界を壊したのと同じ方法で郷田さんにも苦無で攻撃を始める。

　鬼化しているという違いがあるが、紫雨は適度に力を抜ぬいてわざわざカウントを均等に増やしていた。

　そして気が付いた時には、蒲生さんと郷田さんの結界は破られた後だった。

「十を数え終わったが、まだ逃げないのか？」

　いつの間にかカウントをし終えていた紫雨が、逃げ出さなかった俺に嗤いを嚙かみ殺したような声で尋たずねた。

　二人の身体にはまだ苦無は刺さっていないが、次に紫雨が動けば確実な一手が加えられる。

　頭、首筋、喉のど元もと、心臓、腹部、脚あし。紫雨はどこでも好きな場所を狙って二人を殺せるのだ。

「（俺が二人を見捨てられないと知っているくせに……！）」

　ギリッと歯を嚙みしめ、ありったけの憎ぞう悪おを込めて紫雨にぶつける。

　それでも紫雨は楽しそうに笑うだけで、また苦無を宙に放って遊び始めた。相手を待つ時の癖くせなのかもしれない。

　その余裕っぷりに怒いかりが溜たまってくるが、俺までもが倒たおれては誰だれ一人として生き残ることができない。

　冷静に、冷静に、と自分を落ち着かせながら二人を守れる作戦を考える。

　彼らを担かついで逃とう亡ぼうできない以上、まだ安全なのは再び結界の符を二人に貼り付けることだが得策とは言いがたい。

　そもそも、たった五回の攻撃で結界を壊されるのだ。同じものを貼り直しても意味がない。

　これはもう、キョウ様の感覚とユキちゃんの頑がん張ばりに賭かけて「死合い」を了りよう承しようするしかないのかと、遠い目をしたくなった──その時。

　バサバサと一羽の黒い鳥──鴉からすが紫雨の頭上の木にとまり、鳥類とは思えないほど低く濁にごった声で鳴いた。

「は？　撤てつ退たいしろ？」

　紫雨には鴉が何を言っているのか分かるらしく、怪け訝げんな顔をした。

　俺には不気味な鴉が低く鳴いているようにしか聞こえないが、この鴉は誰かの影かげ獣ものかペットのようで、伝達係としてこの場に来たのだろう。

　人と鳥が話すなんて奇き妙みような場面に遭そう遇ぐうしているが、この後紫雨がどう動くかによって俺達の運命が決まるので、言い争うような二人の様子を黙って見守る。

「確かに実験は成功だが、まだ遊び足りな……チッ、命令か」

　そして最後に折れたのは、鴉との会話に疲つかれた紫雨だった。

　ゲゲゲッと一際不気味に鳴いた鴉は先を急かすように羽を広げている。

「仕方ない。楽しみは次の機会に残しておくか。ではな、藤見恭──また死合おう」

　紫雨が走り去ったのと同じ方向へ鴉が飛んで行き、真っ暗な森に再び静せい寂じやくが返ってきた。

「──かと、……った」

　本当に今回は冗じよう談だん抜ぬきで──死ぬかと思った。

　いつ殺されても可笑おかしくない状じよう況きようで、俺達の生死は紫雨の気分次し第だいだった。

　その一言を絞しぼり出すのがやっとの俺は、汗あせで濡ぬれた顔に泥どろや草切れがつくのも構わず、その場に頽くずおれるようにして倒れた。







「恭様っ、ご無事ですか!?」

　月光だけが頼たよりとされていた森に、幾いくつもの火が動いていた。

　それが俺達を捜さがしている武士や村人達の手にした松たい明まつだと分かったのは、泣きそうな顔で俺の身を助け起こした陽太の顔を確かく認にんしてからだった。

「おい、蒲生様がいらっしゃったぞ！」

「清十郎様、しっかりなさってくださいっ……」

　汗と泥と血で汚よごれた俺達三人の姿を目にした村人や武士達は喉の奥で小さな悲鳴を上げた。

　一人は立ったまま意識を失い、全身の至るところに傷を負って着物まで真っ赤だ。特に利きき腕うでの負傷は一ひと際きわ目立ち、傷を見た者は顔を顰しかめた。

　もう一人も足に傷を負い、全身も強く打っているので意識が戻もどる気配が全くない。

　俺は俺で、蒲生さんの腕を治ち療りようした時に付いた血で着物が赤く染まり、真っ青な顔色で倒れていた。

「陽太……」

　誰かが草葉を踏ふみしめて近寄ってくる気配を感じた。

　ぼんやりとしていた視線を上へあげていけば、東条の武士に肩かたを支えられた蒲生さんが俺を見下ろしている。

　寝ねたままでは失礼なので立ち上がろうとするが、足あし腰こしに力が入らず陽太に肩を借りながらやっと立てた。

「あの忍しのびはどうした。藤見殿どのが仕留めたのか」

「いいえ、忍はあの方角へ姿を消しました」

　やはり蒲生さんは完全に気を失っていたのか、あまり記き憶おくが残っていないようだ。

　紫雨が鴉に誘いざなわれて姿を消した方向を指差せば、蒲生さんは眉み間けんに皺しわを寄せてぼやいた。

「この先は西にし鬼おにの領地か。今からでは追うこともできぬな」

「申し訳ありません、私は、何の役にも立てなくてっ……！」

「何を言っておるのだ、先に気を失った儂わしに責める権利などない。追い払はらってくれただけで十分だ。よもや命があるとは思わなんだわ」

　誤解しているようなので、俺は必死で首を横に振ふって否定した。

「あの忍が引き上げたのは撤退命令が下ったからです。私は何一つ役に立って……」

「それでも最後まで対たい峙じしたのはお前だ」

　蒲生さんのその言葉に、不覚にも泣きそうになってしまった。

　嬉うれしかったからではない。何もできなかった自分が情けなくて、悔くやしかったからだ。

　その感情をどうにかして抑おさえようと全身に力をこめると、陽太の肩に回している手に力が入ってしまい余計な心配をかけてしまった。

「恭様、村へ戻りましょう。術者が引き上げたのであれば、正気を失っていた者達も目を覚ますはずです」

「ああ」

　短く一言だけ返事をして、俺は早くこの森から出たいと強く願った。

　紫雨は西鬼の領地へ戻ったと分かっていても、俺は辺りの気配を窺うかがいながら懸けん命めいに闇やみの中を進んだ。

　息を潜ひそめて声を漏もらさないようにしたのは、そうしなければ生きて帰れない気がしたからだ。

　もちろん、背後から追ってくる気配はなかった。

　それでも敵の手から逃のがれたという安あん堵ど感かんはないままで、消えた紫雨の気配が身体からだに纏まとわりついているようだった。

　陽太の気き遣づかわしげな視線を身に感じながら、職人達の村へと戻った。







　そしてこの日、俺は眠ねむるように気を失い翌日の夕方まで目を覚まさなかった。

　傷の手当てだけを終えた蒲生さんが比ひ較かく的てき負傷の少ない東条の武士達と共に先に戻ったと聞かされたのは、そのまた次の日の朝だった。

「恭様は残りの武士達と一いつ緒しよに東条へ戻って欲しい、と蒲生殿どのより言付けを賜たまわっております」

「分かった。明日には出立したいと思っているが、重傷者は多いのか？」

「動けないほどの傷を負ったものはおりません。鬼化の影えい響きようで眠りこけた者が多いだけです」

　陽太の話によると、個人差はあるが鬼化して戦った後は身体が休息を求めて数日は動けない状態になるらしい。

　そういえば俺の時も気絶したあと長時間目を覚まさなかったはずだ。まぁ、怪け我がや影獣との契けい約やくの影えい響きようもあったが。

　しかし同じように鬼化したはずの蒲生さんは平気な顔をして東条へ戻ったというのだから、さすがと言うか何と言うか。

「蒲生殿は利き腕の傷以外はすぐに治りそうなものばかりでした」

「そうか。郷田殿の具合はどうだ？」

「全身を強打していますので数日は横になったままの生活になると思いますが、すぐに回復なさると思います。ですが……」

「どうした、何か問題でもあったのか？」

「療りよう養ようのため郷田家の方へ移られました。その後の経過は分かりません」

「……そうか」

　郷田さんは分家の末席だから本家と交流があまりないと言っていた。

　それが事件が収束した今になって身を預かろうとするなんて。何か作さく為い的なものを感じてしまうのは当然だった。

「あっ、あの、他ほかにも負傷者は少なくありませんでしたが、皆みな順調に回復へ向かっていますのでご安心下さいね」

　俺の気持ちが落ち込まないよう、陽太はわざと明るい声を出した。

　医い療りよう関係の知識も豊富なので、俺が眠っている間に負傷者の手当てのため駆かけ回っていたのだろう。

　郷田さんのことは心配だが、村人達も含ふくめ誰だれ一人として死者が出なかったことと、陽太の気遣いで沈しずみかけた俺の気持ちが浮ふ上じようした。

「ご苦労さま。陽太が居てくれて良かったよ」

　労ねぎらいと感謝の気持ちを込めて、陽太の頭に手を伸のばしてぐりぐりと撫なでてやる。

　扱あつかいがユキちゃんに対するものと同じだが、俺にとって双そう方ほう共に大事な仲間なので問題ない。

　それを陽太も分かっているのか、嬉しそうに笑って俺の手を受け入れていた。

「ふふ、恭様と同じように蒲生殿もオレの薬を褒ほめてくださったのですよ！　美味おいしかったのでしょうか？」

　それは多分気のせいだと思うなぁ。褒めたのは味じゃなくて効力のことだと思うよ？

　だから陽太特製特効薬は遠えん慮りよします。止やめて、湯ゆ吞のみにその深緑色の液体を注がないで！

「あとは……そうそう。あの村は建物が全すべて燃やされてしまっていますので、また一から村を興おこすとなると時間が必要ですね。村人達は暫しばらくはこの村で過ごすそうですよ」

　世間話をするような自然さで他の報告も口にしてくれるが、あいにく俺の視線は着々と準備されていく薬に釘くぎづけだ。

「と言っても、郷田家から復興隊が派は遣けんされたのではなく、今回の事件に関かかわった武士達が自主的に参加しているだけのようですが」

「それは良い傾けい向こうだな。ちょっと様子を見に行ってみ──」

「外に出られるのでしたら、薬を召めし上がってからにして下さいね。蒲生殿のお墨すみ付つきですので味は保証します！」

　と、陽太はにっこり笑え顔がおで深緑色の液体……陽太特製特効薬の入った湯吞を差し出してきた。

　いつもは薬の湯吞とは別に水が入ったものも用意してくれるのに、余程味に自信があるのか水の準備はなかった。

　まだ顔に近づけてすらいないのに、ツンと鼻につく独特の匂においを放つ液体にかつての恐きよう怖ふが蘇よみがえる。

　俺が眠っている間に頑がん張ばって働いてくれた陽太への感謝として、俺は覚かく悟ごを決めて湯吞を一気に呷あおった。

　そして──最高に苦い薬を最後まで飲み干し、再び意識を闇の中へ投じたのだった。

　人はこれを気絶と呼ぶ……ガフッ。
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　西にし鬼おにの紫雨という忍しのびが起こした集団洗脳事件が収束してから数日後、俺は長おさに呼び出されて陽太とともに城にある広間に居た。

　上座に腰こしを落ち着けた長の他には、長の側そば仕づかえで東条の忍頭を務める吾妻さんと、長の側近である二人の中年の武士。

　東条の兵のまとめ役で郷田の地へ派遣隊を率いた、蒲生さん。そして、東鬼一族唯ゆい一いつの封ふう移い師しである師し匠しようが集められていた。

　郷田からの伝令が到とう着ちやくした時より臣下の数が少ないのは、これが正式な報告の場でないからだ。

　それに郷田の地で起こった集団洗脳事件については蒲生さんから臣下が集められた場で報告済みである。

　死者はゼロだったものの、多くの武士が負傷し東条の武士をまとめる強つわ者ものの蒲生さんまでもが深手を負った今回の事件に、家臣達は事の深刻さを再さい認にん識しきした。

　師匠を筆頭に頭脳派の家臣達は西鬼に対する策を論じ、蒲生さんを始めとする武ぶ闘とう派はの家臣達は部隊の編制や、もしもの時の為ための兵ひよう糧ろうの確保等に動いている。

　混乱を防ぐためにもそれらは水面下で進められているが、各地の聡さとい者達は近々西鬼と交戦するかもしれないと感じ取っているだろう。

　蒲生さんの言付け通り、すぐに東条へ戻もどることができなかった派遣隊の残りの武士を率いて俺は陽太と帰ってきた。

　そんな直後、何故なぜ再びこうして広間に限られた者達が集められているのか。それは俺、藤見恭への詰きつ問もんが目的だった。

「お前をここに呼んだのは、蒲生から気になる報告を幾いくつか受けたからだ」

　長がそう言うと、家臣の席に並んでいる蒲生さんが顔を上げて俺を見た。表情はなく、感情が読めない。

「蒲生、今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやと思われる者についてもう一度報告してくれ」

「はっ。村人と郷田の兵を操あやつっていたのは、紫雨と名乗る西鬼の忍しのびでございました。忍装束姿でしたので憶おく測そくにすぎませぬが、恐おそらく歳としは二十代半ばかと。忍らしく武器は飛び道具が主でございましたが、接近戦にも慣れた手て練だれで──黒鬼でございました」

　やや早口で話す蒲生さんは、紫雨が黒鬼であったことを告げる前に一度大きく深呼吸をして最後まで言い切った。

「ここまでが他の家臣達が集まる前で蒲生が報告したことだ」

　と言って、長は一同に視線をまわした。

　どうやらここからが俺をこの場に呼び出した話に繫つながるらしい。

「蒲生、続けろ」

「その黒鬼は、──私の目には、藤見殿どのに並々ならぬ執しゆう着ちやくを持っているように感じられました」

　蒲生さんの報告に、広間にいた全員の目が俺に集まった。

　食い入るように俺を見ている者もいれば、静かに見守るような眼めを向けている者もいる。

「藤見はその紫雨という名の男と面識はあったのか」

「はい。藤見の地で土地神の森に侵しん入にゆうしていたのが、その忍でした」

　長の顔には警けい戒かいするような表情が浮ういた。

　その視線を受けて俺は一いつ瞬しゆん言葉をつまらせたが、意を決して言葉を紡つむいだ。やましいことは何もないので、胸を張って答えれば良いだけだ。

「西鬼の領地近くの森で再び会ったのは偶ぐう然ぜんです。執着される理由は……よく分かりませんが、『死合おう』と何度か言われたことがあります」

「克彦様、紫雨も藤見殿を見て偶然会えたことを喜ぶようなことを言っておりましたので、噓うそではないと思われます」

　蒲生さんは俺と紫雨が対面した時の子細を長へ丁てい寧ねいに説明してくれている。

　物言いが丁寧で有う無むを言わせない響ひびきがあるため、長からも疑いの感情は消えていた。

　だが、俺の言葉を復唱する長の目は、刺さすような光を放っていた。

「なるほど、死合いか。黒鬼になれる者にそれを望まれるとはなぁ。藤見、本当に心当たりはないのか？」

「その者に会ったのは二度しかないので、何を考えているかは──」

「言い方を変える。お前は何色だ」

「……黒、でございます」

　やや間を置いてから俺がそう答えると、いっとき、座は重苦しい沈ちん黙もくに包まれた。

　無言の圧力が怖いが、何故黒鬼であることを報告しなかったのかと問われれば、聞かれなかったからだとしか言えない。

「この東鬼一族の地に、黒鬼になれる者が何名存在するか知っているか」

「いいえ」

「奇き遇ぐうだな。俺も正確な数は知らない。誤解しているようだが、黒鬼になれるからと言って東条へ報告する義務はない」

　長の声は淡たん々たんとしていて強制を否定しているが、その中には有無など存在しなかった。

　俺と同じくそれを耳にしている、長以外の人達は険しい顔で口を噤つぐんでいる。

「裏を返せば、藤見が出ればその黒鬼の忍が現れる確率が高くなる」

　ここから先の言葉は、きっと──。

「黒鬼、藤見恭に命じる。西鬼との戦いにて最前線でその力を尽つくすよう努めろ」

　重く圧おし掛かかる長の言葉に、俺はただ拳こぶしを強く握にぎりしめ、深く頭こうべを垂れることしかできなかった。
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　広間を出た俺は、混乱した頭のまま行く宛あてもなくフラフラと足を進めていた。

　考えるのは、先さき程ほど長に言われた「黒鬼・藤見恭の務め」についてだ。

　キョウ様の父である義正様や三人の兄上達の反応で、黒鬼が珍めずらしくて凄すごい存在なのは分かっているつもりだった。

　黒鬼化したキョウ様を見る陽太の目は現代の子供が戦隊ヒーローに向ける眼まな差ざしと同じで、そういったフィクションの英えい雄ゆうに近いものと認識していた。

　けれど、同じ黒鬼の紫雨の強さを目まの当たりにして「凄い」だけでは済まない存在なのだと気付いた。

　キョウ様と紫雨の強さがイコールで繫がるとは思っていないが、紫雨は鬼化した時のキョウ様との再戦を執しつ拗ようなまでに望んでいた。

　蒲生さんが長おさに告げた通り、俺がいれば紫雨は嬉き々きとして姿を現すだろう。

　黒鬼は味方であれば非常に心強い存在なのだろう。だが逆に、敵であるなら何としてでも仕留めたい者となる。

　未いまだ西にし鬼おにの目的は不明だが、藤見の地や郷田の地で積極的に動いていたのは確実だ。

　故ゆえに、東鬼としては西鬼の思おも惑わくを知るためにも紫雨を生け捕どりにして尋じん問もんにかけたいと思っている。

　だが相手は並なみ大たい抵ていの鬼が束になっても勝てないほどの力を持つ黒鬼。

　その囮おとりとなり、生け捕りにするために一戦交えることが必ひつ須すになるのが同じ黒鬼の俺だ。

　しかし、そんな使命を受けて俺にそれが務まるのかというのが正直なところだった。

　土地神の森ではキョウ様が俺の意識を一時的に乗っ取り、敵を退けてくれた。

　東条の城下町で禁術に苦しんでいた吾助を助ける時は、師匠や陽太がいたから何とかなった。

　今回の西鬼との里境の森での紫雨との戦いは、蒲生さんや郷田さん、影かげ獣もののユキちゃんが健けん闘とうしてくれたから時間稼かせぎができた。

　紫雨に敗れた蒲生さん達を守ったのは、師し匠しようが持たせてくれた結界札だ。

　最終的に結界の仕し掛かけを解いて、絶ぜつ妙みようなタイミングでの呪じゆ術じゆつ返しを発動させたのも陽太だ。

「は、ははっ。何だこれ……全部、他人の功績じゃねーか」

　身に迫せまる危険を察知できるのは、身体からだの持ち主であるキョウ様の感覚があるからだ。

　難なく馬に乗って郷田の地まで駆かけることができたのも、キョウ様のおかげ。

「情け、ねぇなぁ」

　弱くて卑ひ怯きようで役立たず。周りの過大評価によってのらりくらりと生きているのが今の俺だ。

　その現実を突きつけられ、やり切れない思いと情けない気持ちでいっぱいになる。

「藤見様……？」

　誰だれかに名前を呼ばれた気がしたが、答えることはできず俯いて歯をかみしめる。

　一言でも発してしまえば、きっと俺は泣き出してしまうから。







　一体、どれほどの時間が経過したのだろう。

　心ここ地ち良い静せい寂じやくに時間の流れを忘れ、感じる温ぬくもりに完全に慣れた頃ころにようやく落ち着くことができた。

　しかしよく考えてみると、疑問が生じた。この隣となりから感じる仄ほのかな温もりは何なのか、と。

　恐おそる恐る確かく認にんした隣には、心配そうな表情で俺の様子を窺うかがい見る花姫ひめ様がいる。

「も、申し訳ありません、情けない姿をお見せしてしまって。少し考えごとをしていたのですが、ふさぎ込んでしまったようです」

「考えごとですか。だからこの奥庭に迷い込まれたのですね」

「奥庭？」

　はて、それは一体何のことなのだろうか。

　庭と付くからには緑が生おい茂しげり花が咲さく場所だと思うのだけど、そんな所へ足を運んだ覚えは全くなかった。

　もしかすると立ち入る人が制限されている場所へ来てしまったのかもしれない。

　そう思った俺は、慌あわててこの場を後にしようと周りに目をやった──のだが。

　あんぐり。

　まさにその言葉が今の俺には相応ふさわしいだろう。

　庭と呼ばれるものは藤見の家にもあったし、東条に来てからも手入れが行き届いた庭を何度か目にしてきた。だが、それを遥はるかに凌しのぐ景色が俺の目の前に広がっていたのだ。

　陽ひの光により鮮せん明めいに映るはずの庭には霞かすみが掛かり、白い花が控ひかえ目に咲く芝しばの先にはアクアブルーに透すき通った小さな泉。

　その泉の上にある中島に向かって白い石の橋が架かかり、中島の真ん中には長い枝を左右に伸のばした薄うす水みず色いろの葉や蕾つぼみを付ける不思議な木が一本あった。

　風が緩ゆるやかに枝を揺ゆらし、抜ぬけたそれが覚えのある香かおりを俺に運んだ。

　ここは本当に東条の城内なのだろうか。

　天上世界の一部を切り取って、そのまま移したような場所が、同じ世界とは思えない。

　茫ぼう然ぜんとする俺の意識を一ひと際きわ引くのが、泉の中島にある幻げん想そう的な木だった。

　陽が淡あわい水色の花を鮮あざやかに照らし、キラキラと輝かがやかせている。明らかに現実離ばなれした木に、俺の目は釘くぎづけだった。

「藤見様、如何いかがなさいましたか？」

　呆ほうけたまま言葉を継つがない俺を心配した花姫様に、着物の袖そでを軽く引かれる。

「失礼ですが、あの木は一体……？」

　木から視線を外さないまま、俺は花姫様に尋たずねた。

　単なる好こう奇き心しんだが、あの不思議な木が気になって仕方がなかったのだ。

　水色に輝く葉や蕾を持つ木など、今までに見た事も聞いたこともない。もし閉じた蕾が開いたならば、どれほど美しい花を咲かせてくれるのだろうか。

「あれは思し慕ぼの木と呼ばれている、東鬼の地に一本しかない木です」

「思慕の木、ですか」

「はい。触ふれる者の感情によって花や葉の色が変わる不思議な木なのですよ」

　へぇ～、それは凄い！　しかも東鬼の地に一本しかないなんて、国宝じゃん。

「ではあの水色は誰かの感情を表しているのですね」

「……ええ」

　少し触さわってみたい気もするけれど、よく考えれば逆に何だか恐れ多くて触れない。

　もし俺が触って、この綺き麗れいな水色から変な色になったら問題になりそうだし。

　俺って結構後ろめたいことも考える人間だから、かなり汚きたない色になると思うんだよね。

　自分の知りたくない部分を知ってしまいそうで怖こわい上に、やはり恐きよう縮しゆくしてしまうから。

　そんな理由からチキンすぎる結論を出して、木は観かん賞しようするに留とどめることにした。







　暫くそうして花姫様と思慕の木を眺めていると、袴はかまの裾すそを誰かに引かれる感覚に気付いた。

　視線を下へ向ければ、いつの間にか俺の影かげから出てきたユキちゃんが袴を爪つめで引っ張っている。よじ登って良いか許可をとっているらしい。

「まぁ可愛かわいらしい。迷い猫ねこかしら」

「いえ、影獣のユキといいます。普ふ段だんは私の影の中に潜ひそんでいるのですよ」

　俺がそう言って花姫様にユキちゃんを紹しよう介かいすれば、花姫様はユキちゃんに目線を少しでも近づけるべく、膝ひざを折った体勢を取っていた。

「藤見様、ユキ殿どのに触れてみても宜よろしいですか？」

　俺より近くに居る花姫様が気になるのか、ユキちゃんは頻しきりに俺を見上げては花姫様に視線を戻もどす。

　判断を仰あおいでいるような行動は猫というより、人間らしいというか……。

「構いませんよ。ですが、なるべく優やさしく触れてやって下さい」

　相手が陽太ならユキちゃんも牙きばを剝むくかもしれないが、花姫様なら大だい丈じよう夫ぶだろうと思った俺はユキちゃんに目配せしながら答えた。

　ユキちゃんも異論はないようで、俺の言葉を了りよう承しようして自ら花姫様に小さな体を擦すり寄せる。

　最初は恐る恐る触る花姫様だったが、嫌いやがらないユキちゃんに安心して少しずつ撫なでる範はん囲いを広げていく。

　程ほどなくして、警けい戒かい心しんが完全に消えたユキちゃんが二足立ちして抱だっこを強請ねだるようにまでなった。

　そして、にゃーんと鳴き縋すがるユキちゃんの鼻先を人差し指でちょんっと触りながら、花姫様が笑った。

「ふふっ、可愛い……何を話しているの？　にゃー？」

　あはは、ちょっと失礼して地面転がりまくっていい？　両手で顔を覆おおってキャーキャー叫さけんでゴロゴロしていいかな？

『にゃー』が、花姫様の口から素す敵てきな『にゃー』が出ましたゴチソウサマです！

　美少女と可愛い白猫ってだけで俺のツボを刺し激げきしまくりなのに、『にゃー』と来ますか。

　これはレア物に違ちがいない。花姫様の『にゃー』など滅めつ多たに耳にすることができないだろう。

　グッジョブ、ユキちゃん！　素敵な『にゃー』をありがとう！

　と、にゃーにゃー煩うるさい俺だが、いつの間にか花姫様がユキちゃんを抱だき上げていることに気付いて我に返った。

　ユキちゃんを抱いて立ち上がり、俺の隣に再び並んだ花姫様は腕うでの中の小さな命に顔を綻ほころばせている。

　触れる手つきは俺が頼たのんだ通り優しく、慈じ愛あいに溢あふれていた。

　撫でられているユキちゃんも心ここ地ち良く思ったのか、花姫様の胸むな元もとに頭を押し付けているではないか。

　ぐはっ、な、何て羨うらやましい！　ちょっと代わってくれ！

　変態思考が顔に出ないよう必死に我が慢まんした俺だが、内心ではユキちゃんが羨ましくて仕方がない。

　もし俺が同じことをすれば、長おさや千代さんにフルボッコにされ、ボロ雑ぞう巾きんのようになった状態で城の外に投げ捨てられるだろう。

　その情景を想像して思わずブルリと震ふるえ上がってしまった。

　だが恥はずかしいことに、この現場を見続ける勇気は俺にはなかった。

　花姫様の腕に居るユキちゃんに手を伸ばし、宙で掌てのひらを上に向けた状態で止める。

　俺の掌はユキちゃんが乗るには十分なスペースだ。

　その動作を不思議そうに花姫様は見ていたが、ユキちゃんは俺の意図を瞬しゆん時じに理解して行動に移した。

　俺の掌に重さを感じさせないよう乗り移り、腕を渡わたっていつもの定位置である俺の肩かた口ぐちに後ろから張り付く。

　そこに落ち着いてから一声鳴いたのは俺への報告にも、花姫様へのお礼にも聞こえた。

　抱かかえていた温ぬくもりが消え、少しだけ寂さびしそうな顔をしてユキちゃんを見ている花姫ひめ様。

　うーん、そんなにも名残なごりを惜おしんでくれると申し訳ないなぁ。

　花姫様が希望するならいつでもユキちゃんを触らせてあげるんだけど……あ、そうだ。

「次の裡念殿どのの授業はユキもご一いつ緒しよさせて頂いて宜しいですか？」

「本当ですか？　今からとても楽しみです」

　次のセクハラは「美少女と仔こ猫ねこが戯たわむれる姿を見てニヤニヤする危険人物」をテーマにしよう。

　そんな風に今後の予定を決めた俺は、暫しばらく花姫様と一緒に奥庭で不思議な木を眺ながめるという、安らかな時間を過ごしたのだった。
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　藤見恭が従者の篠崎陽太を連れて広間から退室した後、そこから席を立つ者は一人もいなかった。

　東ひがし鬼おに一族の長である東条克彦は苛いら立だった面おも持もちで何かを考え、側近の武士二人と側そば仕づかえの忍しのび頭がしらの吾妻は黙もくして克彦の言葉を待つ。

　先代の長に仕えていた封ふう移い師しの裡念と蒲生も、思案顔ではあるが口を開くことはなかった。

「失礼致いたします」

　その沈ちん黙もくが暫しばし続いた後、そこへ現れたのは婿むこ候補の一人である郷田清十郎であった。

　西鬼の忍と交戦した時の怪け我がと疲ひ労ろうが原因ですぐに東条へ戻ることができなかったのだが、つい今しがた到とう着ちやくしたらしい。

　胸部の骨が数本折れていると蒲生から聞いていたのだが、それを感じさせない気き丈じような振ふる舞まいに克彦は感心した。

「報告が遅おくれてしまい、申し訳ありませぬ」

「いや、それは蒲生から子細を聞いたから気にするな。調査と健けん闘とう、ご苦労だった」

「勿もつ体たいないお言葉でございます」

　深々と頭を下げた郷田に克彦は労ねぎらいの言葉を口にした。

「勝手に伝令と偽いつわって東条へ駆かけ込んだのは褒ほめられた行こう為いではないが、お前も、お前の部下も今回は咎とがめないことにした」

「は、ありがとうございます」

「引き続き婿候補としての滞たい在ざいを許可する。今日はもう部屋に戻って休むといい」

　一時的に中断していた婿選びを再開するべく、克彦は今まで通りの生活を郷田へ促した。

「……っ」

　だが郷田は声をつまらせ、膝の上で握った手に力を込めた。

「恐おそれながら某それがし、その件について長にお願いがあってこの場に参った次し第だいでございます」

「ほぉ？　言ってみろ」

　何かを決意したような声に克彦はフッと息を漏もらし、俯うつむいたままの郷田を見つめた。

「東条の姫ひめ君ぎみ、花姫様との見合いの件──辞退させて頂きたい」

「理由を聞こうか」

　克彦は郷田がそう言い出すのではないかと予想していたのかもしれない。

「某は……郷田家の頭領より上に立ちたいが為ために、東鬼の長になりたいと考えておりました」

「今は東鬼の長が務まらないと思うのか？　何故なぜ急に心境が変わったんだ。西鬼に敗れたことに責任を感じているなら……」

「羨ましく思ったのです！」

　克彦の言葉を遮さえぎり、勢いよく顔を上げた郷田の悲鳴のような声が室内に響ひびいた。

「某は、藤見殿どのを羨ましく思ったのです。藤見と名乗っただけで郷田では決して得ることのできなかった信しん頼らいを手にし、名家に恥じぬ人格を持ち合わせておいでになることが、信じられませんでした」

「それが婿候補からの辞退と関係あるのか」

　その問いに郷田は否定も肯定もせず、克彦の目をじっと見つめた。

「蒲生殿からお聞きになったと思いますが、今の郷田家は東条の足あし枷かせにしかなりませぬ」

「自分の一族なのに、弁明はしないのか」

「郷田家の失態が明るみに出た今、そのようなものは必要ありませぬ」

「婿候補でなくなった後はどうするつもりだ。郷田の地へ帰ってまた末席で細々と暮らすのか」

「某は……、郷田の頭領になり、未来の東条を支えるために尽つくす所存にございます！」

　その高らかな宣せん誓せいは恐ろしく無む謀ぼうで長い道のりになると誰だれもが分かっているのに、一人の若者の真しん剣けんな言葉が座を期待溢れる雰ふん囲い気きに変えた。

　この日、郷田家の分家の末席、郷田清十郎は東条の一人ひとり娘むすめである花姫の婿候補から辞退すると発表したのであった。







　解散となった後、裡念は弟で子しの今後について思考を巡めぐらせながら城内を徘はい徊かいしていた。

　特に行き先は決まっていないが、たまには一人で気ままに歩き回るのも良いと思ったのだ。

　そんな道中、裡念は見覚えのある赤い髪かみを目にして足を止めた。

「ふむ、そこに居るのは陽太ではないか」

「……先生」

「お主が恭の側そばから離はなれておるとは、珍めずらしいこともあるんじゃのぉ」

　わざと明るく声を掛かけたが、陽太にはいつもの笑え顔がおがなく酷ひどく沈しずんでいる様子だった。

　その理由は、何となく裡念にも分かっていた。

　己おのれの主あるじが過か酷こくな任を与あたえられたことに戸と惑まどっているのだろう。普ふ段だんから従者としての務めをしっかりと果たしているからこそ、その任についても役に立ちたいと願っている。

　裡念は陽太を、そういう心の優やさしい者だと知っていた。

「他ほかにも黒鬼が増えれば、恭様の重荷は軽くなりますか？」

「一いち概がいにそうとは言えぬな。わしのように前線で戦えぬ者が黒鬼になれたとしても、恭の使命が変わることはないじゃろう。それにお主は──」

「分かっています！」

「……」

「分かっているんです。どんなに努力しても、オレが恭様を支えるのには限界があると。でも恭様のお役に立ちたいのです。影かげ獣もののユキだって命いのち掛がけで恭様を守るために戦えるのに、オレは恭様の背中を追うことすらできていないっ……」

　ここまで陽太が必死になっているのには理由があった。

　西鬼の紫雨の施ほどこした罠わな結界を解除すべく、二つ目と三つ目の仕し掛かけを捜さがすために恭と別れた後に問題は起こった。

　恭が仕掛けを捜して森を彷徨さまよい歩き、蒲生と紫雨の交戦に巻き込まれたのとほぼ同刻。実は陽太はその時既すでに罠結界の仕掛けを見つけて解除を試みていたのだ。

　だが事はそう巧く運んではくれなかった。

　紫雨の罠結界は三つの仕掛けから形成されているが、仕掛けが一つ壊こわされても結界の強度を保つための対処が為なされていたのだ。

　その対処とは、本来三つの仕掛けで分担していた負ふ荷かを二つでも補えることだ。

　つまり仕掛けが三つの時に解除できたとしても、同じ力量で残りを解除することはできない。

　結果的には恭が影獣の協力で二つ目の仕掛けを解除したことで罠結界の均きん衡こうが崩くずれ、陽太でもありったけの力を出し切れば三つめを解除できるという状態になった。

「血だらけで倒たおれている恭様を見つけた時、心臓が止まるかと思いました。薬を飲んで眠ねむられている間も、もしかしたらこのまま目を覚まされないのではないかと恐きよう怖ふしました」

　懇こん願がんするように裡念の手に縋すがった陽太の目には、薄うすく涙なみだの膜まくが張っている。

「お願いします先生、教えて下さい。どうすればオレは強くなれるのですか……？」

　それでも裡念は陽太の求めるものを手に入れるための答えが導きだせず、悲ひ愴そうな顔で黙だまり込むしかなかった。

　東ひがし鬼おに一族の封移師で、かなりの知識を持つ裡念でも易やす々やすと受け答えできない「悩なやみ」に答えを返してくれる者はどこにもいないのかもしれない。

「何で、オレだけ──」

　陽太は地面にがっくりと膝ひざをつき、青ざめた顔を歪ゆがめて声を震ふるわせた。

　ワナワナと揺ゆれる肩かたと拳こぶしは、無念と後こう悔かいの入り混じった激情が胸につきあげていることを物語っていた。

　悔くやしさに顔を歪める陽太に、裡念は掛けてやれる言葉が見つからず、ただ赤い髪を撫なでてやることしかできなかった──。




　　　　[image: ]




　花姫ひめ様と思わぬ逢おう瀬せの場となった奥庭から去り、城の中を歩き回った俺はやっとの思いで城門へ辿たどり着くことができた。

　そこには、陽太が門の近くの塀へいに背をあずけて俺を待ってくれていた。

「恭様、お会いできて良かったです。今捜しに行こうかと思っていたところでした」

　そう言って、陽太は俺にニコリと笑った。だが、少しだけ普段と違ちがっているように感じた。

　どこがとは正確には言えないけれど、飼い主を慕したう仔犬がちょっぴり大人しくなった感じというか何というか。

「……何か陽太、元気がないな」

「えっ！　そ、そうですか？　特にそのようなことはありませんが」

「いや、俺の気のせいなら良いんだ。でも何かあったなら相談してくれよ？」

「──はい、もちろんです」

　そんな会話をしながら陽太と共に城を後にし、俺達は師し匠しようの家へ帰ろうと通りを歩いた。

　幾いくつかの武ぶ家け屋や敷しきの前を通り過ぎ、そろそろ家が見えてくる頃ころだと視線を先に送った俺の目に、何やら人だかりが確かく認にんできた。場所は恐らく、師匠の家の前だ。

　少し歩む速度を上げて現場へ向かえば、隣となりの長屋の女性と、大おお柄がらな男が言い争いをしていた。

　女性の方は普段からお世話になっているお菊さんで、男の方にも見覚えがあった。郷田の地で再会した、鍛か冶じ師見習いの吾助だ。

「陽太、あそこに居る男……吾助だよな？」

「そうですね。何やら一方的に文句を言われているように見えます」

「確かにな。お菊さんの剣けん幕まくに圧おされて逃にげ腰ごしになっている」

「昔から男は女に口で勝てないと言われていますから。助けに入りますか？」

「ああ。家の前で騒さわがれるのは目立って仕方がない」

　周囲に目を配れば、何だ何だと通行人や他の長屋の住民達が二人の様子を窺うかがっていることが分かる。

　お菊さんは周辺長屋でも頼たよりにされている人なので信しん頼らいが厚く、良い意味で関心を引きやすい。

　その人が事実はどうあれ何者かと言い合っているなら、悪者になるのは吾助になってしまうので、知人である俺達は早々に止める必要があった。

　本音を言えば、ご近所の皆みなさんを敵に回したくないのである。近所付き合いも大変だ。

「だから、今は足を洗って真面目まじめに働いてるって言ってるじゃねーか！」

「そんなことを言って、また人様に迷めい惑わくを掛けてるんじゃないだろうね!?」

「しつけぇな！」

　一ひと際きわ大きく吾助がお菊さんに声を荒あららげたタイミングで、これはまずいと間に割り込んだ。

「お二人とも、少し声が大きいのではありませんか？　お話ならもう少し声を落としてお願いします」

　そう言って二人に声を掛けると、吾助を言い負かすことに夢中だったお菊さんが振ふり返った。

　腰こしに手をあてて腹から声を出していたお菊さんの表情は怒いかり気味だったが、俺と陽太を目に入れると途と端たんに顔を綻ほころばせた。味方が現れたと思ったのだろうか。

「恭さんに陽太ちゃんじゃないか。今帰りかい？」

「はい、只ただ今いま戻もどりました。大きな声を上げていたようですが何かありましたか？」

「そうそう、この男が先生の家の前に立っているから盗ぬすみの下見でもしてるのかと思ってね」

「はぁ？　だから違うって言ってるだろ。俺は藤見の旦だん那なに用があって訪ねてきたんだよ」

　ならず者として城下町で悪事を働いていた手前、後ろめたい思いがあるのだろう。

　通りを歩けば吾助を知る者からは顔を顰しかめられるだろうし、ましてや茶屋で休きゆう憩けいするなんてことも容易にはできない。

　本人は真面目に働いて、悪い話が薄れた頃に迷惑を掛けた人達へ謝りたいと言っていたが、順序が逆のような気もしている。

　と言っても、お菊さんのように吾助のことを疑わしい目で見る人も多いから仕方がないか。

　まぁ、どちらにせよこの家には泥どろ棒ぼう防止のため師匠の結界が張ってあるので侵しん入にゆうはできない。

　家に住む者でなければ扉とびらを開けられないという自動セキュリティだ。ちなみに塀を越こえようとすれば、見えない壁かべに顔面からぶつかる仕様となっている。

「待たせてすまなかった。話は中で聞くよ」

「おや恭さん、本当に知り合いなのかい？」

「はい、吾助は私の友人です。少し口が悪いですが頼りになる男ですよ」

　意外そうな顔をしているお菊さんに、吾助が以前ほどの悪者でないことを伝える。

　お菊さんは暫しばらく無言で俺達と吾助を交こう互ごに見たが、急に何かを閃ひらめいたような顔になった。

「それは誤解して悪かったねぇ」

「今まで散々悪さをしてきたんだ。疑われたのは自じ業ごう自得だから気にしねぇでくれ」

「これはすっかり丸くなっちまって。せっかく救ってもらった命なんだから、大事にしなよ」

「分かってらぁ。……ありがとよ」

　吾助がデレた──じゃなかった、二人が和解したようだ。

　最後の感謝の言葉が功を奏したらしく、お菊さんは楽しげに笑ってから隣の長屋へ帰っていった。

　野や次じ馬うま化していた話好きの奥さん達の目が輝かがやいていたので、今から事の詳しよう細さいを聞き出されるのだろう。まぁ、あの様子であれば悪い方向へは転ばないと思う。

　むしろ吾助にとっては良い面の方が多いのではなかろうか。

　お菊さんが吾助の急変具合を近所に広めてくれれば、いつか吾助がこの町に戻もどってきた時に多少は過ごしやすくなっているはずだ。

　集まっていた他ほかの近所の人達は、興味をなくして他の通りや長屋の方へ散って行った。

「っと、俺を訪ねて来てくれたんだったな。立ち話も何だから中に入ってくれ」

　陽太が玄げん関かんの板戸を開けると、吾助は「あれ？」という顔をした。

　恐おそらく訪ねてきた時に戸を開けようとしたが、それができなかったのだと思う。それを陽太が容易たやすくやってのけたので、首を傾かしげたのだ。

　わざわざ結界の仕組みを説明する必要はないと思ったので、何か聞きたそうな顔をしている吾助に構わず中へ通した。案内したのは、玄関の先にある来客用の座ざ敷しきだ。

「村からここへは一人で来たのか？」

「郷田の旦那に同行させてもらったんだ。城へ向かって行ったんだが、会わなかったのかい？」

「いや、郷田殿どのには会っていないな。ちょうど入れ違いになったのかもしれない」

　広間で長おさ達と話をした後、いつの間にか迷い込んでしまった庭で花姫様と会った。その後は何度か道を尋たずねて、やっとの思いで城門まで辿り着けたのだ。

　他に城を訪おとずれた人のことを気に掛かける余よ裕ゆうなんてなかった。きっと、俺が彷徨さまよい歩いている間に来たのだと思う。

「旦那にも会うつもりだって言ってたから、その内話ができるんじゃないか？」

「そうだな。次に城へ行った時に俺から郷田殿に声を掛けてみるよ。それで、吾助の用事とやらは何なんだ？」

「いや、用事というか何と言うか……。西にし鬼おにのやつを追い払はらった後、満足に話もできなかったからな。改めて礼を言いたかったんだ」

「俺は特に何もしていないと思うんだが……」

「何言ってんだ。あの時、旦那が俺達を捜そう索さく隊の一員として森へ連れていってくれなきゃ、郷田の侍さむらい共と仲なか違たがいしたままだったんだぜ」

　その時のことを思い出す吾助の表情は晴れやかだ。

「あの事件から村の奴やつらも郷田の武士達も、関かかわった連中は考え方が変わってな。今は前ほどギスギスした関係じゃなくなってきたんだ」

「へぇ。村の人達は分かるけど、武士達もか」

「郷田の旦那は先発隊と第二部隊を頭領から貰もらい受けたって話だ。奴らもまた、俺みたいに一からやり直すんじゃねぇかな」

　吾助はそう言って照れくさそうに鼻をこすった。

　改心すれば新たな道を歩めると気付いた自分に、彼らが続いてくれたことが嬉うれしいのだろう。

「郷田殿なら、正しく導いてくれるな」

　きっと郷田さんなら悪政だらけの地を正すため、頑がん張ばってくれるはずだ。

　分家の末席だからと自分を皮肉っていた郷田さんの目には、諦あきらめなんてものはなかった。
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　東条の婿むこになってから改革を行うのか、婿候補である間から動き出すのかまでは分からないけれど。

　郷田の地を変えたいと言った彼の願いが叶かなう日は、そう遠くないのではないかと思った。

「ああ！　だから郷田の旦那も藤見の旦那に感謝してたぜ。俺の村のやつ等らも、郷田の武士達もだ。藤見の旦那はすげぇって、皆言っていた」

　ぎゅっと拳こぶしを作り、少し前のめりになって力説する吾助の言葉はくすぐったいが、時折チクチクとした痛みを伴ともなわせた。

　そんな風に評価されて良い者ではないと大声で言ってしまえれば、と心のどこかで思った。

「本当に、藤見の旦那はすげぇ人だ」

　熱に浮うかされたように、吾助はもう一度同じ言葉を嚙かみしめるようにして呟つぶやいた。

　そして次の瞬しゆん間かん、吾助の目が覚かく悟ごを決めたように一瞬だけキラリと光った。

「そんな旦那に渡わたしたい物がある」

　吾助は風呂ふろ敷しきに包んだ長い箱のようなものを持っていた。

　風呂敷の縛しばりを解き、そこから取り出されたのは朱しゆ塗ぬりの地に金の蒔まき絵えがほどこされたみごとな刀箱だった。

　吾助は俺の前で両りよう膝ひざをつき、胸の高さまで箱から取り出した物──刀を持ち上げた。

「この刀は、俺の師が打った最後の刀だ」

　刀へ注がれる吾助の目は懐なつかしさが滲にじみ出ていた。

「旦だん那なは俺を──師し匠しようの死に絶望して道を誤り、命さえも無様に散らそうとしていた虫けら同然の俺を助けてくれた」

「そんな大事な刀を、俺に渡しても良いのか」

「誤解しねぇでくれ。この刀は、俺が師匠に負けないくらい立派な業わざ物ものを打てるようになるまで旦那に預けておくんだ」

　跪ひざまずいた吾助は、胸の高さにあった刀を静かに引き上げて己おのれの額の高さで掲かかげるようにした。

「俺が師匠の刀を超こえられたと思う最高の一本を打ち終えた時、それと交こう換かんしてもらう」

　吾助の強い言葉に、この申し出を断れないと思った。

　師の思い出と目標を俺へ託たくしてくれる吾助の目は、まだ見ぬ未来への希望に溢あふれている。それを断るなんてこと、できるはずがない。

　その強い思いを預かると決めた俺は、吾助の額の高さまで上げられた刀に手を伸のばし、彼らの思いが詰つまったそれをしっかりと握にぎった。

　刀は吾助の師の最後の一品というだけあって、全すべての技術が凝ぎよう縮しゆくされている代しろ物ものだった。

　柄つかは鮫さめ革がわの上に銀の糸が諸もろ捻ひねりに巻いてある。鍔つばはなく、鞘さやには黒くろ漆うるしに青貝の螺ら鈿でんがはめ込んであった。

　鞘から抜ぬき切った刀の刀身は、キョウ様の黒い刀と対照的な白さを持っていた。

　窓から差し込んだ陽ひにかざせば、反射した光が俺の目を射た。

　俺には刀の善し悪あしなど分からないが、刀から漂ただよってくる澄すんだ空気から名めい匠しようによって鍛きたえられたものだと感じ取れた。

「郷田の旦那が言っていた。西鬼が怪あやしい動きをする度たびに、藤見の旦那が最前線で戦うことになるだろう、と」

「……ああ」

「だから師匠の刀を使ってやってほしい。師匠は殺あやめるためではなく、守るための刀を打つ人だった。旦那なら東鬼を守るために刀を振ふるってくれるはずだ」

　懇こん願がんしてくる吾助に、気が付けば俺は首を縦に振っていた。

　──この刀があれば、俺も戦える。

　俺の中に湧わき上がった感情は、喜びなのか期待なのか。それとも恐きよう怖ふなのか。

　あの時感じた自分の情けなさと無力さ。そして悔くいる気持ちと、強くなりたいという俺の願い。

　それらがあれば、俺は今日この瞬間から新たな一歩を踏ふみ出せる気がした。

　──強くなろう。俺にできる精せい一いつ杯ぱいの努力をして。

　反りの浅い優美な白銀の刀身が、陽の光を浴びて煌きらびやかに輝かがやいた。







　あとがき







　こんにちは、田中莎月と申します。

　この度たびは「へっぽこ鬼日記３」をお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。

　時の流れは早いもので、気が付けば拙せつ作さくも第三巻です。このように書き続けることができているのは、読者様を始め、応おう援えんしてくださった皆みな様さまのおかげだと感じる日々です。本当にありがとうございます！

　本巻ではお見合いをする立場でない恭が着々と花姫の好感度を上げつつ、これから先曖あい昧まいな立場を確立させていけたらいいな、と思いながら書かせて頂きました。

　今までは流されるだけだった駄だ目め駄目な彼が、今後どのように成長していくのか。花姫との恋こい模様とあわせてご期待くださいますと幸いです。

　伊藤明十先生、今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！

　美び麗れいな表紙イラストを受け取らせて頂いてからはパソコンだけでは飽あき足たらず、スマホにまで保存して眺ながめておりました（笑）。

　恭と花姫が並んでいる様子も普ふ通つうに美男美女のカップルで、妨ぼう害がいする千代の気持ちが分かったような気がします。この幸せっぷりは邪じや魔まをせねば、と。

　また、今回も完成に至るまで随ずい分ぶんと時間をかけてしまい、多くの方々をヤキモキさせてしまいました。誠に申し訳ありません……。

　それでも諦あきらめず励はげまし、最後まで粘ねばってくださった担当編集者様、本当にありがとうございます。多大なるご迷めい惑わくをお掛けしてしまいましたが、何とかこうしてあとがきまで辿たどり着つくことができました。感謝しても感謝し尽つくせません……！

　校正様、営業様、デザイナー様、この本を出版するにあたり関かかわってくださった多くの皆様にも、この場をお借りしてお礼申し上げます。

　そして最後までお読みくださった読者様に、最大の感謝を。ありがとうございました！

　ではまた、皆様とお会いできるご縁えんがありますように。





田中　莎月　　


















カバー・口絵・本文イラスト／伊藤明十

デザイン／長谷川有香（ムシカゴグラフィクス）
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